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３月25日 木 休 会

○ 開議
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２．謝名堂川の修復について

４ 宇江原総清議員 １．鳥島射爆撃場の早期返還について 90p～98p

２．コンクリート護岸の撤去とこれに伴う潮害防

備保安林等の植栽について（河川を含む）

３．久米島３中学校の統廃合について

５ 幸地良雄議員 １．久米島紬の振興について 98p～104p

６ 平良義徳議員 １．観光産業の現状について 105p～109p

７ 崎村正明議員 １．さとうきび運搬について 109p～117p

２．ＰＴＡ活動について
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平成22年 第１回久米島町議会臨時会平成22年 第１回久米島町議会臨時会平成22年 第１回久米島町議会臨時会平成22年 第１回久米島町議会臨時会

議事日程 〔第１号〕

平成22年１月25日（月）

午前10時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名 （久米島町議会会議規則第120条） ３p

第２ 会期の決定 ３p

第３ 議案第１号 字の区域の変更について ３p

第４ 議案第２号 久米島町立学校給食センター自動食器・食缶洗浄機購入 ４ｐ

請負契約について

第５ 議案第３号 久米島町立幼稚園、小学校、中学校地上デジタルテレビ ５p

等調達物品供給契約について

第６ 議案第４号 久米島町立小学校、中学校情報機器調達物品供給契約に ７p

ついて

第７ 議案第５号 久米島町立小学校、中学校理科備品調達物品供給契約に ８p

ついて

第８ 議案第６号 久米島町の職員の給与の特例に関する条例及び久米島町 12p

長等の給料等の特例に関する条例の一部を改正する条例

の一部を改正する条例について

閉会 20p
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（午前 10時03分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。これより本日の会議

を開きます

本日の議事日程はあらかじめお手元に配付

したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番上里総功議員。10番

安村達明議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 山里昌輝

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日１月25日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 字の区域の変更について

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議案第１号、字の区域の変更を

議題とします

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。

それでは、議案第１号字の区域の変更につ

いて、地方自治法第260条第一項の規定によ

り字の区域を別紙の通り変更するものとす

る。

平成22年１月25日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

昭和57年に実施した当時の村道です。町道

整備事業の公有水面埋立により、本町の区域

内に新たに土地が生じた字界の変更が必要な

ため、本会に提出するものであります。

２ページ目に字界変更調書を添付しており

ます。区域を変更する字、字宇根泊原1706番

の１、1706番の３、1706番の４、字奥武、奥

武島94番及び字奥武、奥武島99番に至る地先

公有水面であります。

次ページにカラー刷りの資料が添付されて

いますが、その部分の黄色い部分が今回の提

案事項のカ所になります。ご審議よろしくお

願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第１号字の区域の変更につい

てを採決します。

本案は原案の通り決定することに賛成の方
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は、挙手をねがいます。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。

従って議案第１号字の区域の変更について

は原案のとおり可決されました。

日程第４日程第４日程第４日程第４ 久米島町立学校給食センター自

動食器・食缶洗浄機購入請負契

約について

○ 議長 山里昌輝

日程第４、議案第２号、久米島町立学校給

食センター自動食器・食缶洗浄機購入請負契

約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第２号、久米島町立学校給食センター

自動食器・食缶洗浄機購入請負契約について

久米島町立学校給食センター自動食器・食

缶洗浄機購入について、下記のとおり請負契

約を締結するため、地方自治法第96条第１項

第８号の規定により、議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 久米島町立学校給食センタ

ー自動食器・食缶洗浄機

２．契約の方法 指名競争入札

３．契 約 金 額 7,980,000円

４．契約の相手 沖縄県那覇市西3丁目15番9

号

有限会社第一機行

代表取締役

大城正敏

平成22年１月25日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町立学校給食センター自動食器・食

缶洗浄機購入の契約の締結については、久米

島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得、または処分に関する条例第３条の規定に

より議会の議決を得る必要がある。

次ページに契約書の資料を添付しておりま

す。なお、今回の入札については３社を指名

し、その内の第一機行さんが98.35％で落札

をしております。ご審議よろしくお願いしま

す。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

給食センターの食器・食缶洗浄機は古くな

ったから交換なのか、定期的に何年か後に替

えなければいけないという、そういう法律に

基づいてやるのか、それを聞きたいです。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

ただいまの上里議員のご質問にお答えしま

す。今、入っている食器洗浄機は、平成２年

に入れまして、入れてから約18年が経過して

おります。今でもたびたび故障しておりまし

て、そのたびに那覇から業者を呼んで修理を

依頼している状況ですので、今回、この地域

活性化経済危機対策の事業を導入して切り替

えましょうということです。

○ 議長 山里昌輝
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９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

何年に切り替えとか、そういうことではな

いということで理解してよろしいですか。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

この古い洗浄機の処分の方法、例えば業者

に下取りで新しいのを購入するのか、それか

らまたリサイクルセンターに還元するのか、

また地域の業者に還元するのか、この後の処

分の方法はどういうふうにしますか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

ただいまの平良議員の質問にお答えしま

す。今、切り替えるもの、前のものにつきま

しては、リサイクルセンターに持っていくの

か、そのへんちょっと確認とれておりません

ので、また、給食センターに問い合わせて、

後日、電話なりで回答したいと思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第２号、久米島町立学校給

食センター自動食器・食缶洗浄機購入請負契

約についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。

従って、議案第２号、久米島町立学校給食

センター自動食器・食缶洗浄機購入請負契約

について、原案のとおり可決されました。

日程第５ 久米島町立幼稚園、小学校、中

学校地上デジタルテレビ等調達

物品供給契約について

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第３号、久米島町立幼稚園、

小学校、中学校地上デジタルテレビ等調達物

品供給契約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第３号、久米島町立幼稚園、小学校、

中学校地上デジタルテレビ等調達物品供給契

約について。

久米島町立幼稚園、小学校、中学校地上デ

ジタルテレビ等調達について、下記のとおり

物品供給契約を締結するため、地方自治法第

96条第１項第８号の規定により、議会の議決

を求める。

記

１．契約の目的 久米島町立幼稚園、小学校、

中学校地上デジタルテレビ

等調達

２．契約の方法 指名競争入札

３．契 約 金 額 6,972,000円

４．契約の相手 久米島町字大田357の４

久米島総業

山里昌豊
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平成22年１月25日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町立幼稚園、小学校、中学校地上デ

ジタルテレビ等調達の物品供給契約の締結

は、久米島町議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得、又は処分に関する条例、第３条

の規定により、議会の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由であります。

２枚目に契約書を添付しております。

そして、今回の指名業者については、４社

を指名しております。

これはすべて島内の事業者であります。そ

の内、久米島操業さんが98.19％での落札と

なっています。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。これ

から質疑を行います。

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

物品契約書の中に契約執行場所の中に久米

島幼稚園、小学校、中学校、西中とあります

が、他の学校については、今回でなくて次で

契約するということですか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

今回、議会に提出しました議案につきまし

ては、700万以上越えて、議会の承認を得な

いといけない議案事項でありますので、他の

学校のデジタルテレビについてはこの議会の

承認を得なくても契約できる事案でありまし

たので、今回すべての幼稚園、小学校、中学

校に入れていきます。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑はありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

テレビの台数とサイズはどうなっている

か、みんな同じなのか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

幸地議員の質問にお答えします。今回の議

案に提出したものにつきましては、16台にな

ります。今回は久米島幼稚園、久米島小学校、

久米島中学校、久米島西中学校で16台。また、

他に議案に提出してない部分で、大岳幼稚園、

大岳小学校、清水幼稚園、清水小学校で14台、

続きまして、仲里幼稚園、仲里小学校、仲里

中学校で12台。続きまして美崎幼稚園、美崎

小学校、比屋定幼稚園、比屋定小学校で12台

の予定で入れていきます。サイズにつきまし

ては、50インチを入れる契約になっています。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今、契約するのが16台。残り14台、12台が

あるということですね。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

請負比率の方で98.19％となっているんで

すが、皆さんが予算を組む時点においての見

積はどこからとったんですか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等
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見積は島外の業者からうちの担当が見積を

もらっています。１社となっております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第３号、久米島町立幼稚園、

小学校、中学校地上デジタルテレビ等調達物

品供給契約についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。

従って、議案第３号、久米島町立幼稚園、小

学校、中学校地上デジタルテレビ等調達物品

供給契約については原案のとおり可決されま

した。

日程第６ 久米島町立小学校、中学校情報

機器調達物品供給契約について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、議案第４号、久米島町立小学校、

中学校情報機器調達物品供給契約についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第４号、久米島町立小学校、中学校情

報機器調達物品供給契約について

久米島町立小学校、中学校情報機器調達に

ついて、下記のとおり物品供給契約を締結す

るため、地方自治法第96条第１項第８号の規

定により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 久米島町立小学校、中学校

情報機器調達

２．契約の方法 指名競争入札

３．契 約 金 額 24,703,350円

４．契約の相手 久米島町字兼城9-2

有限会社オンワード久米島

浜元忠

平成22年１月25日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町立小学校、中学校情報機器調達の

物品供給契約の締結は久米島町議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得、または処分に

関する条例第３条の規定により、議会の議決

を得る必要がある。これがこの議案を提出す

る理由であります。

２枚目に契約書を添付しております。

そして、今回、４社を指名して入札を執行

しておりますが、その内の１社が入札を辞退

して３社となっております。請負比率が85.4

6％となっています。ご審議よろしくお願い

します。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

先だっての新聞に中学校、小学校の統廃合

について載ってましたが、統合を前提として
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の統合委員会だと解釈しているわけですが、

あえてこの議案から見ますと、全小学校、中

学校を対象にしていますよね、急いでやる必

要があったのか、その統合案の結果で、その

分については予算の削減ができたんじゃない

かという気がするんだが、そのへんの回答を

お願いします。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

台数につきましては、すべてのパソコン、

小中学校のパソコン教室の要望の出ておりま

す台数はこの予算の範囲内では入れることが

できませんでした。統廃合してもまた新たに

統廃合された部分につきましては、残りの学

校から回して、もしかしたらその分の確保が

できるのかなという感じがしておりますが、

統廃合することにより、余分なパソコンの機

器の台数が出ないような台数に今のところな

っています。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第４号、久米島町立小学校、

中学校情報機器調達物品供給契約についてを

採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。

従って、議案第４号、久米島町立小学校、

中学校情報機器調達物品供給契約について

は、原案のとおり可決されました。

日程第７ 久米島町立小学校、中学校理科

備品調達物品供給契約について

○ 議長 山里昌輝

日程第７、議案第５号、久米島町立小学校、

中学校理科備品調達物品供給契約についてを

議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第５号、久米島町立小学校、中学校理

科備品調達物品供給契約について。

久米島町立小学校、中学校理科備品調達物

品供給契約について、下記のとおり物品供給

契約を締結するため、地方自治法第96条第１

項第８号の規定により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 久米島町立小学校、中学校

理科備品調達

２．契約の方法 指名競争入札

３．契 約 金 額 12,064,500円

４．契約の相手 久米島町字儀間120-3

みやぎ文具店

園田眞理

平成22年１月25日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島町立小学校、中学校理科備品調達物

品供給契約の締結は、久米島町議会におき、

議決に付すべき契約及び財産の取得、または
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処分に関する条例、第３条の規定により、議

会の議決を得る必要がある。これがこの議案

を提出する理由であります。

２ページ目に契約書を添付してあります。

なお、今回の入札については島内２社、島外

１社の３社を指名しておりますが、島内の１

社が入札を辞退しております。なお、入札結

果については、再入札まで実施しております

が、落札が出なかったために、みやぎ文具店

さんと随意契約での締結となります。ご審議

よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

契約の相手方みやぎ文具店、みやぎ文具店

においてはこのような理科備品、物品が現在

取り扱ってないと思いますが、そのへんはど

うして指名されたのか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

みやぎ文具店につきましては、今まで町内

の小中学校に対して、このような理科備品と

他の文具等もずっと納めて実績もありますの

で、町内２社、島外１社を指名しました。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

文具類はもちろん、それは理解できますが、

現在ないじゃないですか、お店に。これまで

文具店においては学校関係の備品とか、僕は

前にも疑問があって質疑したんだが、学校の

体育館の備品、テーブル、イス、ああいった

ものを扱ってないのに、なぜ、そういったも

のを扱っている店もあるんじゃないですか、

ねはとか、ホームセンターとか、そういった

のは指名入れないで、なぜ、敢えて学校の備

品に関するものはみやぎ文具店、今回におい

ても随意契約というんでしょ。それの予算の

見積り、どういったかたちでとって、ただ、

随意契約で任せっぱなしでやっているのか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

ただいまの質問に対してお答えいたしま

す。島内のほとんどの業者は各文具店等にも

理科備品等のものは置いてない状況です。ほ

とんど今、業者さんはカタログを持ってきて

セールスを行って、各学校が要望があるもの

をカタログで選択して購入する方法になって

おります。理科備品これは学校教材の一環で

ありまして、宮城さんにおきましては昔から

各学校の理科備品を取り扱って、先ほど申し

上げたとおり、納めておりますので、今回こ

の理科備品についてもみやぎ文具店さんを指

名しております。

菊文具店さんも過去に理科備品等、学校教

材も扱っておりましたので、菊文具店さんも

指名しております。

あと１社は、那覇のＡＭ化学さんは沖縄本

島の唯一の町内の学校関係で理科備品を扱っ

て、現在町も利用している島外の１社となっ

ていますので、この３社を指名しました。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

私が聞いているのは、なぜ、みやぎ文具店
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か、前からこういったのをやっている。なぜ、

みやぎ文具店を指名して特別にやっているの

かと、別の業者はなぜ、指名入れないのか。

扱っていない商品をこうやって取りそろえて

納品しなさいといったらどこの業者でもでき

ますよ。今後、改善してほしいと思うんだが。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答えします。今回の指

名に当たっては物品納入業者として町に指名

参加願いを出ている業者の中から基本的には

地元業者ということで選定して、指名をいた

しております。

その中において入札を執行して、落札はし

なかったんですが、最低価格の業者と随意契

約というようなかたちでなっております。

特に今回の経済対策が、この地元企業に潤

うようにということですので、できるだけ地

元の指名参加願いに登録されている業者を選

定して入札を執行しているということでござ

いますので、最初から園田さんのところを対

象にということではございませんので、あく

までも競争入札を執行した上で最低価格の業

者と、落札はしなかったんですが、最低価格

の業者と契約となっておりますので、よろし

くお願いします。

○ 議長 山里昌輝

宮田議員の本件に関する質疑、既に３回に

なりましたが、会議規則第55条但し書きの規

定によって特に発言を許します。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

今、総務課長の説明で、指名競争業者、そ

の指名を受ける業者はどのように申請してや

るのか、この久米島の中には業者いっぱいお

りますよ、それは本人が希望してくるのか、

そちらの方から伺いを立ててくるのか。ちゃ

んとそういったのは説明をせんと、業者はこ

ういった取引は、今は不況ですからね、どこ

の業者でもものは売りたい気持ちはあります

よ。地域が優先するならもっと業者を増やせ

ばいいじゃないですか。そのへんどう思いま

すか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

指名参加願いについては、申請主義、自分

はこの商売をやりたいということであれば申

請していただいて、基本的にはその内容を審

査して認めるというようなかたちになってい

ます。

こういった物品、情報機器関連の業者につ

いても指名参加するからには、やはりそのも

のを納めてくれる業者としっかりとした取引

関係があることが前提となっておりますの

で、そういうことを自社で判断して納入でき

るということを判断して、あと、町としても

いろんな添付書類がございますので、それを

審査して受理するというかたちになります。

あくまでも申請主義でございます。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

理科備品ということで今回はたくさんの備

品が調達されるわけなんですが、今まで学校

に備品を与えても、ほこりをかぶっている備

品はないのかそういうところのチェックは今

までやったことがあるのかどうか。ずっと以
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前なんですが、そういうほこりをかぶってい

る備品を見たことがありますので、教育委員

会としては、ほんとに備品が使われているか

どうかのチェックを今までやっているのかど

うか、それを聞きたい。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

上里議員の質問にお答えします。教育委員

会としましては、毎年、１回理科備品等も備

品台帳に基づいて職員３名で各学校に行きま

して、毎年すべてチェックをしております。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

指名競争入札であったんだが、再入札にも

落札なしの結果、随意契約ということになっ

ているわけですが、随意契約の場合において、

執行部の方から予定価格を公表して、これで

お願いできますということでやると思うんで

すが、その場合において必ずしも、この金額

を提示する必要があるのかどうか。例えば、

この契約を見ますと100円単位の500円まで契

約されていますよね、万単位で切る必要もあ

ると思うんですが、そのへんのところどうで

しょう。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

契約金額につきましては、消費税込みの金

額で契約しておりますので500円という端数

も生じております。最初の入札、そして再入

札、そして再々入札でも予定価格よりも下回

らなかったために、３回目の入札で一番低い

入札をしましたみやぎ文具店さんに我々の予

定価格を提示しまして、この金額でできるか

どうか、確認して、今回はこの金額で随意契

約ということになっています。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員｡

○ ７番 喜久里猛議員

私の質問が悪かったですね。私が申し上げ

たかったのは、予定価格を満額提示したかど

うかの話なんですよ。そのへんのところを、

内訳書の中でないものが抜けていたとか、可

能性が十分あるわけですよね、小さいもので、

そういうものに回せるんですよ、いくらか落

とせば。皆さんは予定価格を満額提示したか

どうか。あるいはいくらか落としてやったん

だけど、これでもだめだと言われたのかどう

か。そのへんのところ詳しく説明してくださ

い。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

随意契約する場合に予定価格よりも低い金

額での提示は行っておりませんでした。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑はありませんか。

11番宮里洋一議員。

○ 11番 宮里洋一議員

理科備品の中で薬品なども含まれているの

かどうか。そして、古い薬品はどう処理して

いるのか。それと多分、今日貰った資料が、

契約の内容だと思うんですが、いっぱいある

ので、この元々あったものが使えないのか、

また使えないとしたら、これは処分はどうし

てやっているのかについて。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。
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○ 教育課長 佐久田等

今回の理科備品につきましてはすべて学校

の出てきた要望を我々も取り入れまして、出

てきたものについては、すべて入れておりま

すが、薬品につきましては今回学校から特に

特殊な薬品等については要望はございません

でした。

そして薬品の処理につきましては、これは

特殊なものでごさいますので、平成19年に各

学校廃棄する薬品のリストをもらいまして、

平成19年土に廃棄業者に委託しまして、使え

ないものは処分しております。

古いものは今回、新しい指導要領に基づき

まして小学校でも４年生、５年生、６年生に

つきましても実習がだいぶ増えますので。そ

の実習にあった、新しく必要とする理科備品

等、古くなって使えないやつの切り替えの備

品等が出てきておりますので、廃棄につきま

しては、特殊にそういう業者にお願いして廃

棄するものでもございませんので、リサイク

ルセンター等と調整しながら、また、廃棄し

ていきたいと考えています。

○ 議長 山里昌輝

他に、質疑ありませんか。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第５号、久米島町立小学校、

中学校理科備品物品供給契約についてを採決

します。本案は原案のとおり決定することに

賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。

従って、議案第５号、久米島町立小学校、

中学校、理科備品調達物品供給契約について

は原案のとおり可決されました。

日程第８ 久米島町の職員の給与の特例に

関する条例及び久米島町長等の

給料等の特例に関する条例の一

部を改正する条例の一部を改正

する条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第８、議案第６号、久米島町の職員の

給与の特例に関する条例及び久米島町長等の

給料等の特例に関する条例の一部を改正する

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第６号、久米島町の職員の給与の特例

に関する条例及び久米島町長等の給料等の特

例に関する条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例

上記議案を提出する。

平成22年１月25日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町職員の給与の特例に関する条例及

び久米島町長等の給料等の特例に関する条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例

久米島町職員の給与の特例に関する条例及

び久米島町長等の給料等の特例に関する条例

の一部を改正する条例の一部を次のように改

正する。

大枠の中で改正前、改正後が掲載されてい
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ますが、主な内容としまして、改正後、附則、

（施行期日）

１．この条例は公布の日から施行し、改正後

の第１条の規定による改正後の久米島町職員

の給与の特例に関する条例、第１条の規定は、

平成21年６月１日から適用する。

（給与の内払い）

２．改正前の条例の規定に基づいて職員に支

払われる給与は改正後の条例の規定による給

与の内払いとみなす。

が改正内容となります。

附則

この条例は公布の日から施行する。

提案理由

久米島町職員の給与の特例に関する条例を

職員組合との合意に基づき初級適用する必要

がある。これがこの条例案を提出する理由で

あります。

細かいものについては先だっての21日に全

体協議会の中で総務課長より説明がありまし

たとおりであります。ご審議よろしくお願い

します。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

特別職の給与というのが、今回の上げ幅に

おいても、大きいと、給料が高いから上げ幅

の額も多くなると、これはむしろ特別職とい

うのは、責任感が大きいというようなことを

言われましたが、むしろ現場で、一線で、働

く職員が苦労するんですよ、そういうような

面において、これを給与額の低い人に少しで

もいい、気持ちの分でもいいからそういうよ

うなかたちの考えを持ってほしいなというよ

うなことで考えておりますが、どんなでしょ

うか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今回の議案の改正の中には特別職の給与に

ついては含まれておりません。今回は職員の

給与特例条例に基づくカット率を、去った11

月の臨時議会で改正いたしましたが、その去

った11月の条例のとおり改正いたしますと、

今年度の給与ですね、今年度の人事院勧告の

給与が、かなり大幅なマイナスのカットにな

りましたので、21年度の４月から３月までの

職員全体の給与が現行より低くなるというこ

とで、現在の給与特例条例に基づいてカット

されている現状に、さらに追い打ちをかける

ようなことになりますので、それではやはり

職員としてもいろんな生活の面もありますの

で、成り立たないということで、交渉の結果、

減額率の緩和を12月１日から６月まで遡って

適用すると、それによって、ほぼ、若干の増

はありますが、職員の年間トータルの給与の

減にならないようにという趣旨での特例条例

の緩和を遡ってするという趣旨のものでござ

います。

今、おっしゃる特例の管理職の給与特例条

例の取扱については、３月の議会で提案して

いきたいと思っていますので、今回の分には

特別職の分は含まれていません。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員
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この案の審議もさることながら考え方を

今、申し上げたんですよ。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

給与担当課長としての考え方は、地方公務

員法の中に給与は職員の責任と能力に応じて

支給するという基本原則がございますので、

上記の特別職については、基本原則はやはり

あるべきだと考えております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

増額になる分の配分については全員協議会

の中で説明受けました。下に薄く上に厚くと

いうことになっていますけど、中間層、こう

いった場合、中間層に厚くした方がいいんじ

ゃないかということは、中間といったら40歳

前後ですか、これは一定じゃないんですけど、

そのときに生活費がかかるからということが

ありましたが、今回は労組との話し合いもし

たということですけど、そういった議論は出

ませんでしたか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

本町が給与特例条例で給与カットをする場

合、その時点においていろんな議論がござい

ました。例えば、県がやっているように一律

３％、全員３％というようなかたちでやりま

すと給料の高い人は金額が多くなるわけで

す。低い人は少なくなる、それが平等じゃな

いかという議論もありました。

逆に給料の高い、管理職、特別職は町の経

営に責任を持っているわけですから、その分

を逆に厚くすべきじゃないかという議論もあ

って、最終的にいろんな議論をやって、組合

と合意に達したのが、15、10、５という割合

で、最終的に決着したわけであります。

確かにおっしゃるように40代、50代前半が

教育費とか、そういった家計の中においては

金のかかる時期ではございますが、最終的に

は職員組合との合意でございますので、一端

決まった率を変更するというのは非常に難し

いと。今回の交渉の中においても率の変更と

いうはのやらないで、一定の割合ずつを減ら

していくということになっております。

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

この給料の改正を11月にもやりました。そ

のときも職員、組合とは合意をしてやったと

言っていた、その中で給料は下がらない、現

状より少し上がると全協で説明受けました。

それで各議員も議論なしで賛成したんです

よ、それがまた２カ月後の１月になったら前

のが間違っていたと、結局給料が下がるとい

うことで、そのために改正案を出してきた。

僕が一番言いたいのは、僕らにちゃんと納

得させたんですよ、給料も下がらない、職員

に対しても現状維持ですよということでたぶ

ん合意したと思うんですよ。その合意したの

に、じゃああれは何だったんですか、合意は、

今回のような合意だったと思うんですよ。そ

れに対して２カ月もたたないうちに前のが違

ってましたよという感じでやるということ

は、議会に対して失礼だと思う。そういうこ

とが間違っているといったから、はい、次の

議会に提出して直そうという、とても安易に

やっているような気がするんです。そのへん、
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もっと慎重に、そういう改正案は１回でやる

ぐらいの、もっとちゃんとやってほしいとこ

ろがある。そのへん総務課長はどう思います

か。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

組合とか交渉の中においては、今回の人事

院勧告が12月１日適用ということです。これ

までの従来の人事院勧告というのは４月まで

遡って給与を改定して、４月から３月までの

１年間の人事院の勧告が適用された場合は、

こうなりますよというようなかたちで、資料

をつくって組合との交渉に入るわけです。

今回の人事院勧告に関しては４月遡及とい

うのがないわけですから、基本的に法律は遡

及しないという原則がございます。基本的に

は原則として遡及しないという原則がござい

ますので、総務課としては、この４月から３

月までというのは過去は過ぎているわけです

から、今年度の分はね。未来に対してしか、

４月か３月というのはないわけです。

そういうことで組合交渉のときは、22年度

の４月から次の３月までの１年間の資料をつ

くって交渉をしたわけです。

それは当然施行日とか、そういうのも口頭

では説明してますが、配った資料の中にはっ

きりとその時期を明記してなかったというこ

とで組合側としては合意はしましたが、これ

は21年の４月から３月までというようなかた

ちで、総務課としては22年の４月からの分と

いうことで食い違いが生じてしまったという

ことでございます。

それについては資料にはっきりと明記しな

かったという点については総務課の落ち度で

私の責任でございます。２回もお手数をおか

けしたということは、これは事実でございま

すので、お詫びを申し上げます。

資料の作り方についても今後そういうこと

がないようにやっていきたいと思っていま

す。

合意というのは、やっぱり合意です。資料

に基づいて11月も合意したということです。

その資料の捉え方に双方に食い違いがあった

ということでございまして、決して悪意があ

ってやったということではございませんの

で、ご理解をよろしくお願いしたいと思いま

す。

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

こういう説明を受ければ納得はするんです

けど、ただいつも言っていることは、前も下

がりませんよ、組合ともちゃんと合意しまし

たということで、組合にすごいな、給料下が

って合意するんだと思ったんですよ。よくよ

く話を聞けばそうじゃなくて、21年の12月か、

４月かの、ボタンの掛け違いだと思うんです

けど、それを２回もこんなことをやるという

ことが、もっと慎重になってほしいというこ

とです。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

大体、似たような内容になるんですが、11

月に、ということは11月前に組合と折衝して

合意に基づいて、12月１日から、これは法律

に基づいた人事院勧告だからということで

の、話し合いまでしているのに、あえてまた、
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今回組合の合意に基づき遡及適用すると。私

はちょっと納得できないんですが、この労組

との交渉の席には執行部側皆さんは何人参加

したんですか、まずそれ一つ。町長、副町長、

総務課長、それ一つ。

それから、意思の疎通がなかったというこ

となんですが、これが納得できないんですよ、

テーブルについて記録しながらやるのに、し

かも12月１日からですよということを言った

はずなんですよね、皆さんは、当然一人じゃ

ないわけですから、複数ででているはずです

から、受けているはずです。

そのときに、意思の疎通ではなくて、一旦、

合意したんじゃないかなと、私の解釈は。し

かし、組合同士の話の中から出てきて、おか

しいよと、昔は新年度に遡って遡及されたの

にと、村時代からそうでしたよね、６月に議

会があろうと、12月に議会があろうと新年度

の４月から適用しますよというのが普通だっ

たんですよ。

これは今回から人事院勧告によりできませ

んよということを話ししたにもかかわらず、

今この問題が出ているということ。

会議に執行部側は何人出たのか。前の会議、

それから今回の会議。

それとほんとに組合側との意思の疎通がな

かったのかどうか。合意をしたんだけれども、

テーブルの上では、その後組合員同士の中か

ら出てきて、さらに再会議したんではないか

と私は解釈しています。それが当たっている

かないか、回答願いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、組合との交渉を行う場合、まず、事

務交渉を行います。これは事務交渉は総務課

長と人事担当の班長２人が当局側から出ま

す。あと、組合の方は執行役員ということで、

大体、４、５名出て交渉します。

今回は県からその通知が来て、この議案提

出まで１週間ぐらいしか時間がなかったんで

すよ。１週間ぐらいしか時間がなくて、駆け

足の交渉になりましたが、それを２回やって

います。事務交渉ですね、事務交渉終わって、

その後に団体交渉というのがあります。団体

交渉は、それに町長、副町長が参加します。

それと組合の役員約10名ぐらいです。団体交

渉を行うようなかたちになってきます。

今回の分については人事院勧告の分の給与

改定の条例改正と、給与特例の条例は、別々

になりますが、関連はしますが、とりあえず

一応分けて考えていただきたいと思います。

人事院勧告については、基本的には勧告の

とおり実施するということで、よっぽどのこ

とがない限り、勧告どおり実施しないという

ことはあり得ないということで、今回も人事

院勧告のとおりということになっています。

意思の疎通という部分については、我々は

２回の会議の中でその役員の皆さんとは、そ

の資料を基に人事院勧告の内容も説明して、

合意をしたつもりです。その時点においては

ですね。

組合員の中で、それが実際給与が支給され

て下まで降りていく中において、やはり組合

員の中から、かなり不満が出てきたというこ

とで、再度それを受けて組合側と交渉したと

いうことでございます。

特にこの給与特例条例というのは、あくま

でも組合との合意をもとに、合意を基本にし

てやっていますので、人事院勧告については
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組合がのまないといっても、それは法律の仕

組みですから、当局側から強行に出すという

こともあり得ることですが、あくまでも特例

条例については、組合員の協力を得て実施す

るというのが、基本的な原則だと考えていま

すので、今回、こういう結果になっておりま

す。

それから追加ですが、組合側の要求として

は、12月の要求としては、12月１日で、給与

改定が人事院勧告がマイナスになりますの

で、即刻、特例条例を12月１日で廃止してく

れという要求です。組合側の要求はですね。

それをいろいろ説明しながら調整して、２％

緩和して、今年まではお願いしますというよ

うなかたちで、最終的に決着がついています。

以上でございます。よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

前回は、課長１名、班長２名、当局２名、

当局２名というのは町長、副町長ですよね、

参加したのは。労組側から４人と。今回、こ

の条例廃止に当たっての今回の組合との労使

交渉というはの同じメンバーなんですか。再

度確認します。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

再度の交渉については、事務交渉が２回で、

団体交渉は町長、副町長が参加した団体交渉

は行っておりません。これは組合との時間が

とれなくて、あと、その経過を説明して、町

長の決裁でやるようなかたちでやっておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

私が聞きたいのはそこなんですよ。まず、

この内容の給料の問題ではない。11月に議会

で決定したものを、さっき同僚議員も言って

ましたね、２カ月もしないうちに条例改正を

出すと、行政姿勢の問題なんです。しかも、

今回はお二人参加してないという話なんでし

ょ。我々、議会に対して条例を改正するに当

たっては慎重にやってほしい。町長、ほんと

にこれでいいんですか。

普通ならね、11月にやってしまったよ、議

会に上げてしまったよと、であれば半年、１

年置いて、その中で町長が自ら労組との合意

の結果、どうしても上げざるを得ないという

のが普通なんですよ。今聞いたら参加してな

いという話でしょ。町長、そのへんところ説

明してください。町長の姿勢を聞きたい、こ

れは。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今回の件につきましては、団体交渉をやっ

た後に総務課長から報告を受けまして、お互

いの認識のずれがあったということで、総務

課からの持ち出してきた、この案について、

私は認識のずれがあって、それをこっちの落

ち度でやったということで、それは今回、こ

の原案について、とおりについてやろうとい

う決定をいたしました。これはお互い認識の

ずれがあったというのは説明不足だったとい

う、こちらの落ち度があったということで、

今回、こうなったということにご理解いただ

きたいと思います。

○ 議長 山里昌輝
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喜久里議員の質疑は既に３回になりました

が、会議規則第55条但し書きの規定によって

発言を許します。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

議会に対してどういう気持ちかということ

なんですよ。我々も一所懸命やっているわけ

ですよ、皆さんも一所懸命やっているが、そ

の点の回答がほしかったんですよ。

今は経過の説明だけです。回答願えたら、

回答してください。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

本当は議会に提出する議案についは、十分

と精査をして、十分と準備をしてやるべきだ

ったということに関しては、皆さんに対して

お詫びを申し上げたいと思います。

今後こういうことがないように、組合との

交渉、あるいは他の場面でも十分に検討して

議案については提出したいというふうに考え

ております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

この際ついでですから、条例と関係しない

んだが、まぁ関係するな、今、給与改定の条

例ではあるんだが、先ほどから人事院勧告に

基づいて、この人事勧告に基づいて必ず実施

しなければいけないのか。これは地方行政な

んか単独で、それは自分らの財政と照らし合

わせてやるべきだと思うんだが、必ずやらな

いといけないということはないんじゃないで

すか。

この際、これはこの回答ももらうんだが、

近年、平成の大合併ということで、全国的に

合併をしてまいりましたね。我々も具志川村、

仲里村と合併して三十余名の議員から14名と

なってきました。こういった中で議員の研修

を受けている中で、議員の数も減ってきたと、

それなれに議員の役目もまた人数が減った

分、その責任と任務も増えていると思います。

そういった研修を受ける中で議員の報酬の改

定というのが、そんなに慌ただしく出てこな

いですね。

市の議員というのは、町村の議員の２倍以

上あるんですよ、同じ仕事をやりながら市の

議員の報酬より町村の議員の報酬は半分以下

なのか、研修の中でもあって、よく研修を受

けているんですが、生活給に近い報酬をもら

うべきだとある講師は言っておりました。議

員の研修で。

なかなか議員の中でこれを言う人、聞く人

もおらないだろうかと思いますが、私も長年、

こうして７期目を迎えている中で、定数が減

った分はそれなりの責任と、住民サービスも

よけい被さってきているので、その分、生活

給に近い報酬はあるべきだと思いますが、そ

ういう今後の考え方はないのか、このような

状態でいけば、もう生活力のある人しか、議

員になれないという人材がおっても、議員し

ていては生活できないという方々もあちこち

聞こえてきています。

私は今期で終わる予定でありますが、次か

ら次へとくる…。

今後ですね、こういった考え方はないのか、

町長答えてください。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸
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確かに合併してから、議員の定数も減って

きました。行政としても勧奨退職、ずっとこ

れまで進めてきて、給与とかいろいろなもの

で財政の厳しい中を乗り切ってきた。これも

議員の皆さんのご協力があったからだという

ことで、本当に、この場をお借りして、感謝

を申し上げます。

あと、議員の報酬については、大体、同規

模市町村と照らし合わす、あるいはもし生活

給に見合うような報酬となると、やはり、も

っと議員の定数を減らして生活給に見合う報

酬をあげるか。あるいは、現状のままで、私

自身については議員の報酬については独自で

触ったことはないということは皆さんもご存

じだと思いますが、そこらへんはどちらかだ

と思いますが、それはゆくゆく先、検討して

いかなくちゃいけないというふうに思ってい

ます。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの人事院勧告の件についてお答え

いたします。基本的には公務員の給与につい

ては人事院勧告制度がございますので、それ

に則って運営していくというのが基本だと考

えています。

ただ、今、宮田議員がご指摘があったよう

に市町村によって財政状況というのはそれぞ

れ違うわけでございますので、その危機的な

状況にある場合については、これまでやって

きたような特例条例に基づいて、地域の特殊

事情に基づいて協力をお願いするということ

も、これはあってしかるべきだと考えており

ます。

ただ、それをずっと固定化していくのはど

うかなと、実際職員の士気の上においてどう

かなというようなこともございます。

他の市町村、県も含めて、給与特例条例に

基づいて、この財政危機を脱するまでの一定

の間は、この職員に対しても協力を求めると

いうことはそれはやっております。ただ、そ

れも一定の期限を区切ってやらないと、人事

院勧告制度の基本そのものを崩してしまうと

いうことにもなりかねませんので、地域の実

情に基づいてやる場合は、ある一定の期間を

設定してやるべきだと考えております。

本町でいえば、最近は行財政改革の効果や

交付税の復元等がございまして、この財政状

況は改善に向かいつつありますが、また、24

年度から始まる交付税の算定替えにおいて

は、６億余りの交付税が減るわけでございま

すので、そのときにまた、財政危機になった

場合は再度職員にもご協力をお願いすること

も可能性はあり得ると考えております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

議員の報酬については参考までで聞いたの

でありますので、ご容赦お願いします。終わ

ります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第６号、久米島町職員の給

与の特例に関する条例及び久米島町長等の給
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料等の特例に関する条例の一部を改正する条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案を原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手をお願いします。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第６号、久米

島町職員の給与の特例に関する条例及び久米

島町長等の給料等の特例に関する条例の一部

を改正する条例の一部を改正する条例につい

ては原案のとおり可決されました。

○ 議長 山里昌輝

以上で本臨時会議に付されました事件はす

べて終了しました。

これで平成22年第１回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前11時10分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。３月定例会の開会に

先立ち一言ご挨拶を申し上げます。

本定例会は町長の施政方針を始め平成22年

度の当初予算を審議する重要な議会でありま

す。

執行部におかれましては議会運営及び議会

審議が円滑に行われますよう議案等の説明に

あたっては関係資料等を十分準備して臨んで

いただきたいと思います。

各議員におかれましては、本会議において

十分審議を尽くされ適正妥当な議決に達せら

れますようお願申し上げて開会の挨拶といた

します。

ただいまから平成22年第２回久米島町議会

定例会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布してお

ります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、11番宮里洋一議員、12番

翁長学議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 山里昌輝

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日３月10日から３月

26日までの17日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、会期は本日

３月10日から３月26日までの17日間に決定し

ました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成21年12月18日から私が出席しました会

議等の概要をお手元に配布してありますの

で、ご覧になっていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月出納検査の結果報告をお手元

に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成21年12月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたので、お

手元に配布してあります。朗読は省略します。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 山里昌輝

日程第４、これから、町長の施政方針を行

います。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

おはようございます。

平成22年度施政方針

はじめに

平成22年３月議会の開会にあたり、町政運

営に対する私の所信を申しあげ、町民の皆さ

ま並びに議員各位のご理解とご協力をお願い

申し上げます。
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ご存じのとおり、現在の社会経済はリーマ

ンショック以降、各国政府による景気刺激策

が功を奏し、全体として緩やかな持ち直しが

始まっております。

国内においては緊急経済対策など景気は持

ち直しつつあるもの、失業率は高水準にある

など、依然として厳しい状況が続いておりま

す。

本町においては、昨年に引き続き台風襲来

がなかったことから、サトウキビを中心とし

た農作物が豊作型で推移していること。国の

緊急経済対策により道路整備や公共施設の改

築等の公共工事が増えていること。緊急雇用

対策事業により一定の雇用が確保されている

ことなどから景気がもちなおしつつあるとこ

ろもありますが、一方で全国的な景気低迷に

より子牛や車エビなど価格が下落しているこ

と、また、景気低迷に加えて新型インフルエ

ンザの影響により観光客が減少していること

など依然としてたいへん厳しい状況が続いて

いるところもあります。

町としては、現在の経済危機を打破するた

め、国、県と連携し、迅速、的確な経済対策

を推進していく所存であります。

さて、私は就任して４年間町政の運営にあ

たり、町民の皆さま並びに議会議員の皆さま

から多大なご支援ご協力を賜り深く感謝を申

し上げます。

私は就任のとき、役場は住民に対する最大

のサービス産業であるという信念から、「役

場職員が変われば久米島が変わる」をモット

ーに掲げ、職員の意識改革に取り組んでまい

りました。

その結果、行財政改革が順調に推進され、

職員数が減少する中で、従前以上の行政サー

ビスが行うことができたのではないかと自負

しているところであります。

久米島町の財政は依然として厳しい状況に

ありますので、引き続き行政改革に取り組ん

でまいります。

産業部門においては、花卉出荷場の整備、

荒蕪地解消事業等によるサトウキビを中心と

した作目の生産拡大、畜産農家の経営安定化

のための優良自家母牛の確保のための助成、

海洋深層水の利活用向上のためのパイプライ

ンの新設、また、観光事業では食物アレルギ

ー対応型商品や要介護対応型商品の開発等に

取り組んでまいりました。

福祉部門においては、高齢者への季節性イ

ンフルエンザ、肺炎球菌のワクチン接種につ

いて助成、出産助成金の支給、結婚祝い金の

支給制度を創設し、対象者の負担軽減と地域

活性化を図ってまいりました。

教育部門においては、小中学校のパソコン

や地上デジタルテレビの更新、英語検定及び

漢字検定の助成、海外ホームステイ事業等を

創設し、学習支援態勢を強化してきました。

環境保全については、公園などの整備、不

法投棄の監視・防止、花いっぱい運動の取り

組み、また、ラムサール条約湿地への登録、

日本の里百選の選定により、久米島が全国へ

アピールされ知名度アップにつながっていま

す。

基盤整備においては、久米島縦断道路等の

整備、県との連携による久米島一周線の整備

促進、たい肥化施設の整備、畜産基盤再編総

合整備事業による畜舎及び装置等の整備等に

取り組んできました。

久米島町の持続的発展の礎を築くために

も、まだ取り組み途中のもの、新たに取り組
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みをしなければならない事業がありますの

で、引き続き久米島町の一層の発展につなが

る施策を推進していく所存であります。

次に、平成22年度の各施策についてご説明

申し上げます。

１．行財政改革の推進

本町の財政状況は平成24年度から地方交付

税の算定において段階的に減額され、平成29

年度から一本算定に移行し大変厳しい財政状

況が続いていますので、今年度は新たな行政

改革プランを策定し、持続可能な行財政運営

に努めてまいります。

２．産業の振興

（1）農業の振興

本町の基幹産業である農業は、引き続き主

要産業として位置づけ、積極的に振興を図っ

て参ります。農業を取り巻く環境は依然とし

て厳しく、農業従事者の高齢化に加え、農業

の担い手不足の問題や農業資材等の急激な高

騰により経営が圧迫されている状況にありま

すが、その対策については、栽培技術や経営

技術の改善向上など抜本的な対策を講ずる必

要があるため、関係機関との連携強化を図り

ながら取り組みをして参ります。

サトウキビについては、昨年に引き続き大

きな台風の直撃がなく、全体的には品質もよ

く豊作型で今期製糖期を迎えました。しかし

依然として栽培農家の高齢化問題、気象条件

の影響を受けやすいことや、地力による反収

減少の問題等がありますので、堆肥センター

の活用を図りながら反収増加による生産拡大

を図り、また、平成22、23年期から本格実施

されるサトウキビ新価格制度の交付金対象農

家への誘導策については、サトウキビ振興協

議会を中心に取り組みを図って参ります。

野菜、花卉、果樹栽培については、土地条

件を生かしながら生産拡大を推し進め、引き

続き栽培技術の向上による安定的な所得の向

上を図り、担い手農家の育成、後継者の育成

等に務めて参ります。

葉たばこ栽培については、昨年は天候に恵

まれたこともあって品質・生産量共に良い状

況になっており、引き続きサトウキビとの輪

作体系を維持しながら地力を高め所得の安定

向上に務めて参ります。

畜産については、生産資材の急激な高騰と

全国的な不況の煽りを受けてセリ価格が下落

するなど大変厳しい状況にありますが、関係

者が連携を取りながら尚一層、品質改善向上

に取り組み、肉用牛産地の定着を目指して、

優良繁殖雌牛保留支援事業等の推進、家畜防

疫態勢の強化、家畜共済加入支援等を行い、

所得の安定向上を図って参ります。

特殊病害虫防除対策については現在、国・

県が防除を実施しているアリモドキゾウムシ

・イモゾウムシについては、引き続き防除事

業を実施して参ります。アリモドキゾウムシ

については、本年度に国の確認作業により、

根絶宣言がなされる見込みでありますので、

根絶事業と並行して、甘蔗栽培についても積

極的に生産振興を図って参ります。

堆肥化施設については、畑作物栽培の基本

的な部分である地力増進対策に向けて有効的

な活用が図れるように取り組んで参ります。

また、本町の重要課題として食の安心、安

全の推進を図ると同時に、循環型農業を目指

し、地域で取れたものは地域で消費する地産

・地消運動を推進して参ります。

（2）漁業の振興

漁業は農業と共に島の基幹産業であり、引
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き続き、漁業後継者の育成や所得向上に積極

的な振興を図って参ります。

パヤオ（浮魚蕉）漁業を主とした漁業の推

進を図って参ります。また、モズク養殖の安

定的な栽培の推進を図って参ります。

車エビ養殖については、車エビ産地協議会

を主体にＰＲ活動を推し進め販路拡大に努め

て参ります。

（3）商工業の振興

現在、日本全体がたいへんな不況にあり、

久米島でもその対策が最重要課題となってお

ります。物価が安く高級品が売れないデフレ

の状態は久米島の商工業にも大きな打撃を与

えております。その現状打開のため、久米島

商工会と連携し、資金や雇用面などの改善策

として、国や県のセーフティーネットなど支

援制度の活用を推進して参ります。

また、昨年12月に久米島物産販売奨励協定

を締結した琉球ジャスコや久米島物産公社と

連携し、久米島物産観光フェア開催など久米

島ブランドの確立や販路開拓など生産販売の

拡大を図って参ります。

更に、本町の有望な地域資源である海洋深

層水関連の事業拡充を図るとともに海洋深層

水利用学会全国大会の久米島開催を誘致いた

します。

伝統工芸品の久米島紬も不況の煽りを受

け、販売不振が続いておりますが、自然・伝

統文化を生かした交流促進事業や品質向上対

策事業、後継者育成事業などの実施により、

明るい兆しが見えつつあります。引き続き事

業を支援して参ります。

（4）観光産業の振興

経済不況や新型インフルエンザの発生によ

り少しずつ上昇傾向にあった久米島観光入域

客が大幅ダウンとなっており、離島である久

米島のリーディング的役割を果たしている観

光の低迷は、他の産業や久米島経済に大きな

影響を及ぼしております。

このような状況を打開するため、観光誘客

プロモーションと施策の展開や受け入れ態勢

の強化など観光協会との連携により早急に取

り組んで参ります。

島の魅力ある観光資源を充分に活かし、島

の学校やバーデハウス久米島、体験プログラ

ム等の利用促進、食物アレルギー対応や高齢

者対応旅行などの目的型観光、更に離島周遊

観光を推進して参ります。

又、引き続き久米島の一大イベントである

久米島マラソン、久米島まつり、久米島のん

びりウォーク等の開催、そして東北楽天ゴー

ルデンイーグルスの春季キャンプの継続誘致

など、久米島を全国にピーアールし、観光振

興、そして島の活性化に努めて参ります。

３．環境保全・地域美化の推進

島の豊かな自然環境を保全すると共に、身

近な家庭・地域から始める「花いっぱい運動

による町づくり」を推進し、住民参画と協働

による花と緑の町づくりを目指して参りま

す。

一般廃棄物処理については、分別方法の見

直しなどで住民の意識を高め、資源化率の向

上によりごみの減量化を図って参ります。

また、久米島をエコアイランドとして位置

付け、省エネ普及啓蒙をはじめ、海洋温度差

発電や太陽光、太陽熱、風力発電等の新エネ

ルギー導入にも積極的に取り組んで参りま

す。

主な事業として、緊急雇用創出事業を活用

し公園や町道、観光地などの美化作業を強化
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します。また、墓地等の経営許可の権限移譲

に伴い久米島町墓地基本計画の策定に取り組

んで参ります。

４．教育環境の充実、人材育成の推進

全国学力学習状況調査における久米島町の

幼児、児童、生徒の状況は、学習面、生活面

で厳しい状況にあります。学校、保護者、地

域との関わりの中で、学力の定着、豊かな人

間性の育成、健康、体力の育成、そして基本

的な生活習慣の形成を図り、生きる力を育み

豊かな表現力と粘り強さをもつ幼児、児童、

生徒の育成に努めて参ります。

今年度、第43回沖縄県へき地教育研究那覇

大会の久米島町開催により、へき地における

教育のあり方、問題等の検証を行います。

また、全国学力学習状況調査、全国標準診

断的学力検査及び沖縄県学力到達度調査に参

加し、基礎学力の課題を明らかにし、受業や

指導の改善を図るほか、国、県、本町の教育

目標である生きる力を育むという教育理念の

実現を図って参ります。

学習支援態勢につきましては、各小中学校

のパソコンを更新して、情報化に即した育成

指導、英語教育の充実を図るため、非常勤の

英語教師の配置、ＡＬＴの配置、英語検定や

漢字検定の支援、また、特別支援教育支援員

を配置し、特別支援教育の推進態勢強化、不

登校やいじめ、悩み等に対処するため、引き

続きスクールカウンセラーを配置します。

部活動では、スポーツ部、文化面において

も限りない可能性を秘めているので、派遣、

交流活動の支援を行って参ります。

学校施設においては、学校統廃合を推進し、

老朽、危険校舎の改築事業を推進して参りま

す。

社会教育、社会体育、文化振興においては、

なかさと交流海外ホームスティー事業を拡大

継続に取り組んで参ります。また、各種講座、

物づくり等の体験活動事業、スポーツ教室や

その他多様な学習会の提供やヤングフェステ

ィバルへの支援、久米島古典民謡大会を開催

すると共に生涯学習の充実を図るため、各種

団体と連携し推進して参ります。

文化財行政において、具志川城趾は引き続

き整備事業により保護活用に努め、国指定史

跡となった宇江城城趾は土地買い上げ事業に

着手し、文化的景観や城趾の保護に努めて参

ります。

久米島紬につきましては、保護、継承、拡

充に向け、久米島紬保持団体、久米島紬事業

協同組合と連携して取り組んで参ります。

久米島自然文かセンターでは、常設展示用

の充実を図りながら、体験教室や各種展示会、

企画展等を開催します。また、久米島の伝統

的な生活様式を屋外展示できるよう積極的な

会館運営に努めて参ります。

学校給食センターにつきましては、調理場

の衛生面、安全面から施設の改修、改善を計

画的に取り組み、児童生徒へ「安全・安心・

美味しい給食」の提供に努めます。

また、地産地消の拡大に向け、関係機関と

の連携を図って参ります。

５．社会福祉の充実

町民福祉の充実につきましては、急激な少

子高齢化の進展に伴い福祉ニーズが複雑多様

かする中、保険、医療、福祉サービスの連携

による地域福祉の充実を図り、全ての町民が

安心して健やかに暮らせる福祉のまちづくり

に積極的に取り組んで参ります。

高齢者福祉につきましては、病気を予防し、
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健康で安心した生活が送れるよう、前年度に

引き続き季節性インフルエンザ、肺炎球菌の

ワクチン接種について助成をしてまいりま

す。

また、地域生活支援事業による配食サービ

スやふれあい交流事業を活用して、独り暮ら

しの高齢者世帯の安否の確認を行い、高齢者

の安心、安全の確保に努めて参ります。

障害者福祉につきましては、現在、沖縄県

精神障害者福祉会連合会に業務を委託してい

る地域活動支援センターあけぼのを今年度か

ら久米島町社会福祉協議会に業務を委託し、

居場所づくり、就労移行支援の場として機能

強化に努めて参ります。

母子及び児童福祉につきましては、助産師

による巡回相談を継続し、妊産婦、乳幼児の

健康管理に努めながら、今年度も出産助成金

を支給し、妊産家庭への経済的負担の軽減を

図って参ります。

また、ますます多様化、複雑化してくる保

育ニーズに迅速的確に対応していくために

は、保育所の民営化は最善の選択肢であると

考えますので、国の幼保一元政策の動向を注

視しながら保育所の民営化に向けて取り組ん

で参ります。

介護事業につきましては、沖縄県介護保険

広域連合の第４期事業計画により、本町にお

いて小規模特養施設と小規模多機能施設が整

備されることになりましたので、その早期整

備を促進して参ります。

また、高齢化の進展に伴い、特養待機者は

今後も増えることが予想されますので、引き

続き関係機関に対し特養の増床について要請

して参ります。

町民の健康づくりにつきましては、本町の

平成20年度の特定健診受診率は35.2％で、県

平均の27.5％を上回っておりますが、特定保

健指導実施率が13.7％と県平均の32.7％を大

きく下回っていますので、本年度は看護師１

名を動員し、特定保健指導の強化を図り、町

民の健康意識を高め、個人個人の生活習慣の

見直しや地域の健康づくりを推進して参りま

す。

また、儀間嘉手苅地先にパークゴルフ場を

整備し、町民の健康増進に寄与し、観光客と

の交流の場を提供し、島の活性化につながる

よう取り組んで参ります。

国民健康保険事業につきましては、健康づ

くり事業とタイアップし、町民の健康づくり

を推進すると共にレセプト点検を強化し、医

療費の抑制に努めて参ります。

また、保険税の収納率向上に努め、国民健

康保険事業の安定的な運営に努めて参りま

す。

国民年金事業につきましては、国民年金へ

の加入促進を図ると共に、保険料の納付が困

難な町民に対し、申請免除の指導を積極的に

行い、将来の年金受給権の確保に努めて参り

ます。

６．基盤整備

居住環境、産業振興の基盤となる道路整備

については、現在継続中である県道路整備事

業を始めとし、町道整備事業においても工事

進捗の促進を図り事業効果の早期実現に努め

て参ります。

本町の町道整備については、ある一定の整

備率に達しているもののまだまだ整備が必要

な箇所があり、新規事業の導入に向けて努力

して参ります。

農村地域関連整備事業については、農業後
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継者不足対策の為に比屋定・大岳地区におい

ては、現在実施中の中山間地域総合整備事業

を継続的に進めて参ります。

施設の維持補修事業として老朽化している

南部土地改良管轄の畑地灌漑排水施設の改修

工事として「地域農業水利施設ストックマネ

ジメント事業」を導入し灌漑施設の適正管理

に努めて参ります。

漁港関係の整備として、漁村再生交付金事

業により鳥島漁港及び儀間漁港において漁業

従事者の安全確保及び舟路環境の改善を図る

ためインフラ整備を行います。

また、強い水産業づくり交付金事業で地元

住民と観光客と交流促進及び観光振興のた

め、泊フィッシャリーナの浮き桟橋の増設工

事を行います。

県営事業の支援として、圃場や農作物の水

害解消、農家所得の向上と農業経営の安定確

保を目的とした県営かんがい排水事業（銭田

地区・カンジン第３期）の採択及び工事進捗

の促進に向けて鋭意取り組んで参ります。

７．消防・防災行政

消防・防災行政については、地域における

総合的な防災力の強化を図るため、老朽化し

た水槽付消防ポンプ自動車１台を最新鋭の水

槽付消防ポンプ自動車に更新します。

また、津波警報等を衛星を経由して防災行

政無線に瞬時に町民に伝達することができる

よう、Ｊアラートを整備します。

消防と医療の連携による救急救命態勢の充

実を図るため、救急救命士の病院研修やメデ

ィカルコントロール態勢の強化を図ります。

防火対象物の是正指導及び危険物施設の保

安態勢の強化をはかるため、旅館、ホテルや

危険物施設への指導を充実させます。

消防団・自主防災組織の強化を図るため、

各字ごとの自主防災組織の結成を推進しま

す。

消防態勢については現在、沖縄県において

全県をひとつの消防本部とすることが検討さ

れており、久米島町としても沖縄県消防広域

化協議会に職員を派遣すると共に庁内に消防

広域化検討委員会を設置して検討をして参り

ます。

よって、平成22年度予算案の総額は次のと

おりであります。

一 般 会 計 6,702,350千円

国民健康保険特別会計 1,299,014千円

老 人 保 健 特 別 会 計 5,553千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 259,369千円

後期高齢者医療特別会計 78,278千円

水 道 事 業 会 計 333,643千円

合 計 8,683,287千円

以上、平成22年度の町政運営にあたり、私

の所信や予算案などについて、述べてまいり

ました。

私は「子どもに愛を、若ものに夢を、お年

よりに安心を」をモットーに久米島町の発展

と町民の幸せのために頑張って参ります。今

後とも町民の皆さま並びに議員各位のご理解

とご協力をお願い申し上げ、私の施政方針と

いたします。

平成22年３月10日

久米島町長 平良朝幸

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで町長の施政方針を終わります。

日程第５ 平成21年度久米島町一般会計補

正予算（第７号）について
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○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第７号、平成21年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）について議題

とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。議案第７号、久米島

町一般会計補正予算（第７号）の予算概要に

ついてご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。久米島

町一般会計補正予算（第７号）は、歳入歳出

それぞれ1億4千939万9千円を増額し、歳入歳

出をそれぞれ73億7千126万3千円と定めます。

補正予算（第７号）におきましては、増額

補正となるもの、地域活性化きめ細かな臨時

交付金事業2億500万円を計上したことにより

増額しております。

７号補正が平成21年度の最終補正予算とな

ることから、各事業とも事業費の確定に伴う

減額や決算見込みによる減額が主になってお

ります。

予算書の10ページ目をお開きください。歳

入については、事業ごとに精査したことから、

各款とも決算見込みの数値により、減額が多

く見られます。町税におきましてはたばこ税

がマイナス528万円、地方譲与税関係につい

ては自動車重量贈与税、地方道路譲与税及び

航空機燃料譲与税においても減額となる見込

みです。

予算書の12ページになりますが、国庫支出

金においては、事業廃止により子育て応援特

別手当交付金マイナス1千141万円、増額分に

ついては国の補正予算に伴う臨時交付金の第

四弾にあたります地域活性化きめ細かな臨時

交付金として1億9千981万9千円を新たに計上

しております。

予算書の13ページからなりますが、県支出

金においても強い農業づくり交付金マイナス

1千785万円や、村づくり交付金（久米島地区）

マイナス1千194万5千円、農産漁村活性化プ

ロジェクト支援基金、これはスハラ地区であ

りますがマイナス1千499万8千円は共に事業

完了による減額となります。

地方債については各事業費の確定に伴い総

額マイナス5千420万円の大幅な減額となりま

す。

続きまして、予算書の17ページをお開き下

さい。歳出についても歳入と同様に支出状況

等を精査したことにより、ほとんどの支出項

目により減額補正となっておりますが、総務

費の2億4千912万2千円の増額については、地

域活性化きめ細かな臨時交付金事業2億500万

円の新設による増額や、財政調整基金積立金

3千670万3千円の計上が主な要因となります。

農林水産業マイナス4千962万1千円は建設

課及び農林水産課の事業費確定に伴う減額と

なります。

その他の費目については、事業精査や節減

の影響により減額補正となります。

性質別にみますと、人件費がマイナス830

万4千円の減、物件費についてはそのほとん

どが減額となっており、需用費マイナス527

万7千円や役務費マイナス38万4千円となって

おります。扶助費においてもマイナス1千562

万2千円の減額となっております。こちらに

ついては歳入でも説明しました子育て応援特

別手当交付金の事業廃止によるものが影響し

ております。
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普通建設事業費においては2億1千34万2千

円の増額となり、先ほども説明しましたが、

地域活性化きめ細かな臨時交付金事業の新規

事業によるものとなっております。

予算書の20ページをお開き下さい。事業内

容については、公民館修繕事業に500万円、

バーデハウス久米島太陽光発電整備事業に2

千700万円、農道整備事業6千500万円や集落

内道路整備事業に3千500万円を計上しまし

た。町立小中学校施設修繕事業に1千800万円

を計上しております。積立金についてはマイ

ナス1千303万8千円の減額となり、地域振興

基金積立金の減額分となります。また、繰出

金についてはマイナス453万2千円の減額補正

となり、各特別会計の減額補正の伴うものと

なっております。

以上が平成21年度久米島町一般会計補正予

算（第７号）の概要となっております。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

18ページ、改善センター管理費の中で、工

事費が180万円減額になって、原材料が150万

円増になっていますが、次のページ20ページ

にまた改善センター整備費1千600万円組まれ

ています。なぜ改善センター管理費の中に入

れないで、プロジェクト推進に組まれている

のか、その説明と、同じく18ページの地域活

性化事業の中で公民館改修費が１千万円組ま

れています。そこはどこの公民館なのか説明

を求めます。

それと、39ページの体育保健施設の修繕費

が224万1千円組まれています。保健体育施設

につきましては、これまで補正３号、４号、

６号と組まれてきていますが、かなりの補正

増がされています。これにはありませんが、

補正３号の方で仲里村グランドゴルフ整備と

いうことで500万円組んでいます。説明の中

ではグランドの土の入れ替えということで説

明を受けました。ところが全然なされており

ません。４号でもウエイトトレーニング費と

いうことで5千100万円組まれています。そし

て６号にも野球対応費ということで3千30万

円組まれていますが、その中身がどういうか

たちで運用、利用されたか見えてこない。

以上、説明求めます。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 山城保雄

予算項目、改善センター費とプロジェクト

推進費に計上されている件ですが、当初予算

で改善センターを結婚式にも対応できるよう

にということでプロジェクト推進費に当初予

算で組んだ関係で、両方に改善センターの整

備費というかたちになっております。

それと、経済対策交付金の予算計上におい

てもプロジェクト推進費に組んだ関係でそこ

に組まれているということであります。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

仲里総合グランドの土の入れ替えについて

ご説明いたします。当初８月からの実施の予
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定でありましたが、10月の町民運動会に支障

が出るんじゃないかということで先延ばしし

ました。その後、また楽天のキャンプでも使

用することになりますので、そのへん時期的

な問題があって実施を見送っております。そ

れで、繰り越しをしまして４月から工事に入

る予定であります。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

ウエイトトレーニング器具につきまして

は、楽天の今回のキャンプ等もありまして、

最初にその期間は久米アイランドのホテルの

方に設置をして、楽天のキャンプが終わって

おりますので今はホタルドームの方に設置し

てあります。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

公民館の改修につきましては、具体的に決

まっているのは久間地の公民館を予定してお

ります。久間地につきましてはセメン瓦の屋

根なんですが雨漏りがひどくて天井張りまで

シミが付いているということで、そのモチの

塗り直しと天井張りの取り替え、それから小

さな倉庫の設置を予定しております。予算は

余裕をもって確保してありますので、その他

の部落の公民館についても改修が必要な部分

については予算の範囲内で改修を対応してい

きたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

改善センターの改修費ですが、これはプロ

ジェクトの予算に組まないと運用できないと

いうことですか。

それと、総合グランド、向こうはかなり整

備が整っていなくて、雨降った場合は水が溜

まるんです。予算が500万円もとっているん

ですからかなり整備されるなと期待しており

ましたが全然されていなくて、今我々はよく

利用しますが、水が溜まって自発的に水はけ

をしてやっているわけです。これは今度やる

わけですか。この繰り越しでやるということ

ですか。

公民館、これは今ある公民館は町の所有で

指定管理というかたちになっているわけです

ね。これは各字の公民館においても老朽化、

あるいは修繕を必要とした場合は町がやって

あげるということですか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 山城保雄

プロジェクト推進費に組まないといけない

とかということではなくて、当初予算でそこ

に組んだ関係があって、それで継続してそこ

に組んでいるということです。最初から改善

センター費に組めばそれでよかったんですけ

れど、プロジェクト推進費に当初予算組んだ

関係でそのまま継続して、そこに組んである

ということです。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

グランドの改修につきましては、今回予定

しておりますのは土の入れ替えだけの予定で

あります。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男
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公民館につきましては町の所有のものとそ

うでないものがございまして、基本的には町

の所有のものを改修していくということにな

りますが、必ずしも今回の予算の範囲内とい

うことでありますが、その区長会の要望を聞

いて、その中身を見て判断していきたいと思

います。予算も１千万円ということでござい

ますので、そんなにたくさんできるわけでは

ございませんが、実際その公民館の使用の不

都合の部分を出してもらって、区長から出し

てもらって、修繕すべき事項ですね、その中

身を見て判断したいと思います。必ずしもそ

れ以外のものは全くできないということでは

ないと思いますでの、そのあたり中身を見て

判断したいと思っております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

それは分かりました。

ウエイトトレーニングの件、これは既に納

入されているわけですよね。設置してあるの

はホタルドームだと思いますが、以前からホ

タルドームにはたくさんあったわけです。か

なり高額ですから新しいのが入ったと思いま

すが、今全部そこに収まっているのかどうか

お聞きします。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

器具につきましては、ホタルドームから一

部は仲里総合グランドの管理棟の方に移動し

ております。管理棟の方で使用不可能なもの

も入っているということで一部入れ替えはさ

れております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって発言を許します。

○ ８番 幸地良雄議員

いつも言っているんですが、仲里総合グラ

ンドの管理棟には移されたのは２、３あるん

ですが、持ち帰って入れられたのがあって、

あまり使われないものがあるわけです。当初、

予算を補正したときに、向こうは多いから仲

里のグランドにもってきて利用させなさいと

言いましたが、入っているんですが使えない

のが入っているんです。やはり使えるものを

配置して利用できるようにしないといけない

んじゃないかと思いますが、現地へ行ってみ

て下さい。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

20ページの節15工事請負費の、これはバー

デハウスの件、観光施設太陽光発電施設整備

事業に2千500万円となっております。合計し

て2千700万円ですか。そういうようなことで

投入しておりますが、前からの議員全員連絡

協議会においてもそのバーデハウス、株式会

社オーランドの経営の状況はどうなっている

のか。稼働している人たち、これが果たして

今の人員が適正なのか、こういうような事業

実態も知らせてくれと、改善されたかどうか

ということも含めていろいろと幾人かの議員

からも申し上げていますが、まだそういった

ものの改善をどうしたのかと、態勢をどうし

たのかということはまだ明らかになっており

ません。その結果ですよ。そして、そういう

ような費用を町が投入しても費用対効果があ
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るのか、これをお答え願います。

２点目は、24ページの保育所運営費、これ

が補正で1千368万8千円ということになって

おりますが、マイナスですね、それはどうい

うような内容なのかということで２点伺いま

す。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの宇江原議員からご質問のあった

バーデハウスの経営状況について簡単にご説

明をいたします。現在、久米島町の第３セク

ター等経営評価委員会を立ち上げてその審査

の途中でありますが、中間報告として、皆さ

まのお手元に資料をお配りいたしました。株

式会社オーランドの決算の推移と平成22年度

予算というのがお配りになっているかと思い

ますが、グラフをご覧になってお分かりにな

るとおり、コストを下げるという方向で次第

に成果が出てきております。コストについて

は平成16年で約1億6千800万円かかっていた

のが３千万円ほど下がってきて、平成21年度

の決算予測で1億3千573万9千880円の見込み

で約３千万円ぐらい下がっているということ

と、あと売り上げの方については逆に平成16

年の9千600万円余りから1億2千200万円ぐら

いまで次第に、その結果が上がってきている

ということで、21年度については経済危機と

新型インフルエンザの影響で当初予測よりは

かなり落ち込みました。これについては久米

島の観光関連施設全てでございます。約10％

入域客が落ちていますので売り上げについて

は15、6％から多いところは20％落ち込んで

いるところもありますが、バーデハウスの方

もその影響を多く受けておりますが、1億2千

200万円余りぐらいの売り上げを予測してお

ります。

結果として、平成20年度の赤字4千235万4

千272円から今年度は1千337万9千880円まで

改善する見込みで、黒字まであと一息という

ような状況になってきております。

それから、今ご質問のあった費用対効果で

ございますが、このバーデハウスの当初の設

置目的である観光振興と町民の健康の面に関

して簡単に申し上げますと、今、久米島に来

る約10万人の観光客のうち３万人、約３人に

１人はバーデハウスに来られているというこ

ことと、あと、これについては、はての浜が

約３万人から４万人と言われています。正確

な統計数字はないんですが約３万から４万と

言われていますので、はての浜と並んで久米

島の大きな観光の目玉になっているというこ

とです。これは非常に大きな効果だと思いま

す。今バーデハウスが無くなると久米島観光

にとって非常に大きな打撃となると考えてお

ります。

それから、経済効果、費用対効果なんです

が、今朝お手元にお配りしたバーデハウス久

米島に対する補助金等の経済波及効果の分析

結果についてということで、琉球大学の副学

長大城先生に分析をお願いいたしました。こ

れについては町が今現在1千500万円の補助金

を投入していますが、その1千500万円の補助

金がどのような経済効果をもたらすか、波及

効果をもたらすかという分析結果でございま

す。その結果、総合効果が1千500万円の補助

金の投入に対して9千336万円の波及効果が生

じてくるという結果も出ております。

それから、町民の健康増進についてでござ

いますが、お手元の資料にもあるとおり４名
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ぐらいの方々のアンケートを載っけてありま

すが、非常に利用者からは評判がいいと。や

っぱり２万人余りの町民が利用しているとい

うことは、それだけの利用価値、効果がある

から利用しているんだろうと考えておりま

す。

なお、参考まで、今朝お配りした資料の中

に入っておりますが、今、本町の公共施設、

公の施設、例えば総合運動公園は具志川のホ

タルドーム、多目的グランド、野球場、そし

て仲里の野球場、仲里のグランド併せたもの

ですが、そのトータルの年間の利用者が3万8

千50人なんです。そして文化センターが4千3

14人、ホタル館の数字が間違っています。７

千人余りです。それから改善センターが9千3

20人というかたちで、他の公共施設と比べて

もかなり利用されているという実態がござい

ます。

ですから、それだけ費用はかけていますが、

その費用対効果というのはそれなりの効果は

あるのではないかと考えております。

○ 議長 山里昌輝

日高清有福祉課長。

○ 福祉課長 日高清有

保育所運営費が大幅に減額補正になってい

る要因は何かというご質疑ですが、これにつ

きましては19節の負担金補助及び交付金のと

ころの法人保育園運営費補助金が大幅に減に

なったのが保育所運営費の大幅減額になって

いる要因であります。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

バーデハウスの件ですが、確かに琉大の大

城教授がそういう分析結果を発表しておりま

すが、バーデハウスを設立するときに、確か

新聞で23億円の広報効果があるということで

発表されております。そしていろいろと国、

県でもダムあるいは河川、こういったものも

効果というのは素晴らしいということで政官

業学、費用対効果が非常に高いということで

造らせて、結果いろいろな問題が出てきた。

そういうこともよく精査してやらないと、特

に第３セクターというのは非常に今厳しい。

厳しい中で民営化というのを打ち立てなが

ら、純然たる民営化にする方法はないのか。

町が持ち出し持ち出しして、第３セクターは

町長が社長になっておりますが、そういうよ

うなかたちで持ち出し持ち出しした場合に

は、他の事業関係の足も引っ張るんじゃない

かと。確かにこの報告書でも累計で約2億5千

万円赤字累積を出しているわけです。そうい

うようなものを見てみると、ハテナというこ

とも考えているわけです。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

宇江原議員がおっしゃるとおり、第３セク

ターということがいま非常に国内で問題にな

っていますが、第３セクターを造るというこ

とは、例えば儲かれば民間がやります。これ

は利益を求めるということではなくて、その

自治体に協力しようということで第３セクタ

ーがだいたい造られているわけです、どこで

も。例えばこの自治体が第３セクターを造っ

て運営するということは住民サービス、ある

いは産業に寄与するという部分で考えて、利

益についてというのは、当初造るときには利

益が出るようにその計画はつくられたと思う

んですが、その利益についてどうなるかとい
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うことはあとは費用対効果、あるいは住民サ

ービス、あるいは島の産業に資する部分で評

価するというのが第３セクターじゃないかと

考えております。

いろんな部分で全国に第３セクターがあり

ますが、第３セクターで儲かっているのはほ

んの一部です。これについては第３セクター

をつくるまえのところに非常に問題がありま

して、もう儲からないと分かっていながら結

局住民サービス、あるいは産業に寄与すると

いうことで、やらなくちゃいけないという状

況もあるということをぜひご理解いただきた

いと思います。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

夕張の例をとりますが、向こうも今、住民

サービスということを名目にしてだいぶ造っ

てきて、しかも執行機関、議会とも実態を地

域住民に知らせないままに抑えてきた。こう

いう経緯でとうとう破綻したと、こういうよ

うな結果を見ているわけです。ですから、我

々も今そういったものを一つひとつ精査し

て、果たしてこれからやっていけるのか、思

い切った措置をとらなければ久米島も夕張の

結果を見るというようなことで懸念している

わけです。これに関しては以上で質問終わり

ます。

○ 議長 山里昌輝

他に。

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

20ページの15節工事請負費の中で町立小学

校施設修繕事業に1千800万円の予算が計上さ

れておりますが、それぞれの修繕の内容、箇

所についてお伺いします。

その下のＢＧのプールの整備事業に今回29

9万4千円が計上されていますが、これまで財

政が厳しいからできませんと言っていた。

臨時交付金でしたか、これを利用してこれを

整備していくという方針に変わってきまし

た。確かに予算が計上されてそれが進ものと

思われていましたが、かなり遅れている状態

じゃないでしょうか。総額としてこの改修に

どれだけの予算がかかるのか。そして現在の

進捗状況についてお伺いします。

それから、次のページの19節の結婚披露宴

助成金、当初予算で500万円計上されました

が、220万円の減額となっております。21年

度この条例が制定されてから今までの件数と

助成の額についてお伺いします。

以上、３件お願いします。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

ただいま仲村議員の小中学校の施設の修繕

費につきましては、毎年、学校への予算の説

明会におきまして、いろいろな修繕の要望が

ございますが、教育委員会における修繕費で

はどうしても対応できない部分がありますの

で、今回このきめ細かな臨時交付金で修繕し

たいと思っております。例を挙げますと、大

岳小学校のバックネットの取り替え等、西中

学校の運動場のフェンスの取り替え等、そし

てのり面のコンクリートによる補修等も考え

ております。22年度の予算の説明会におきま

して各学校から修繕費等の要望が上がってき

ますので、今後これをつかってできるだけ要

望に応えていきたいと思います。

下のＢＧプールの整備事業におきまして
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は、現在プールの濾過器等の修繕は行ってお

りますが、どうしても以前ありました鉄骨の

日よけが予算計上できておりませんでしたの

で、今回グランドにありましたバッティング

ゲージの残った鉄骨を利用しまして、日よけ

を設置しないと夏場の暑い太陽の中では利用

できないということで、今回はこのプールの

整備事業は鉄骨での日よけの整備となりま

す。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

現在の工事の進捗状況ですが、ＢＧの件で

すが、契約としては今月中ということでの契

約にはなっておりまして、進捗率が約７割８

割ぐらいです。完成が今月の20日から25日ま

でには完成するという方向で進めておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

大道幸子町民課長。

○ 町民課長 大道幸子

現在50万円が３件、30万円が１件、180万

円支出済です。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

学校の修繕費に関してでありますが、統廃

合検討委員会の中では危険校舎への対応をこ

れまでやってきたと思いますが、その対応は

今後十分なのか、今のところ。再度この危険

校舎については何件ぐらい、どの程度あるの

かお聞かせ願いたいと思います。

それから、ＢＧの整備事業についてであり

ますが、22年度の使用は十分間に合うのかど

うか。

それから、さっき質問したんですが、総額

として修繕費にいくらかかったのかというこ

とをお聞きします。

それから、結婚披露宴助成金については、

500万円から補正で減にされたのか以前に。1

80万円ですよね、されていたのか、それだけ

が調べてありませんので、されているかどう

か。500万円から220万円ですよね、いま減額。

実際180万円の支出をしていますよね。それ

が今あわないですよね。それが前に減額され

たのかどうかということです。以上、３点。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

町内の小中学校の危険校舎におきまして

は、統廃合検討委員会の資料にもあるとおり

多くの学校が昭和50年代に建築されまして、

築25年以上経過しているのが多くの学校で見

受けられます。今回はその危険校舎の改築へ

の予算対応ではなく、あくまでもコンクリー

トの剥離がある部分の補修とか、学校から要

望が出てくる分を予算の対応できる範囲内で

というふうに考えております。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

ＢＧに関する全体的な工事費ですが、実は

先週、一部の壁を取っ払ったところ、柱のＨ

鋼が腐ってしまっていました。上辺だけやっ

ても長く持たないということで、その分の補

修も必要だということで、現在、設計屋さん

と調整をしていくらかかるんだということで

調整をしているところなんですが、確定する

のが今週中か、来週の頭ぐらい。今、想定し

ているのは、総額でも2千100万円ぐらいには
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なると。2千100万円を若干超すと思いますが、

その金額になるだろうと想定しています。

○ 議長 山里昌輝

大道幸子町民課長。

○ 町民課長 大道幸子

２件分は残してあるんですが、２週間以内

に、例えば申請して２週間以内に支払いしな

いといけないということで、一応２件分は残

してあります。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

ＢＧについては約2千100万円ぐらいかかる

だろうということでの答弁でしたが、平成22

年度のこのＢＧの使用ができるのがいつ頃に

なるのかということです。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

工事としては今月中には完成しますので、

４月以降であれば使用は可能になります。

○ 議長 山里昌輝

暫時休憩します。（午前11時11分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前11時20分）

他に質疑ありませんか。

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

８ページの繰越明許費のところで久米島紬

品質向上対策事業で300万円余りの繰り越し

となっております。それと29ページの商工費

でまた122万円の予算が付いていますが、そ

の事業の内容をお願いします。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

21年度の事業でその品質向上について180

万円ぐらいですか、今事業を進めているとこ

ろですが、明許繰越には29ページの122万円

の増と併せた額が明許繰越になっています。

今、21年度の事業を進めていて、その残りが

確定した繰り越しになっていきますが、また

これについては繰越計算書、それで額は決定

していきたいと思いますが、21年度につきま

しては染色の講習会とか、絵図講習会とか、

着付け講習会とか、そういうものが進められ

ております。22年度においても新しく開発し

た反物とか、そういうものも併せて品質向上

に継続して努めていくということで、22年度

においても21年度と同じ内容のもので品質向

上を図っていこうということの内容です。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

15ページの堆肥センターの販売事業が340

万円ぐらいマイナスになっていますね、それ

はなぜかということと、堆肥センターは当初

は黒字になるという予算を組んであったんで

す。今年補正でも700万円ぐらいの補正予算

が入って、トータル900万円ぐらいのマイナ

スなんです。この340万円は、堆肥センター

には在庫がないという話ですが、なぜ少ない

のか、マイナスになっているのか。

また、20ページの太陽光の2千500万円はど

のぐらいの電気料か、内容を説明してくださ

い。これを入れたお陰で電気の代金がどのぐ

らい軽減されるか。

また、ウミガメ館の改修事業の内容をお願

いします。
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○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

堆肥センターの収入の部で販売事業が342

万円減になっていますが、当初、袋詰機です

ね、12月までには整備して１月からは袋詰機

も稼働させるということで予定していたんで

すが、現在、袋詰機は設置されているんです

が、200ボルト電圧でキューピクルの整備が

また必要ということになりまして、３月いっ

ぱいは製造が無理だということが分かりまし

て、その分袋詰めの販売の予定のものの342

万円を減にしたということです。

製品についてはフル稼働でやっているんで

すが、なかなか当初計画したようには製造が

追いつかない、注文と製造が追いつかないと

いう状況であります。

収入の状況からすると人件費と電気料金と

製糖工場から運搬する原料の運搬代が嵩んだ

ということで、それで支出の方も当初予定し

たよりはかなり出たということで、収支が今

現在では900万円の差が出ております。22年

度に向けては１年間稼働させるとだいたい40

0万円の赤字にはなります。そうするとバラ

たい肥農家販売で５千円で出しているんです

が、今の運営状況でするとだいたい８千円に

しないと運営が難しいという状況が数字上出

ておりますので、今後の対策として考えてい

きたいと思っております。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

バーデハウス久米島の太陽光発電の件です

が、今回の予算規模で１時間20kwぐらいの発

電機能を考えております。バーデの使用１時

間当たりの平均として160kwぐらいいってい

ます。それの約15％ぐらいがその発電によっ

て削減が見込まれるのかなということで、バ

ーデは年間電気料として2千670万円ぐらいい

っていますので、その15％減でだいたい400

万円ぐらい減が見込まれるのかなということ

で積算をしております。

それから、ウミガメ館の改修の内容ですが、

ウミガメ館については今後、指定管理等も念

頭におきながらということで、そこの収入を

上げるためにはもっと内容を充実させて、入

場料を上げないとという状況の下に、今回、

熱帯魚等も含めてそこでの展示とか、島の海

岸をイメージした展示とか、そういうことも

含めて展示内容を充実させるというようなも

のの改修であります。

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

よく分かりました。堆肥センター、平成22

年度の予算でもプラマイ０に組んであります

よね、収入と歳出が、計画もそうなっていま

すが、来年はそのような計画でいくんですか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

そうですね、予算にはそういうふうに計上

してありますが、全体の運営の状況を分析し

て、やっぱり400万円の赤字は今の状態では

数字上で出ています。それを修正していくた

めには、バラたい肥、さっき申し上げたとお

り７千円から８千円に設定してやらないと運

営が厳しいということになりますので、これ

は22年度で、そこらへんの対応策も考えてい

きたいと思います。
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○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

今、そうとう箱物で経営が苦しいというこ

とで町民もそれに目を向けているんです。だ

からどうしてもそういう意味で、経営をちゃ

んと黒字になるように頑張って下さい。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

10番安村達明議員。

○ 10番 安村達明議員

20ページの工事請負費の中の町営バス車庫

整備事業とあるんですが、この事業には僕が

いつも商工観光課長に要望していることが含

まれているのか、そのことを説明願いたいん

ですが、お願いします。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

町営バスの車庫の整備内容としては、今現

在のバスを駐車しているところに楽天が使っ

たバッティングゲージ、その鉄骨を使って上

はトタンでやって、三方、前は明きになりま

すが、後ろと横の２カ所はブロック積みとか

そういうものでの対応を今考えています。

○ 議長 山里昌輝

10番安村達明議員。

○ 10番 安村達明議員

今現在、会社と会社の間にフェンスがあり

ますよね、囲いが。そこは何かに変えるとい

うことですか。今の現状のままでいくという

ことですか。バス、うちの会社と境になって

いるでしょう。そこにフェンスが前のバスの

車検場の人が持ってきて吹き飛ばして、うち

の会社に突っ込んで、起こしたりなんとかや

ったもの、もう今これ大変なんですよね。最

近バスも新車買ってるし、あのバス軽くひっ

くり返るだけでそこに停まってるバスにも接

触するようなかたちになっているんですよ

ね。僕は前にあなたに話した時に、どこが直

すのか、町が直すのか、あなたが直すと言っ

たんですよね。それ早く何とかしてもらわな

いと、今度うちの教習所にもちょっと危険性

があるわけですよ。そのバス事業にそれが含

まれているのかなと思っていますが、いかが

ですか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

僕が直すと答えた覚えはないんですが、事

業実施において隣接する事業所の方とも調整

をしてやっていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

10番安村達明議員。

○ 10番 安村達明議員

こういうのは早めにやって下さいよ。何か

あってからはまずいですので、今は内側から

ちょっと補強すれば固定できると思いますの

で、そういうことをきちんとやっていただけ

ればと思いますので、よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

27ページの農業振興費の雑草のヤブガラシ

対策ということで、金額はマイナスになって

いるんですが、久米島でどの程度ヤブガラシ

が広がっているのか。農家に聞いたらほとん

どその雑草が分からないんです。これだけ深

刻に行政でも取り上げているんだったらこれ
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は大変な雑草だと思うんです。来年度の予算

には10万円乗っているんですが、これは農家

自体がやるのか行政が音頭を取ってやるのか

それを聞きたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

ヤブガラシが生えているところを調査した

段階では10カ所にあります。それを農林水産

課の担当職員が２カ月に１回除草剤で枯らし

て、それを繰り返している状況です。また畑

の主にも除草剤を渡して、これで駆除して下

さいということで、だいたい２カ月するとま

た元に戻るようなことで枯らすことができな

い本当にやっかいな植物ですので、そういっ

た対策を今やっておりますが、今回４万円減

になったのは、薬剤がこれだけ余ったという

ことで減になっております。これからやっぱ

り啓蒙に力を入れて、農家の皆さんにそうい

った対策も含めてお願いしながら啓蒙をはか

っていきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

各地区で講習会とかできたら一番いいんで

すが、ほとんどの農家は知らないんです。例

えば区長会でもって実物を見せて講習会をや

るとか、そういう対策も必要じゃないかと。

それで一番いい例がヤハタなんです。ヤハタ

は今までは特定の所にしかなかったんです

が、今は久米島全体に広がっているんじゃな

いですか。そうならないように行政の方で率

先して対策する必要があると思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

27ページの畜産業費について、19節の農業

共済掛金運営、農業共済組合家畜診療所運営

助成金と繁殖牛の助成金が減になっています

が、その理由をお願いいたします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

農業共済組合家畜診療所運営助成金、これ

については獣医師が町に配置されていないと

きの運営負担分で計上していたんですが、今、

獣医師が久米島に共済から派遣されています

ので、その分は別で負担しているということ

でその分は助成金としては要らないというこ

とで減にしてあります。繁殖牛共済掛金の助

成金については、当初計画で今までは伸び率

が1.1倍の伸びできていましたので、それに

併せて計上しましたら、実績で100万円減に

なった分を今回減になっております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第７号、平成21年度久米島町

一般会計補正予算（第７号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝
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全員挙手です。従って、議案第７号、平成

21年度久米島町一般会計補正予算（第７号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第６ 平成21年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）

について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、議案第８号、平成21年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

についてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

○ 副町長 大田治雄

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第８号、平成21年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）の概要につ

いてご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。

平成21年度久米島町国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）は、歳入歳出の予算額に

それぞれ72万円を減額し、歳入歳出の総額を

13億3千185万1千円と定めます。

予算書の６ページをお開き下さい。

歳入におきましては、５款、国庫支出金72

万円の減となっており、療養給付費等負担金

の細節間で療養給付費から介護納付金並びに

後期高齢者医療費支援金負担金の概算額確定

による組み替え補正を行っております。

７ページ、歳出においては各事務経費の過

不足の組み替えを中心に計上しており、一般

被保険者療養給付費におきましては、実績ベ

ースから算出した不足見込額を計上しており

ます。

８ページになりますが、５款、老人保健拠

出金の減額につきましては、社会保険診療報

酬支払基金からの決定通知による減額となっ

ております。

以上が平成21年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）の概要となります。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第８号、平成21年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第８号、平成

21年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）については、原案のとおり可決

されました。

日程第７ 平成21年度久米島町老人保健特

別会計補正予算（第２号）につ

いて
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○ 議長 山里昌輝

日程第７、議案第９号、平成21年度久米島

町老人保健特別会計補正予算（第２号）につ

いてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第９号、平成21年度久米島町老人保健

特別会計補正予算（第２号）の概要について

ご説明申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

平成21年度久米島町老人保健特別会計補正

予算（第２号）は、歳入歳出の予算額にそれ

ぞれ1億714万8千円を減額し、歳入歳出の総

額を2千409万9千円と定めます。

今回の大幅な減額となっておりますのは、

後期高齢者医療制度が開始されるまでは75歳

以上の方は国民健康保険特別会計での予算対

応ではなく、老人保健特別会計での予算措置

でしたが、平成20年度から後期高齢者医療制

度がスタートしたことによって、老人保健特

別会計は過年度分の療養費の支出が対象とな

っております。そのため平成20年度からは当

分の間は老人保健特別会計を存続することと

なっております。

平成21年度の当初予算では前年度の実績ベ

ースにより予算を確保しておりましたが、今

年度の支払い見込額が大幅に下回ったため最

終補正での減額に至っております。

歳入全般の減額は、歳出において医療給付

費並びに医療費支給費が減額となったことに

よる対応財源の減となっております。

予算書の４ページ、６款、雑入では診療報

酬の過誤分として還付金を計上しておりま

す。

５ページ、歳出におきまして、２款、諸支

出金、一般会計繰出金774万6千円につきまし

ては、既に一般会計からの繰入額を納付して

おりますので、決算見込額の減に伴い納付済

額分を繰り出す額となります。

以上が平成21年度久米島町老人保健特別会

計補正予算（第２号）の概要となっておりま

す。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今の提案理由の説明の中で、老人保健が後

期高齢者の保険に前年のが拠出されて減額に

なったということでありますが、後期高齢者

は20年度予算見たら6千800万円組まれている

わけですよね。当初から後期高齢者はちゃん

と組んであるのに、21年度は１億余り組んだ

ということがちょっと理解できないんです

が、説明お願いします。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前11時47分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前11時48分）

日高清有福祉課長。

○ 福祉課長 日高清有

老人保健特別会計につきましては、平成19
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年以前の診療報酬請求分に対しての支払いと

いうことになります。後期高齢者の診療部分

につきましては、平成20年度からの支払いに

対応するということになります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

20年度の実績で21年度は組んだということ

で、当初は1億714万8千円組んである。そし

てその分は後期高齢者の分も拠出をそれでや

ったからということですよね、20年度におい

ては。もう一度説明お願いします。

○ 議長 山里昌輝

日高清有福祉課長。

○ 福祉課長 日高清有

20年度の支払いにつきましては、先ほども

申し上げましたように19年以前の診療費の支

払いということになります。

21年度の決算が、まだ決算はしていません

が、これだけ減額になったというのは19年以

前の請求部分はほとんどなかったということ

で、当初予算は20年度に支払いした決算ベー

スで予算を組んで、これだけの予算額になっ

ておりますが、実際は19年度以前の診療費の

支払いがほとんどなかったということで、こ

れだけの減額ということになっております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第９号、平成21年度久米島町

老人保健特別会計補正予算（第２号）につい

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第９号、平成

21年度久米島町老人保健特別会計補正予算

（第２号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第８ 平成21年度久米島町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）

について

○ 議長 山里昌輝

日程第８、議案第10号、平成21年度久米島

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

についてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第10号、平成21年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）の概要に

ついてご説明申し上げます。

平成21年度久米島町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第３号）は、歳入歳出の予算額

からそれぞれ25万8千円を減額し、歳入歳出

の総額を8千560万3千円と定める。

４ページの予算書をお開き下さい。

歳入におきましては、３款、一般会計から

の繰入額を減額し、歳出として国保連合会へ

の業務委託分を減額したことによる充当財源

の減となっております。

以上が平成21年度久米島町後期高齢者医療
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特別会計補正予算（第３号）となります。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第10号、平成21年度久米島町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第10号、平成

21年度久米島町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）については、原案のとおり可

決されました。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前11時54分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後１時30分）

日程第９ 久米島町職員の給与の特例に関

する条例を廃止する条例につい

て

○ 議長 山里昌輝

日程第９、議案第17号、久米島町職員の給

与の特例に関する条例を廃止する条例につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第17号、久米島町職員の給与の特例に

関する条例を廃止する条例

上記議案を提出する。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町職員の給与の特例に関する条例を

廃止する条例。

久米島町職員の給与の特例に関する条例は

廃止する。

附則、この条例は平成22年４月１日から施

行する。

提案理由であります。

久米島町職員の給与の特例に関する条例を

財政状況の好転により廃止する必要がある。

これがこの条例案を提案する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

議案第17号について質疑いたします。提案

理由では、財政状況の好転によるということ

でありますが、先ほどの施政方針の中で町長

は、久米島町の財政は依然として厳しい状況

であると。引き続き行政改革に取り組んでま
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いりたいということとすると矛盾はしないの

かどうか。そして、財政状況がどのように好

転してきたのか具体的にお伺いしたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

お答えします。ただいまの提案理由の部分、

舌足らずな部分がございますが、朝お配りし

た資料があると思います。棒グラフになった

資料ですね、それをご覧になっていただきた

いと思います。これについては普通交付税と

特別交付税と臨時財源対策債、この３つを併

せたものになっております。臨時財源対策債

は本来は普通交付税で措置すべきものを国の

財源がありませんので、それに代わって市町

村がその分を起債を起こして、借金を起こし

て借り入れをすると。そして自由につかうこ

とができるというもので、本来の交付税とほ

ぼ同じ意味で捉えていただいていいかと思い

ます。

このグラフからすれば、17年、18年あたり

が財政上、三位一体の改革で一番苦しい時期

となっております。それから右肩上がりで少

しずつ交付税が増えていっております。これ

はひとつの改善、好転ということになってい

ますが、但し、この増えている中には補助金、

国庫負担金、国庫補助金が一般財源に振り替

えられたものも含まれています。代表的なも

のが保育所の運営負担金です。それから高齢

化に伴って扶助費が当然増えてくるというこ

と、そういった部分から内容としては非常に

厳しくなってくるということです。

21年度以降、おそらく22年度まではいろん

な景気対策等もあって、交付税は伸びると思

います。22年、23年度ぐらいまでですね。24

年度以降は、逆に言えば17年度から18、19、

20、21と改善してきたものが、逆に下がって

いくと。27年度、28年度には平成17年度より

更に下がる見込みというようなかたちで、内

容的には財政状況というのは決して楽観視は

していけないと、厳しいものがあるというこ

とです。少なくとも22年度、23年度において

は内容を引き詰めて、ある程度基金に積み立

てておかないと24年度以降の交付税の算定を

乗り越えることはできないということです。

そういう意味において非常に財政の中身とし

ては厳しい部分があるということでございま

す。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

24年度から交付税が一本算定化されて、29

年度まで約６億円の減になる見込みでもある

し、これから将来に備えても、これを廃止し

て元に戻すという時期ではないんじゃない

か。あと１年間この条例通りやるべきじゃな

いかと思いますが、いかがでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今回、組合との交渉の中で廃止するという

ことで合意に達したわけですが、ただ、その

交渉の中においては、今は財政状況が改善し

つつあるということは間違いございませんの

で、一旦廃止して、更に24年度からの算定替

えの中において早め早めに行財政改革に取り

組んである程度蓄えて余裕をもっておく、財

政状況の余裕をもっておく。それができなけ

ればまた再度お願いすることもあり得ますよ
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ということは組合の方に話しております。た

だそうならないように行財政改革、先ほどの

町長の施政方針にあった通り、行財政改革に

早め早めに取り組んで、できるだけ給与カッ

トはやらなくて済むようなかたちで乗り越え

ていきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第17号、久米島町職員の給与

の特例に関する条例を廃止する条例について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第17号、久米

島町職員の給与の特例に関する条例を廃止す

る条例については、原案のとおり可決されま

した。

日程第10 久米島町長等の給料等の特例に

関する条例の一部を改正する条

例について

○ 議長 山里昌輝

日程第10、議案第18号、久米島町長等の給

料等の特例に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第18号、久米島町長等の給料等の特例

に関する条例の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町長等の給料等の特例に関する条例

の一部を改正する条例。

久米島町長等の給料等の特例に関する条例

の一部を次のように改正する。

大枠の中に改正前、改正後とありますが、

改正前の欄中の下線が引かれた部分に対応す

る改正後の欄中、下線が引かれた部分がある

場合には、当該改正部分の当該改正後部分に

改めることとなります。

附則、次ページをお開き下さい。

施行期日、この条例は平成22年４月１日か

ら施行する。

提案理由

特別職の給料と一般職員の給与の権衡を図

るため、久米島町長等の給料等の特例に関す

る条例の一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

この条例改正は19年４月１日から23年３月

31日までだが、なんで１年前倒しにして改正
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するのか。そのへんもう一度説明求めます。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答えします。先ほどの

一般職の給与特例条例の廃止に伴いまして、

副町長、教育長の給与の減額を15％そのまま

続けていきますと、職員との間に給与の逆転

現象が生ずるということがまず第１点目でご

ざいます。併せて、他の類似市町村の町長、

副町長、教育長の給与のバランスを見てみて

も、やはり副町長と教育長の給与の方がかな

り低くなっているということ、そういったこ

とを併せて、今回、あと１年残っております

が、副町長、教育長の給与の減額率について

は10％緩和して５％としたいと考えておりま

す。

なお、参考までに県内の副市長村長の市を

除いた町村の平均が55万8千500円でございま

す。これに対して本町の副町長が50万3千200

円となっております。教育長の方が、県内の

町村平均が51万9千100円、本町の教育長が47

万2千600円ということになっておりますの

で、類似市町村の比較からいっても５％にす

ることでほぼ平均並みの給与になるというこ

とでございます。よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

なんで類似市町村に併せないといけないの

か。これは法的拘束、何か決まりがあるんで

すか。それとも職員との均衡を図るというん

だが、特別職だから必ずしも多く取らなけれ

ばいけないということもないんじゃないの。

名古屋市長をみてごらんなさいよ。自ら半分

にカットしているでしょう。そういった面か

らみても、別にそれなりの生活給はあると思

いますよ。それを来年の３月31日までなのに

１年前倒しした理由を言いなさいと僕は言っ

ているのに、ただ類似市町村と併せるからと

言っているんだが、財政が好転してると先ほ

ども説明あったんだが、また将来的に条例改

正してこうこうやるという約束もしていると

言うんだが、そんなのやる必要ないよ、ちゃ

んと好転するまでは突っ走ればいいと思いま

すが、どう思いますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまたいへん厳しいご指摘もございま

すが、やはり給与制度には給与制度のひとつ

の考え方というのがございます。これについ

ては職務の責任の度合いに応じて給与体系と

いうのはあるべきだという基本的な考え方が

ございますので、そういった考え方に基づい

てぜひご理解をお願いしたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

給料が少ないと責任はじゃあ取れないとい

うことですか。責任が重いから給料が多い。

じゃあ少ない人は責任はないという意味です

か。そういった言い方はちょっとよくないと

思いますね。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

必ずしもそう申し上げているわけではござ

いませんで、これは一般的な給与の考え方と

いうことで申し上げている次第でございます
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ので、よろしくお願いいたします。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後１時45分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後１時45分）

他に質疑ありませんか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

町三役というものと現場職員というものは

給与においても、場合によっては現場が高く

なってもいいんじゃないかというようなこと

の理論をもっております。35年間公務員生活

もやってきました。その中で三役というのは

必ずしも他職員と均衡じゃなくてもいいんじ

ゃないかと。かえって現場職員の方に手当を

するという方がいい。むしろまたそのことに

よって町民がより財政を町民の税をいい方向

に運用するという面からいって、私も三役の

18号議案は賛成できないと思っております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第18号、久米島町長等の給料

等の特例に関する条例の一部を改正する条例

についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第18号、久米

島町長等の給料等の特例に関する条例の一部

を改正する条例については、原案のとおり可

決されました。

日程第11 久米島町産業振興基金条例につ

いて

○ 議長 山里昌輝

日程第11、議案第19号、久米島町産業振興

基金条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第19号、久米島町産業振興基金条例

上記議案を提出する。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町産業振興基金条例

（設置）

第１条

産業の振興を図るため事業に必要とする資

金（以下「資金」という）の貸し付けを円滑

かつ効率的に行うため、久米島町産業振興基

金を設置する。

（基金の額）

第２条

基金の額は1億4千600万円とする。

（貸付対象）

第３条

資金は産業の振興を図るため事業を実施す

る産業関係団体に貸し付けるものとする。

（貸付の条件）

第４条

資金の貸付条件は次に定めるところによ

る。
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（1）貸付利率 無利子。

（2）貸付期間 10年以内。

（3）償還方法 据え置き期間後、元金均等

償還

（4）据え置き期間 ３年以内

２ 町長は前項の規定にかかわらず、特に必

要がある場合は貸付利率、貸付期間、償還方

法または償還期間を変更することができる。

（繰上償還）

第５条

町長は資金の貸し付けを受けた産業関係団

体が資金の貸し付けの目的外に使用したと

き、または貸付条件に従わなかったときは、

資金の全部または一部を繰上償還させること

ができる。

２ 資金の貸し付けを受けた産業関係団体は

資金の全部または一部を繰上償還することが

できる。

（管理）

第６条

基金に属する現金は金融機関への預金、そ

の他最も確実かつ有利な方法により保管しな

ければならない。

２ 基金に属する現金は必要に応じ、最も確

実で有利な有価証券に変えることができる。

次ページをお開き下さい。

（運用益基金の処理）

第７条

基金の運用から生じる利益は一般会計の歳

入歳出予算に計上して整理する。

（委任）

第８条

この条例に定めるもののほか、基金の管理

に管理に関し必要な事項は規則で定める。

附則

（施行期日）

１ この条例は公布の日から施行する。

（条例の廃止）

２ 久米島町まちづくり基金条例及び久米島

町中山間ふるさと農村活性化基金条例は廃止

する。

提案理由

経営環境の厳しい土地改良組合第３セクタ

ー等の改革を資金面から支援することによ

り、経営再建、健全化を推進し、町の産業振

興を図る。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

次ページに参考資料として産業振興基金の

取り扱い規則を添付しております。ご審議よ

ろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

以前にこの条例案を提出する予定で議会に

説明がありました。それが提案を見送ったそ

の理由をお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

当時は具体的な再建のプランと申します

か、そういった部分ができていなかったこと

と併せて、この議会に対する説明も行われて

いなかったということであります。

前回説明したときに、議会の皆さんからご

指摘事項のあった、１つの団体に流れてしま

うんじゃないかといったようなご意見もあり
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ましたので、そういったものについてはまた

規則の中で制限を設けてあります。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

議会の説明で議会にも十分理解されていな

い状況の中で、その後議会に全く説明がなく

て今回提案されました。この提案の仕方も非

常に強引すぎるという感じがします。

実は、産業基金振興としての非常にいい名

目で、支援することはいいことだと思ってい

ます。今回のこの団体にこれまで支援してき

ております。まず、バーデハウスに経営再建

の対策補助金として１千万円これまでしてき

ています。22年度の予算にも提案されており

ますが、土地改良運営補助金としても土地改

良組合に２千万円毎年出しています。それか

ら、観光対策推進事業費として助成金として

観光協会に毎年１千万円、それから紬組合に

も振興補助金として200万円、更に紬組合に

は貸し付けもしていま返済途中であります。

そのような団体に助成して支援してきまし

た。更に今回これをやる必要があるのかどう

かということです。

そして、今さっき申し上げた、議会に説明

したその時の議会が疑問をもって納得できて

いない状況の中で、どうして今回説明をしな

かったのかお伺いします。

それから、今回その中に漁業組合も入って

います。前回は入っておりませんでしたが、

漁業組合の運営状況はどうなっていますか。

そこもお伺いします。

そして、土地改良区、産業としての位置付

けをするのかどうか。土地改良区は土地改良

の事業費として組合員からその負担金を徴収

してそれで事業費を返済する、そういうとこ

ろに産業として位置付けして産業支援に充て

るのは適正であるのかどうか、お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、議会の説明は２月の全協でやる予定

でございましたが。２月の全協が那覇での研

修会でやったということでそのタイミングを

失って、なかなか全員に集まっていただく機

会はなかったということでございます。その

大まかな中身については、前回のその前の全

協で説明もしてありました。また、議会の皆

さんが危惧していることもある程度聞いてお

りましたので、その対策として規則である程

度定めて、それを今回再度提案いたしており

ます。

それから、私が答えるところだけ先に答え

させていただきます。土地改良組合が産業振

興団体かということですが、当然、産業振興

のために、農業の振興のために土地改良組合

もあるものと考えております。農業の振興を

図る上で土地改良の基盤整備というのは重要

でありますし、農業振興を支える大きな基礎

になると考えております。

基本的には、仲村議員がおっしゃるとおり

土地改良組合というのは負担金でもって運営

されるべきものであるということ、これはお

っしゃるとおりでございます。がしかし、今、

土地改良の経営状況というのはたいへん厳し

い状況であるという中において、約６億円余

りの借入金がございます。土地改良組合全体

でそれを町が全て全額損失補償をしていると

いう現状がございます。最終的には損害が発

生した場合は町が損失を補償するということ
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になっているわけでして、当然、行政として

その土地改良組合を指導する立場にあるとい

うことで現在職員を派遣して徴収態勢の強化

を図るといったかたちで取り組んでいるわけ

でございます。

この産業振興基金も最初から貸し出しあり

きではなくて、一生懸命徴収の強化に取り組

んで、それでもなおかつ納期限に間に合わな

かったとかいう場合には一時的に立て替え

て、更に徴収努力をするといったような運用

のやり方を考えております。そっくりそのま

まその貸付金で赤字を補填するとか、そうい

った運用は考えておりませんのでご理解をお

願いしたいと思います。

それから、町はいろんな産業団体やあるい

は産業団体以外の教育団体という団体に対し

ても補助金を交付いたしております。それは

そういった関連団体の育成を支援することが

町全体にいろんな文化、教育、産業、福祉、

そういった団体を育成する政策遂行のために

交付しているわけでございまして、これは地

方財政法に定められた町のひとつの権限とな

っております。

それから、町にはいろんな公の施設がござ

います。バーデハウスも公の施設です。ホタ

ルドームも公の施設です。文化センターも公

の施設、あとウミガメ館とか改善センター、

これも公の施設です。全て使用料だけではま

かなうことはできない。それができれば最初

から民間でやっているわけでございまして、

その全ての施設それぞれ税金を投入しており

ます。これが朝皆さんにお配りした横の棒グ

ラフの入ったものでございまして、それぞれ

の施設に対する一般財源の投入額はいくらで

あるとか、１人当たりの使用に対するコスト

はいくらであるとか、そういったものが比較

できるようになっております。

漁協については、具体的に貸し付ける予定

はございませんが、経営状況が非常に厳しい

ということを聞いています。それはエビの値

段が従来の約半額ぐらいまで暴落してきてい

るということで非常に厳しいということを聞

いております。基金を設置して貸し付けにあ

たっては、やはり貸し付けの審査を銀行並み

に厳しくして、その経営再建の中身を判断し

て貸し付けるということをしないと、貸し付

けで焦げ付きということにもなりかねません

ので、そういったところまで判断して実際の

貸し付けを行う場合はやる必要があると考え

ております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

基金というものは一定の目的のために積み

立てるものですよね。今回２つの基金を廃止

して産業振興基金を設置するということであ

りますが、この２つの基金も将来の、今現在

動いていないからこれを廃止しようという考

え方は非常におかしいと思います。将来ため

に今積み立てていきます。これは廃止すべき

ものではないと思います。財源からもってこ

れないからこれを廃止してこれをやるという

ことはちょっとまずいなという考え方をもっ

ています。

町長は前にバーデ対策の再建対策の補助金

1千万円を提案しまして、その本会議で議論

しました。討論の中で反対討論も出ました。

私は、その時に町長がちゃんとした再建計画

を立ててそれを見守る必要があるということ

で賛成しました。町長はもしそれが改善され
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なければ23年度には町職員を派遣するという

ことも述べておられました。今日朝の総務課

長の説明の中では、黒字まであと一息という

ことも言っておりましたので相当改善されて

きていると思います。前に補助金を出してい

ますので、それで改善されてきている様子を

まず見守る必要があると思います。

そういう状況の中で今あえてこれを２つの

基金を廃止してこの基金を設置するというこ

とは疑問に感じますが、いかがですか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

お答えします。現在、先ほども申し上げま

したが第３セクターと経営評価委員会でその

経営審査をやっているところであります。今

途中で、本議会の会期中にあと１回開催を予

定していますが、その審査委員会の中での指

摘事項を受けて、これは明日説明する予定な

んですが、この再建計画ですね、その中身を

作成しております。指摘事項をクリアーする

ためにやっております。その指摘事項の中で、

現在の借入額がございます。この提案の一番

最後の下のところにそれぞれ載っております

が、約1億2千万円の借り入れがあるわけでご

ざいます。それを一気に返すということは、

1億円の売り上げの中で非常に負担が大きい

ということでございます。これは専門家を交

えてのものですから、まず、今回３千万円の

２件を一旦町の貸付金に借り換えをして、そ

のうち３千万円の１件は３年後に銀行を借り

入れに変えて一括で返してもらうということ

で考えております。残りの３千万円は10年間

で返してもらうと。

それから、銀行の琉銀の貸し付けについて

も、１年間は元金を繰り延べするというかた

ちで、それぞれ債務の返済計画も細かくつく

って、それで売り上げに対してこれで資金が

回るという細かい計画をつくった上で、今回

この産業振興基金を活用して、町の支援策と

してぜひお願いしたいと考えております。

基本的にはこの再建にあたっては、これ以

上負債を増やさないということを前提に考え

て取り組んでおります。そういうことを再建

計画に基づいて、産業基金を活用していくと

いうことで考えております。

詳しいことについては明日じっくり時間を

いただいて細かい説明はしたいと思っており

ます。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

によって発言を許します。

○ ６番 仲村昌慧議員

先ほど土地改良の問題も出ましたが、十数

年前に土地改良の監査状況を見ましたが、結

構大口な土地改良の負担金の滞納が多かった

です。本当に真面目に負担金を払ってる人か

らみれば、こういうところに支援をするとい

うことじたい、真面目な人からみればばかば

かしいことだと思います。これをすることに

よってよけい滞納者が増えてくるのではない

かと思います。今、土地改良に徴収委員も派

遣して土地改良の負担金の向上を目指してお

りますが、いろんな手当をしてきて、またこ

れをやることによってよけい逆効果になって

くるのではないかと、そこも危惧されます。

そこのところどうお考えなのか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。
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○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの土地改良の件に関しては、例え

ば財政の立場として公的資金を投入して貸し

付け等をするならば、やはりそれなりのこと

は土地改良にもやってもらわないといけない

と考えております。例えば、高額な滞納者に

ついても土地の差押えをやるぐらいのです

ね、やはりそれなりの努力はやってもらわな

いといけないと考えております。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

この産業振興基金条例に関しましては、私

が就任したときに全て問題あると感じたと思

います。土地改良、バーデハウス、紬組合、

観光協会、将来的には漁協、あらゆることを

この４年間でやってきました。土地改良にし

ても職員を派遣して何とか経営の方針、ある

いは将来に向けて統合することに関してもこ

れもいま努力しております。

バーデハウスについても、これまで努力し

てやっと先行きが見えたという状態になって

おります。それから、観光協会もそうですが、

紬組合もこれまで非常に経営が厳しくて、何

とか一歩踏み出さないといけないということ

でこれまでいろいろな事業を導入したり、あ

るいは様々なイベントをうったり、あるいは

バイヤーとの交渉をしたりとこれまでやって

きました。

全く何もやらないでこういうことをパッと

持って行かれたらこれは反対されるのは当た

り前だと思います。しかしながら我々は、細

目に書かれている第３セクターと産業に関す

る土地改良、あるいはオーランド、あるいは

事業組合、あるいは観光協会、そういうもの

が本当に存続できなかった場合、そうとう産

業がダメージを受けるという判断でこれをつ

くりたいということを申しました。これにつ

いては、例えば資金繰りが悪くなったときに

投入してそれで返してもらうという考え方で

いいと思います。ですから、土地改良にして

もオーランドにしても借入金の利子で経営を

圧迫しているという部分もございます。ぜひ

このへんもご理解をいただきたいと思いま

す。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

この新条例の件ですが、今まで議会でもさ

んざん３月の予算委員会、９月の決算委員会

でもずっと指摘してきたわけなんです。それ

で一生懸命やりますと言いながら全然やられ

ていない。その結果が条例をつくらなきゃな

らないという状態に来ている。果たして本当

に一生懸命やったんですか。バーデハウスの

件に関しても最初の支配人がものすごい借金

をしましたよね。ああいうのに関しても道義

的責任も全然取らされていない。そういうの

も今まで追及してきたのに、一生懸命やった

からそういうのは訴えることはできませんと

か、今まで弱腰弱腰で全部やってきた。そう

いう状態でまた議会にこれだけいろんな意見

を出しても、全然信用しないですよ。

それで、最終的には責任取らされるのは議

会なんですよね。今まで行政は誰も責任取っ

てない。それぐらいの覚悟で本当にやれるか

ということなんでしょ。今、全国市町村で言

われているのは、誰が責任を取るかと。全国

どこを見ても誰も責任を取っていない。それ

で最終的に負担がくるのは町民だと、そうい
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う結果になっているんですよ。

久米島町に関してもそういう可能性がなき

にしもあらず。バーデハウスの件で皆さん方

も認めているじゃないですか。２ページを開

けて下さい。累積赤字は2億5千万円まで拡大

し、これ以上の借り入れや増資等も無理な状

態で、実際の再建は無理な状態ですと。皆さ

ん方認めているじゃないですか。そういうと

ころに基金をつくって、また議会の承認を得

て、投資して下さいと言ってもできませんよ。

自分たちも認めながらこういうばかなこと

をやろうとしている。これ絶対に求めるわけ

にいきませんよ。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

たいへん厳しいお言葉なんですが、今ここ

でこのバーデハウスを投げることができるか

ということなんです。この再建計画書にも書

いてあるとおり、やはり法的整理も視野に入

れて今回は取り組む必要があると考えており

ます。具体的には平成22年度に黒字を出すこ

とができなければ即法的整理に移行するとい

う心構えで今回はやっております。

先ほど述べたとおり、今、バーデハウスが

久米島の観光に果たす役割、はての浜かバー

デハウスと、大きな２つの目玉になっている

わけです。それがなくなって、じゃあ久米島

の観光にどういった影響を及ぼすのか。ある

いは健康増進の面でも２万人余りの町民が利

用している。これだけ利用している施設が他

にはほとんどないです。運動公園が３万いく

らか利用しているぐらいで。あれはいくつも

施設を併せての人数ですから。実際これだけ

町民に利用されているわけです。産業に役立

っているわけです。行政としてはそれを進め

てきて、今ここで投げ出すのは簡単です。し

かし我々はそれを再生させないといけないと

いう立場にございますので、ぜひ議員の皆さ

んのご理解をいただいて、来年度までひとつ

チャンスを与えていただきたいと思います。

よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

皆さん方は再建計画と言ってるんだけど、

それであればどうしても必要であれば、島民

にも痛み分けさせなきゃならないですよ。そ

れだけ大事な施設だったら。そこまで考えて

やるんだったらいいですよそりゃあ。500円

で維持しながら、それで観光客には優待券を

発行しながら、それで果たして再建できます

か。私はできないと思います。

今、経済情勢も、去年まではインフルエン

ザとかリーマンショック、そういうのでやっ

ているんですけれど、全体的な外部環境を見

た場合には、観光というのは当てにならない

ところまできているんですよね。今まで久米

島町の場合は箱物いっぱい造ったんだけど、

観光客誘客ということで、観光客来ています

か。そういういろんな条件を勘案して皆さん

方は計画しているかと、それが見えてこない

ということです。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 大田治雄副町長

ただいま上里議員から強いご指摘がありま

すが、観光団が来ていますかということでは、

観光協会の立場からすると来ております。何

の策も立てなければおそらく来ませんでしょ
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う、半分しか来ないでしょう。いろんなかた

ちで上期、下期のキャンペーンも我々は各エ

ージェント周りを120社、それぞれのホテル

の皆さん、支配人を連れて、ＪＴＡの協力も

得ながら行っております。そこでもいろんな

かたちでプレゼンの中で久米島のこのバーデ

ハウス、はての浜とかいろんな施設がありま

すよという条件を提案しながらやってきてお

ります。これを全くやらないとなるとおそら

く半分以下しか来ないと思います。

いろんなかたちで施設があって各ホテルが

維持できることによって雇用が生まれ、島の

経済に波及効果が生じて、例えばホテルでも

固定資産税いろんなのが町に納めてきます。

その見返りのようなかたちで出てきておりま

す。これは決して無駄な施設にはならないと

思っております。ぜひそのへんのご理解を得

ながら、いろんなかたちで我々も努力してお

りますので、そのへんの皆さんからのご指摘

も謙虚に受け止めながら、今後も頑張ってい

きたいと思います。よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

来ているというのは9万5千人前後でしょ

う。皆さん方の目標はいくらでしたか。目標

に向かって今までやらなきゃならない状態だ

ったんだけど、全然それがなされてないとい

うのはどういうことなのかということなんで

すよ。確かに9万5千人台は来ていますよ、そ

れは私も認めます。だけど目標は10万、15万

人という目標を立てて、いろんな箱物を造っ

たと思うんですよ。それにもかかわらず観光

が伸びない。

もう１点、一般質問で出しているんですが、

観光振興といいながら、久米島町の観光案内

所はどこにありますか。観光案内所、場所は

どこにあるか手を挙げて下さい。課長の皆さ

ん方。ほとんど知らないでしょう。それで観

光振興とよく言ってるもんですね。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 大田治雄副町長

観光案内所はどこにありますかと、当然空

港の中にあります。観光協会の施設がありま

す。そしてホームページの中でも久米島観光

協会、町のホームページも含めて発信してお

ります。これもお金がかかる話で、空港のあ

れだけのスペースを借りるのも月2万5千円払

っております。当然、補助金の範囲内でいろ

んなかたちの運営をしなければいけないもの

ですから、単独の協会の予算だけでは限界が

あります。皆さんの思いとずれが生じている

のも当然であります。そしていろんなかたち

で我々はいま取り組みやっております。例え

ば高速船の導入についても、安永観光さんの

高速船を渡名喜経由のものにできないかと

か、今進めている観光バスも新たな会社が認

可を受けました。これも近々修学旅行が全て

年間バッティング対応できるような仕組みも

できます。いろんなかたちで努力しておりま

す。そのへんぜひご理解していただきたいと

思います。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

重複のところもありますが、約2億5千万円

の累積赤字もあると。今回、太陽発電として

2千500万円を投入するということで、町の予

算を常に持ち出してやっている。もちろん株
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式会社の代表取締役は町長になっております

が、そういうようなものをいつも投入してく

と、こういうかたちではいつまで経っても自

立できないということ。

それから、いいことばっかり言っています

が、やはり国の政策においても、先ほど八ツ

場ダムはじめ、今度は静岡空港とか、あるい

は茨城空港など採算が取れるということであ

れだけのたくさんの空港を造ったら、国民が

全部これを負担しなきゃいけないと、税金を

負担しなきゃいけないというようなことにな

っている。これは特に第３セクターというの

は、町のですね、オーランドも健康保持のた

めにというかたちであるんですが、しかしこ

れは株式会社になっている。そのためには儲

けがないといけない。儲けを出さないといけ

ない。普通の一般の研究施設とか、あるいは

健康増進センターとは違うんです。そういう

ようなかたちでみると、やはり今もってもう

一つ精査すべきだということ。

それと、皆さん方の手法というのがおかし

いと。今、会議規則の中に、株式会社オーラ

ンドというかたちで入れているんですが、私

から見ればそのための各種団体も入れてるん

じゃないかと勘ぐりをせざるを得ないという

ことです。そして、議案の提出の仕方、資料

も今日持ってきてある、今日の午前中。全員

連絡協議会でもないし、議員が集まる時間帯

を見計らって直前にこういった資料も持って

る。僕は一応目を通しましたが、そういった

手法というのはいかがなものかと。再三指摘

しておりますが、議会は事後承認機関じゃあ

りませんと。あるいは皆さん機関の使い走り

じゃありませんと前々から言ってきたわけで

すが、そういったものも配慮しないで直前に

資料をハイッと出す。ということはいま私が

言ったような追認機関、議会は執行機関に対

する追認機関かと、あるいは使い走りかと、

こういうようなことを言わざるを得ない。そ

ういうことをよく考案してこれから対応され

ていただきたい。

結論としては、今こういう計画には、条例

には私は反対の立場であります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

先ほど総務課長の説明で、運用する場合に

は審査して貸し付けするということですが、

規則の中にも審査機関というのは入っていな

いんですが、前の説明の中には設置して審査

すると言っていましたが、どうなっています

か。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの審査機関ですが、規則の中には

特に規定はおいておりません。外郭団体は基

本的には再建を支援する団体が経営危機に陥

った場合、外郭団体ですから、基本的には補

助金を流している団体については第３セクタ

ー等経営評価委員会の評価の対象になってき

ますので、まずはその団体で、第３セクター

等経営評価委員会でその補助金を流している

団体の経営審査をまず基本的にはやります。

経営状況をですね。やった上で再建計画を出

してもらう。それが的確かどうか見た上で、

また内部の審査機関というのは特に今メンバ

ーは決めておりませんが、内部でしっかりと

審査をして決定するというような段取りにな
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ります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

審査機関というのが今問われているんです

が、内部だけの審査機関でいいのか、それと

外部から入れての審査機関じゃないんです

か。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

基本的には二段構えで考えておりまして、

定義の中に第３セクターとは何かという部分

に、要は町から補助金を交付している団体が

対象になりますということになりますので、

その経営危機に陥った場合はそういった団体

の経営再建計画を出してもらって、その経営

の内容を第３セクター等経営評価委員会で評

価します。その段階で経営の中身については

問題点を洗い出すことができると考えており

ます。その第３セクターと経営評価委員会で

貸付資金の決定をするわけではないんです

が、その評価結果を踏まえて町は内部で貸す

か貸さないかの判断をするというかたちで考

えております。

メンバーについては、特に規則で定めてお

りませんが、当然財政と主管課、その団体を

主管する課、それからプロジェクト、町全体

の経営を企画する立場にありますのでプロジ

ェクトといったようなところがメンバーにな

ると考えております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今までもずっと指摘してきたように、今ま

でもできないことをこれはやろうとしてい

る。それで基金をつくれば基金に安易に頼る

可能性がありますので、この条例には絶対反

対であります。

○ 議長 山里昌輝

次に、原案に賛成者の発言を許します。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

今までいろいろと質問もありましたし、ま

た執行部の方も真剣に考えて回答しておりま

すが、まず、久米島町が持っている、私なり

に実は負の資産と呼んでいます。いわゆる利

益はないけれど町費をつかって応援してあげ

ないといけない財産、あるいは組織、これは

私なりの言葉ですが負の資産と呼んでいるわ

けですが、今、この久米島が何の方向性をも

ってきているかということが問われていると

思います。

私は久米島は当然、第一基幹産業として農

業なしでは久米島は生きていけないと思いま

す。それからみましても土地改良は当然、子

孫に残す大事な国土であり農土であるという

ことで今までずっとやってきたわけですが、

その中におきましてもやはりそれは助成して

いかないといけない。

それと、今盛んに言われているオーランド

バーディとか、あるいは組織としては違うん

ですが総合グランドとか、楽天が使っていま

す野球場とか、これも当然町が支出をやりな

がらも運営して、楽天も来てくれているので、
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観光客も皆さんは一生懸命増員しようと頑張

っています。その受け入れる態勢がなければ、

当然観光客も来ないわけです。それから、農

業後継者も育たないわけです。

先ほど副町長がおっしゃっていました、あ

れはバスの関係だったか、団体を受け入れる

態勢にもっていくんだと。これも私はこの基

金は、皆さんの久米島町をどうするんだとい

うこと、観光客をどう増やすんだということ

の表れの結果だと思います。

従いまして、この基金をまず設定していた

だいて、先ほどから規則にはないけれども審

査員があるからそこで厳重に審査したらいい

んじゃないかという話ですので、私はそれに

期待してこの案に賛成します。

○ 議長 山里昌輝

他に討論ありませんか。

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

本案に反対の立場で討論します。いったい

どこまで支援すればいいのでしょうか。これ

まで久米島町バーデハウスには経営再建対策

補助金として１千万円も補助してきました。

紬基金振興費として200万円毎年やっていま

す。それで貸し付けもやっております。土地

改良運営補助金も毎年２千万円、それから観

光協会にも１千万円補助してきました。これ

まで支援を講じてきて改善されなければ、今

後これを貸し付けして、本当にこれが償還さ

れるのかどうか。そういうところが一番危惧

されます。10年返済となっておりますが、お

そらく10年こっちに残っている人はわずかな

人数だと思います。責任は誰が取りますか。

２つの将来の目的をもった基金を廃止して、

この新たな基金を設置することに反対しま

す。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

本案に賛成する者として討論いたします。

基金の運用につきましては、審査機関を設置

して十分審査して貸し付けするということに

なっていますので、産業及び産業振興を支援

するのは行政の役目だと思います。そして育

成するのも行政の役目であり、特に第３セク

ター事業につきましては、他の事業振興を誘

導する、そして地域町民の健康増進にもつな

がっていくということでございまして、まだ

ある程度の支援、あるいは財政負担は財政需

要額とみていいなじゃないかと思います。但

し、基金運用にあたっては厳しく審査し、よ

っては経営改善計画の提出を求め、十分精査

して対応するよう強く要望して賛成します。

○ 議長 山里昌輝

他に反対討論ございますか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

やはり2億5千万円の累積赤字と、今度しよ

うとしている2千500万円の太陽発電の予算に

ついても、これからずっとそのままいくとず

っと支出があるんじゃないかということで予

想しております。そしてもう１つは、取扱規

則の４条をみても、基金の貸し付けは1億4千

600万円の2分の1以内ということであります

が、つまり同一団体に貸し付ける額は基金総

額の２分の１、約７千万円、一団体に貸しま

すよと。こういうことからすると、やはり２

条に掲げる産業団体関係、株式会社オーラン

ドに対する支援ということを想定に入れてい

るんじゃないかというようなこと。
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それから、３点目に、今まで十分に指摘し

てきた議会とは何ぞやと、資料も議会のその

日になって持ってきた。議会軽視も甚だしい

という立場で、やはり反対をいたします。

○ 議長 山里昌輝

他に討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで討論を終わります。

これから議案第19号、久米島町産業振興基

金条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手少数）

○ 議長 山里昌輝

挙手少数です。従って、議案第19号、久米

島町産業振興基金条例については、否決され

ました。

日程第12 平成21年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算（第３号）に

ついて

○ 議長 山里昌輝

日程第12、議案第20号、平成21年度久米島

町下水道事業特別会計補正予算（第３号）に

ついてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第20号、平成21年度久米島下水道事業

特別会計補正予算（第３号）の概要について

ご説明申し上げます。

予算書の１ページ目。

平成21年度久米島町下水道事業特別会計補

正予算（第３号）予算概要は、歳入歳出それ

ぞれ28万7千円を増額し、総額2億6千38万6千

円と定める。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第20号、平成21年度久米島下

水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第20号、平成

21年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第３号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第13 町道の変更について

○ 議長 山里昌輝

日程第13、議案第21号、町道の変更につい

てを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）
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○ 副町長 大田治雄

議案第21号、町道の変更について。

道路法第10条の規定により、次のとおり町

道の路線を変更する。大枠の中に路線番号、

路線名、起点、終点、経過地となっておりま

すが、

路線番号 ７号

路 線 名 奥武島１号線

起 点 字宇根泊原1524番地の2

終 点 字奥武171番地の2

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

町道の路線を変更するには、道路法第10条

第３項の規定により議会の議決を得る必要が

ある。これがこの議案を提出する理由であり

ます。

次ページに、平面図を添付しておりますの

で、ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第21号、町道の変更について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第21号、町道

の変更については、原案のとおり可決されま

した。

日程第14 あらたに生じた土地の確認につ

いて

○ 議長 山里昌輝

日程第14、議案第22号、あらたに生じた土

地の確認についてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第22号、あらたに生じた土地の確認に

ついて。

地方自治法第９条の５第１項及び同法第26

0条第１項の規定により、本町の区域内にあ

らたに生じた次の土地を確認するため、議会

の議決を求める。

１．場所 久米島町字真我里マガイ底原413

番６の地先公有水面

仲里漁港内であります。

２．面積 492.43㎡

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

公有水面埋立により本町の区域内にあらた

に土地が生じたので、地方自治法第９条の５

第１項及び同法第260条第１項の既定に基づ

き、議会の議決を得て、その趣旨を確認する

必要があるため本案を提案する。

次ページ目に平面図で赤塗りされた部分が

今回の対象の場所であります。ご審議よろし

くお願いします。
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（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第22号、あらたに生じた土地

の確認についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第22号、あら

たに生じた土地の確認については、原案のと

おり可決されました。

日程第15 専決処分の報告について（４号

農道整備工事請負契約）

○ 議長 山里昌輝

日程第15、報告第１号、専決処分の報告に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第１号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により、

議会において指定されている事項について別

紙のとおり専決処分したので同条第２項の規

定により報告する。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページ目には専決処分書を添付しており

ます。今回の１回目の専決処分の案件につい

ては、契約金額中、4千420万5千円を4千819

万800円に変更したものであります。

先ほど平面図の資料も添付されているかと

思いますが、よろしくご審議下さい。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これで専決処分の報告についてを終わりま

す。

日程第16 専決処分の報告について（４号

農道整備工事請負契約）

○ 議長 山里昌輝

日程第16、報告第２号、専決処分の報告に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第２号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により、

議会において指定されている事項について別

紙のとおり専決処分したので同条第２項の規

定により報告する。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページに専決処分２号の処分書説明があ
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りますが、その中で、先ほども説明しました

が、契約金額中、4千819万800円を4千844万1

千750円に変更したためであります。

これについてもカラー刷りの平面図が添付

されているかと思いますが、よろしくご審議

下さい。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これで専決処分の報告について（４号農道

整備工事請負契約）を終わります。

日程第17 平成22年度沖縄県町村土地開発

公社事業報告について

○ 議長 山里昌輝

日程第17、報告第３号、平成22年度沖縄県

町村土地開発公社事業報告についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第３号、平成22年度沖縄県町村土地開

発公社事業報告について。

地方自治法第243条の３第２項の規定によ

り、平成22年度沖縄県町村土地開発公社事業

計画を報告します。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

資料の関係する項目が、冊子の中の４ペー

ジから５ページになりますが、その上側に平

成６年から久米島多目的公園埋立地、その段

の方が今回の該当する儀間嘉手苅地先の場所

の内容となっております。ご審議よろしくお

願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

来年度の予算の中に土地購入費というのが

ありますよね。あれで全部終わるわけですか、

今年いっぱいに。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

４ページをお開き下さい。前年度繰越額、

久米島多目的公園ですね、4億1千334万3千円

から今年度その公園の造成で国庫補助金を導

入しまして、償還しまして、残りの分が7千7

80万4千円は残るという、これは次年度また

購入ということになります。２カ年間で全部

購入する予定でございます。3億いくらかに

なりますね。その差額の分は22年度で償還と

いうことになります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

これで質疑を終わります。

これで平成22年度沖縄県町村土地開発公社

事業報告についてを終わります。

○ 議長 山里昌輝

暫時休憩します。（午後２時50分）

○ 議長 山里昌輝
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再開します。（午後３時02分）

日程第18 平成22年度久米島町一般会計予

算について

○ 議長 山里昌輝

日程第18、議案第11号、平成22年度久米島

町一般会計予算についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第11号、平成22年度久米島町一般会計

予算概要についてご説明申し上げます。

予算書と併行して進めたいと思います。ま

ず、予算書の１ページ目から。久米島町一般

会計予算は歳入歳出の総額を67億235万円と

定め、対前年度6億5千816万7千円、10.9％の

増額となります。

当初予算ペースから見ますと、合併後は年

々縮減傾向にあり、合併初年度の平成14年度

と比較すると約２分の１に縮小されておりま

す。

対前年度と比較しますと、約6億6千万円の

増額となっており、主な要因としましては、

新規事業であります久米島多目的公園整備事

業の3億2千299万6千円を計上し、プロジェク

ト推進室所管の県補助金によります緊急雇用

創出臨時特例交付金事業3千111万7千円、地

域人材育成事業には3千915万円の計上や、平

成22年度より実施いたします子ども手当等が

主な要因となっております。

しかしながら、今後においては新規事業の

抑制を図る観点からと、また、昨年度から実

施されています国の景気対策のための臨時交

付金事業等の突発的要素を除くと更に縮減傾

向が続くことが予想されています。

平成24年度からは普通交付税が段階的に縮

小されていき、平成29年度の当初予算編成か

らは１本算定となり、現在の交付税額より６

億円以上の縮減が見込まれております。

それでは、平成22年度の一般会計予算にか

かります歳入歳出の主な概要についてを申し

上げます。

予算書の10ページ、まずはじめに、歳入に

おきまして地方税では町民税2億4千627万96

千円を計上しておりますが、対前年度比マイ

ナス428万7千円の減額となり、固定資産税に

ついては3億1千229万6千円を計上し、対前年

度比595万3千円の増額となっております。

11ページ目に入りますが、また、たばこ税

においては5千575万8千円の計上に対して、

前年度比マイナス528万5千円の減となってお

り、２年連続して大幅な減少が見込まれます。

町税全体でも6億3千542万3千円の予算額に

対して、前年度マイナス267万9千円の減額計

上としており、厳しい状況となっております。

２款地方譲与税から９款地方特例交付金つ

きましては、沖縄県からの提供データに基づ

き予算計上を行っております。

予算書の12ページ、地方交付税では34億3

千129万8千円の予算計上で、対前年度2億円

の増額を見込んでおり、平成21年度の確定額

及び平成22年度の地方財政計画において、普

通交付税が平成20年度から３年連続の増額と

なることが見込まれていることと、また、平

成20年度から引き続き地方再生対策費が盛り

込まれ、新たに今年度より雇用対策地域資源

活用臨時特例債が創出されております。これ

については人を大切にする施策を地域の実情

に応じて実施するため、平成22年度より創設
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される予定となっております。

戻りまして３ページになりますが、国庫支

出金においては6億3千383万8千円で、対前年

度3億3千584万2千円の増額となる一方で、県

支出金については8億213万9千円の予算計上

で、前年度マイナス2千145万7千円の減額と

なっております。国庫支出金については、新

規事業となります土木費の久米島多目的公園

整備事業や平成22年度４月から15歳以下を対

象に支給を行われます子ども手当1億6千553

万1千円が新たに計上されることが主な要因

となります。

県支出金については、ハード事業の農林水

産業費の村づくり交付金、久米島地区、事業

及び農山村活性化プロジェクト支援交付金ス

ハラ地区事業の完了に伴う減額となる一方

で、予算書の18ページに入りますが、平成21

年度に引き続き実施いたします緊急雇用創出

臨時特例交付金事業に3千111万7千円、ふる

さと雇用再生特別交付金事業1千757万2千円

を計上しております。また、新規事業としま

して、地域人材育成事業に2千951万3千円、

重点分野雇用創出事業927万5千円を計上し、

これらの４事業は全て県の100％補助事業と

なっております。

予算書の25ページ目に入ります。地方債で

は、対前年度5千872万9千円の増額計上とな

っておりますが、過疎、辺地等の地方債につ

いては減額計上となっておりますが、合併特

例事業債については新規事業の久米島多目的

公園整備事業導入により4千860万円の増額や

臨時財政対策債については地方財政計画の方

針により、対前年度2千802万9千円の増額を

予定しております。また、昨年度同様に義務

的経費の削減に努めるとともに、予算編成時

の枠配分方式等により、平成21年度創設しま

した地域雇用創出推進基金及び久米島多目的

公園整備事業に充当する土地開発基金の繰入

金以外は予算計上は行っておりません。その

ため、自主財源が対前年度減となっておりま

すが、基金の取り崩しを当初予算編成から実

施していないことは、今後、緊急時の補正予

算編成に大きな意味合いをもつものでありま

す。

戻りまして８ページ、続きまして、歳出予

算につきましてご説明いたします。

２款総務費におきましては1千369万2千円

の増となっておりますが、主な要因として参

議院選挙を含め３つの選挙費が計上されたこ

とによる増額計上となります。また、指定統

計調査費におきましては、５年に一度行われ

ます平成22年度国勢調査費を計上しており、

対前年度174万1千円の増額となっておりま

す。

総務管理費の積立金については、予算書の

29ページになりますが、地域振興基金1億40

万円、財政調整基金8千945万円を含めて、総

額1億8千992万9千円を計上しております。

公債費においては、平成21年度には補償基

金免除によります繰上償還制度を活用したこ

とにより、元金償還費で対前年度マイナス8

千362万円の大幅な減額となっております。

もう一度８ページに戻ります。民生費にお

きましては3億1千144万2千円の増となり、先

ほど説明しました子ども手当の創設及び新規

事業となります介護基盤緊急整備特別対策事

業1億3千415万円を計上しており、こちらに

ついては小規模特養施設及び小規模多機能施

設の建設費として建設事業所に交付する事業

となっております。
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また、21年度実績から国民健康保険に加入

している一般被保険者の療養給付費の伸びを

勘案し、国保特別会計への繰出金3千173万9

千円の増としております。また、老人医療制

度が平成20年度から大幅に改正され、老人医

療特別会計から段階的に後期高齢者医療特別

会計に移行されることとなり、老人医療特別

会計への繰出金が51万円となる一方で、予算

書の45ページになりますが、平成20年度より

創出された後期高齢者医療特別会計への繰出

金は3千759万6千円となっております。また、

後期高齢者医療広域連合への負担金も9千408

万7千円を計上しております。少子化対策の

一環としましては、久米島公立病院の産婦人

科医不在により、公立病院での出産が出来な

い状況にあることから、平成20年度から引き

続き出産助成金900万円を計上しております。

予算書の48ページになりますが、衛生費に

おきましてはマイナス438万5千円の減額とな

り、事業内容等については、昨年度と大きく

変わったものではございませんが、新規事業

としましてアーサ虫の防除方法の確立研究調

査費用として82万円を計上しております。ま

た、平成21年度から引き続きハブ捕獲駆除事

業を実施するため、報償費80万円を計上して

おります。

予算書の54ページになります。農林水産業

費におきましては、マイナス1億1千858万9千

円の大幅減額となりますが、主な要因としま

して、先ほど歳入の県支出金でも説明しまし

た建設課主幹の水産業費の村づくり交付金久

米島地区事業及び農産漁村活性化プロジェク

ト支援交付金スハラ地区事業が完了したこと

によるものでございます。

59ページに入りますが、継続事業として中

山間地域総合整備事業として2億200万円を計

上し、比屋定、大岳地区、25年度までの計画

で整備を行ってまいります。

昨年度より実施しています農業水利施設ス

トックマネジメントの事業は6千58万円の対

前年度3千92万7千円の増額となっておりま

す。この事業は築15年以上経過した減圧弁の

更新等を実施する予定となっております。

漁港建設費においては、漁村再生交付事業

の実施で５千万円、事業内容については、儀

間漁港及び鳥島漁港の整備を予定しておりま

す。強い水産業づくり交付金事業4千500万円

は仲里漁港地区の浮き桟橋オーナーバースの

設置工事を予定しております。また、稼働２

年目を迎えます久米島堆肥センター運営費に

ついては1千549万5千円を計上しております。

予算書の63ページに入りますが、商工費に

おきましては4千310万9千円の増額となって

おりますが、主な要因としまして、商工振興

費の離島空路確保対策分担金2千667万7千円

を計上しており、昨年度までは年度途中に分

担金の決定を待って、補正予算により対応し

ておりましたが、今年度より前年度実績額を

当初予算に計上することとしました。

また、新規事業として久米島観光危機突破

対策補助金800万円、地域人材育成事業、県

補助金100％の観光ガイド育成事業759万8千

円及び重点分野雇用創出事業、県補助金100

％の観光受入強化事業927万5千円を計上し、

事業内容については観光入域客動態調査や観

光資源調査、コース設定、観光案内板設置等

を予定しております。

また、プロ野球対応費につきましては、昨

年同様に経常的に予算化が必要な経費につき

ましては当初予算への計上としております。
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予算書の72ページになりますが、土木費に

おきましては4億2千346万4千円の大幅な増額

となり、主な要因は新規事業となります防衛

施設周辺民生安定施設整備事業3億2千299万6

千円及び特定防衛施設周辺調整交付金3千50

万円を計上しております。事業内容につきま

しては、久米島地先に新たにパークゴルフ場

を整備する予定でございます。

道路橋梁費に町管理橋梁の寿命を調査する

橋梁長寿修繕計画対策業務310万円を計上し、

継続事業の久米島縦断道路整備事業も8千万

円を計上しております。

予算書の73ぺージに入りますが、消防費に

おきましては、防衛施設周辺民生安定施設整

備事業により消防ポンプ自動車１台を導入す

る事業費として4千316万2千円を計上してお

ります。

77ページに入りますが、教育費においては

1千235万9千円の増額となっておりますが、

なかさと友好の翼交流事業や海外ホームステ

イ研修所生事業も昨年同様実施して参りま

す。また、新たに沖縄県へき地教育研究大会

久米島大会が実施されることから、補助金と

して100万円を計上しております。また、保

健体育費、総務費においては今年５月からオ

ープン予定のＢＧ海洋センタープールの対応

費として788万1千円を増額計上しておりま

す。ホタル館費については、沖縄県緊急雇用

創出事業を活用した棚田再生事業474万円を

計上しております。

以上が平成22年度久米島町一般会計予算概

要となっております。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に留めていただくようお願いいたしま

す。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第19 平成22年度久米島町国民健康保

険特別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第19、議案第12号、平成22年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第12号、平成22年度久米島町国民健康

保険特別会計予算概要についてご説明申し上

げます。

平成22年度久米島町国民健康保険特別会計

は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

12億9千909万4千円と定める。歳入歳出とも

前年度と比較すると1億1千718万9千円、9.9

％の増額で、療養給付費の決算額が前年度と

比較すると千万単位で増額しており、年度途

中の補正予算で追加していることから、各年

度の伸びを考慮して予算計上しているため増

額に繋がっております。
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予算書の７ページ目、歳入の主な概要につ

きましてご説明申し上げます。まず、５ペー

ジ目から、１款国民健康保険税は対前年度マ

イナス317万8千円、1.7％の減で、直近の調

定額を基に算出しており、新年度の７月本算

定後に調整してまいります。

８ページ目、５款国庫支出金では療養給付

費で6千564万6千円、29.3％の増となり、歳

出において一般被保険者療養給付費の伸びに

よる充当財源として増額しております。

６款療養給付費等交付金は、退職者被保険

者等にかかる保険給付費を基に社会保険診療

報酬支払基金から交付されますが、一般被保

険者同様に退職医療給付費においても伸びて

いる傾向から、充当財源として510万3千円、

24.2％を増額しております。

予算書の９ページになります。10款共同事

業交付金の増額につきましては、沖縄県国民

健康保険連合会からの共同事業拠出金を基に

算出し、489万2千円、２％の増。

12款繰入金については、療養給付費の増額

に伴う充当財源として4千173万9千円、29.2

％を増が組み込んでおります。

予算書の12ページに入ります。歳出につき

ましては、２款保険給付費において8千886万

円、17％の増で、一般被保険者療養給付費8

千728万3千円、17.8％の伸びとなり、過去３

カ年から比較すると約1億3千万円の増と年々

増えている状況にあります。

医療費の増高は、医療制度改革による退職

被保険者の年齢引き下げによる一般被保険者

増員などの要因もありますが、全体的に医療

が伸びてきている状況にあり、療養給付費の

増に伴い高額療養費におきましても1千747万

5千円、24.8％の増額計上としております。

２款保険給付費、出産育児一時金は平成21

年10月１日から一時金額38万円から42万円へ

増額されており、出産件数見込額から540万

円、47.4％の増としております。

以上が平成22年度久米島町国民健康保険特

別会計予算の概要となっております。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても前案同様、後日予定されて

おります予算審査特別委員会において、細部

にわたって質疑ができますので、この場にお

いては大綱的な質疑に留めていただくようご

協力お願いいたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第20 平成22年度久米島町老人保健特

別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第20、議案第13号、平成22年度久米島

町老人保健特別会計予算についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第13号、平成22年度久米島町老人保健

特別会計予算概要についてご説明申し上げま

す。
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予算書の１ページに入ります。平成22年度

久米島町老人保健特別会計予算は、歳出歳予

算の総額をそれぞれ555万3千円と定め、対前

年度マイナス1億1千798万4千円、マイナス95.

5％の大幅な減となりました。老人保健特別

会計の予算につきましては、平成20年４月に

後期高齢者医療制度が実施され、平成20年度

現年度分より後期高齢者広域連合からの給付

となり、老人保健特別会計に計上されており

ますのが、平成19年度以前にかかる現物給付

費及び現金給付分を計上することとされ、給

付完了が見込まれる４年ないし５年間は存続

することとされておりますが、過年度分の清

算が前年度決算見込額から大幅に減少したこ

とにより、平成22年度当初予算額が大幅に減

額となった要因となっております。

４ページ目に入ります。歳入におきまして

は歳出予算額に計上されている医療諸費にか

かる公費負担分で、医療諸費にかかる２分の

１を１款支払基金交付金が、３割を２款国庫

負担、１割を３款県負担金、残りの１割を４

款一般会計からの繰入金で対応しております

が、各予算ごとに減額しており、冒頭で申し

上げましたとおり歳出の現物給付費並びに現

金給付費の縮小となっております。

予算書の５ページ目になりますが、歳出で

は１款医療諸費が主で、１目現物給付費、２

目現金給付費、共に平成21年度の決算見込み

ベースが大幅に縮小したことにより、実績を

見込み計上したため減額となっております。

以上が平成22年度久米島町老人保険特別会

計予算の概要となります。

平成22年３月10日提出

久米島町町長 平良朝幸。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても、後日予定されております

予算審査特別委員会において細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に留めていただくよう、ご協力お願

いいたします。

これから質疑を行ないます。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第21 平成22年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第21、議案第14号、平成22年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第14号、平成22年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算概要についてご説明申し

上げます。

平成22年度久米島町後期高齢者医療特別会

計予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ7

千827万8千円と定め、対前年度マイナス192

万9千円、2.4％の減となりました。

予算書の４ページ目に入ります。１款後期

高齢者医療保険料におきましては、年度末の

調停額を基に８割強を特別徴収、１割弱を普

通徴収として算定し、対前年度マイナス61万

5千円、1.5％の減を見込んでおります。
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３款繰入金では、保険基盤安定繰入金とし

て保険料の軽減分を受けた被保険者分を国・

県・町が支援するもので、特別財源分を一般

会計の県負担金として収入後、町負担分を含

め、後期特別会計へ繰り出す予算となってお

ります。負担割合としては国・県が４分の３、

町が４分の１負担となります。

予算書５ページ目にになりますが、歳出に

おきましては後期広域連合で保険料を決定後

に町で徴収した保険料を後期連合へ納付する

額及び保険基盤安定として国・県分に町分を

合算した繰入額を、２款後期高齢者広域連合

負担金として予算計上しております。

以上が平成22年度久米島町後期高齢者医療

特別会計予算概要となります。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に留めていただくよう、ご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第22 平成22年度久米島町水道事業会

計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第22、議案第15号、平成22年度久米島

町水道事業会計予算についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

議案第15号、平成22年度久米島町水道事業

会計予算概要を説明いたします。

1ページをお開き下さい。平成22年度久米

島町水道事業会計予算案の概要をご説明申し

上げます。

第２条、給水戸数3千818戸、年間吸水量10

5万5千立方メートルを予定しております。

３ページをお開き下さい。第３条、収益的

収入及び支出の第１款水道事業収益は2億2千

943万円を予定し、第１項営業収益は前年度

の実績を基に積算して2億1千920万7千円で主

に給水収益となっております。第２項営業外

収益の他会計補助金は一般会計からの補助金

で本年度は１千万円となっております。

４ページをご覧下さい。第１款水道事業費

は2億2千925万1千円を予定し、第１項営業費

用では主に修繕費、動力費、薬品費、材料費、

委託料等となっております。第２項営業外費

用は主に支払い利息と消費税となっておりま

す。水道事業経営におきましては、各施設の

機器及び配水管等の老朽化に伴い修繕費と材

料費に過大な費用を要すると見込み、予定損

益計算においては17万9千円の純利益を見込

んでおります。

５ページをご覧下さい。第４条の資本的収

入及び支出では、当年度は資本的収入におい

ては4千221万2千円、資本的支出は1千939万2

千円を予定し、主に儀間ダム建設負担金企業

債償還金となっております。
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収入額が支出額に不足する額6千718万円は

過年度分損益勘定保留資金と消費税資本的収

支調整額をもって補填する予定です。今年度

も安全で良質の水道水を安定的に供給するこ

とを最大の責務とし業務を行って参りたいと

思います。よろしくお願いします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案も後日予定されております予算審査特

別委員会において細部にわたって質疑ができ

ますので、この場においては大綱的な質疑に

留めていただくよう、ご協力お願いいたしま

す。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第23 平成22年度久米島町下水道事業

特別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第23、議案第16号、平成22年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第16号、平成22年度久米島町下水道事

業特別会計予算概要についてご説明申し上げ

ます。

予算書の１ページ、平成22年度久米島町下

水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出2

億5千936万9千円と定め、対前年度502万1千

円の増額予算となっており、主な要因としま

しては、下水道建設費の増額によるものであ

ります。

予算書の４ページ目になります。平成22年

度歳入については、１款使用量及び手数料1

千406万6千円。２款国庫支出金4千200万円。

３款繰入金1億7千530万2千円。６款町債2千8

00万円となっております。

詳細につきましては、これから歳入予算を

はじめ平成22年度予算の内容についてご説明

いたします。

予算書の４ページ目、１款使用料及び手数

料におきましては1千406万6千円で、内訳と

して下水道現年度分が93％見込みで1千339万

2千円。農業集落排水事業分が34万8千円、滞

納分の６割の32万6千円を過年度分として算

定しております。

２款国庫支出金では平成22年度下水道建設

費7千万円の10分の６の補助率で4千200万円

となっております。

３款繰入金は1億7千530万2千円となってお

ります。

６款調査費は増減なしの2千800万円となっ

ております。

以上が歳入の主な内容となっております。

続きまして、歳出予算内容についてご説明

申し上げます。予算書の７ページ目になりま

す。歳出につきましては、１款総務費、１項

総務管理費、１目一般管理費1千633万円。２

目下水道維持費3千69万6千円。３目下水道建

設費7千205万4千円。５目農業集落排水事業

費208万2千円。

２款公債費1億3千720万7千円となっており

ます。１目一般管理費では102万5千円増の1

千633万円となっております。２目下水道維
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持費は147万9千円の増の3千69万6千円となっ

ております。３目下水道建設費は417万円増

の7千205万4千円で、平成22年度工事に美崎

地区、字真謝地内管渠敷設工事延長900ｍの

工事及び実施測量設計500ｍを予定しており

ます。

２款公債費は1億3千720万7千円を計上して

おります。

平成22年３月10日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に留めていただくよう、ご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

お諮りします。

議案第11号、平成22年度久米島町一般会計

予算について。議案第12号、平成22年度久米

島町国民健康保険特別会計予算について。議

案第13号、平成22年度久米島町老人保険特別

会計予算について。議案第14号、平成22年度

久米島町後期高齢者医療特別会計予算につい

て。議案第15号、平成22年度久米島町水道事

業会計予算について。議案第16号、平成22年

度久米島町下水道事業特別会計予算について

は、議長を除く13人の議員で構成する予算審

査特別委員会を設置し、これに付託して審査

をすることにしたいと思います。

ご異議ありませんか

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く13人の議員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

○ 議長 山里昌輝

以上で、全会計の予算の大綱的な質疑は終

了いたしました。

お諮りします。

12日から16日までの日程で行われる予算審

査特別委員会委員長に総務・文教・民生委員

長の宮田勇委員に、副委員長に建設・経済委

員長の山城宗太郎委員を選出したいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員会委員長に宮田勇委員、副委員長に山

城宗太郎委員を選出することに決定しまし

た。

以上で、本日の議事日程は全て終了しまし

た。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午後３時42分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 山 里 昌 輝

署名議員（議席番号11番） 宮 里 洋 一

署名議員（議席番号12番） 翁 長 学



平成22年（２０１０年）

第２回久米島町議会定例会

２日目

３月11日
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平成22年第２回久米島町議会定例会

会 議 録 第 ２ 号

招 集 年 月 日 平成22年３月11日 （木曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 散 会 日 時 開 会 ３月11日 午前10時00分 議長 山 里 昌 輝

及 び 宣 言 散 会 ３月11日 午後２時54分 議長 山 里 昌 輝

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 崎 村 正 明 ８番 幸 地 良 雄

２番 宮 田 勇 ９番 上 里 総 功

３番 饒平名 智 弘 10番 安 村 達 明

出 席 １４名 ４番 宇江原 総 清 11番 宮 里 洋 一
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○ 議長 山里昌輝

会議を開く前に報告します。本日は数名の

皆さんから議会傍聴の申し入れがありまし

た。まだ、来ておりませんが、来次第許可し

ます。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程はあらかじめ手元に配布し

たとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番平良義徳議員、１番

崎村正明議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 山里昌輝

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の時間は、会議規則第56条第１項

の規定によって30分以内とします。なお、質

問は質問席から一括質問、総括質問のあと、

一問一答方式で行います。

それでは、順次発言を許します。

９番上里総功議員。

（上里総功議員登壇）

○ ９番 上里総功議員

９番上里であります。１点ほど質問したい

と思います。観光産業の振興について、本町

においては今まで観光客誘客のために島の学

校、バーディーハウス、久米島野球場、ホタ

ルドーム等の施設整備がなされ、受け入れ態

勢は強化されてきたが、結果として、観光客

は9万5千人台である。また、１月６日には観

光客、入域客数減少に歯止めをかけようと久

米島観光危機突破決起大会が開かれ、300人

の関係者が参加をし、危機突破を誓ったとい

うことであります。

そこで、観光客入域の低迷の原因は経済不

況も考えられるが、観光協会の態勢に問題が

ないか伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

９番上里総功議員の質問にお答えいたしま

す。観光産業の振興について、現在観光協会

では、毎月の定例理事会の開催、また、総務

企画部、誘客宣伝部、受入促進部、青年部、

各種委員会が機能し、現状分析や事業計画実

施など、活発な事業運営を務めており、効果

は徐々に出てきていると思います。しかし、

まだ改善するところはあると思いますので、

協力して取り組んでまいります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今の答弁によると、各種委員会が機能し、

現状分析や事業計画実施など活発な事業運営

に努めておりますとなっておりますが、観光

振興を重点目標に掲げながら、観光客の生の

声を聞く場所、久米島空港内の観光案内所が

無人になっているのはどういうことなのか。

また毎年、観光キャラバン隊を組織して、観

光の売り込みや特産品の販売を行い、たいへ

ん好評だったという話はよく聞いているが、

その後、特産品の取引についての話が聞こえ
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てこない。その原因は。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

観光関係に携わっているものとして、答弁

したいと思います。あらゆるかたちでキャラ

バン含め、昨日も申し上げましたが、それぞ

れのリゾートホテルさんのＧＭとか、各民宿

の理事の皆さんとか、キャンペーン等におい

ても120社余りの下期、上期のキャラバンで

回っております。そういうかたちでいろんな

かたちで取り組んでおりまして、数字上は今、

伸び悩んでおるんですが、これはそれに他の

地域においても同じ結果が出ておりまして、

特に航空関係の業界においても危機的な状況

において、県はじめ国も官公庁一体となって、

いろんな取組みをやっているところでありま

す。

現時点では、横ばいの状況ではありますが、

今後、それに対応できるようなかたちで、昨

日も申し上げましたが、その冬場の修学旅行

の対応の問題とか、足の問題がありますので、

そのへんの改善も含めて、我々としても取り

組んでいるところであります。

いろんな物産展においても、先月、琉球ジ

ャスコさんの社長も久米島に来島されて協定

も締結された中で、また、来週には南風原ジ

ャスコ店で物産展、または観光も含めてフェ

アの予定もしています。町長はじめトップセ

ールスとして、宮城県でも昨年はやってきま

したし、その成果が徐々に出てくるものと思

っております。いろんなかたちで伸び悩んで

おるんですが、観光協会としては、可能な限

り、実際今職員も正職員は、事務局長一人し

かおりません。あとは臨時職員で、東京直行

便の飛んでいる期間は、空港にも臨時職員を

一人配置してやっております。その他の期間

においては、団体が入る場合は、そこに出向

いてやっております。

あとはパンフ等については、レンタカー会

社とも協力して、そこで案内も含めてさせて

おります。いろんなかたちで取り組んでおり

ますので、ぜひ、そのへんの理事の皆さんも

頑張っていますので、ご理解をよろしくお願

いします。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

人員態勢については、町長からもありまし

たが、平成22年度において久米島空港の案内

所の活用をして、雇用対策事業で観光入域の

動態調査とか、そういうことを今予定してお

ります。それも含めて空港を主体として案内

も含めて22年度においては対策も含めての事

業を計画しております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今まで観光振興、振興といいながら、一番

の観光案内は窓口ですよ。観光客の生の声を

聞く、窓口なんですよ。そこは要するに人が

いないということはおかしいんじゃないです

か。

今まで何十年間も空港ができてから、そう

いう状態じゃないですか。私はそれを何で言

うかといいますと、私はそこにお客さんを迎

えに言って、２、３回、カウンターの方で観

光客が一所懸命呼びかけしています。何度呼

びかけしても、カウンターにはスタンプがあ

って、前の方にはパンフレット、タウンガイ
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ドとか、そういうのを置いてあるんですが、

お客さんが久米島のことについて聞きたいと

いうことで一所懸命声を掛けているけど、そ

ういう場にも立ち会ったことがあるんです

よ。そういうお客さんは二度と久米島に来な

いはずですよ。案内所は人が常時待機してい

ないと、いくら観光振興、振興と言っても絶

対に後につながらないと思う。

22年度の振興対策でやるということですが

もっと足下の方に目を向けたらどうですか。

それと、観光キャラバン隊といって今まで

ずっとそれをやってきました、それで今まで

いろんな団体が行っている。その後の特産品

の取引きが続かないというのは、窓口が一本

化されてないからじゃないですか。大きいと

ころは、農協とか漁協とか、工場とかに注文

できるんですが、一般のお客さんとか、そう

いった人たちは、今はネットとか、ファック

スとか、そういうのを利用してものを買おと

しているお客さん、結構いるんですよ。そう

いう面はどうなっているか。

そういう観光協会というところはそういう

窓口になるのが観光協会じゃないですか。

そういうのが今までぜんぜんなされていな

いような気がするですが。

それと、観光協会のネットでも発信してい

るということで、副町長は会長でもあります

し、言っていたんですよ。こういう貧弱で、

これで果たしていいんですか。特産品の写真

も載ってないですよ。

それでこの前イオンとの説明会のときいっ

ぱいありましたよね。そういうのもぜんぜん、

深層水と菓子店のしまぶくと久米仙しかな

い。こういう状態です。

だからもっと足下の方の充実というのが、

もっと前から危機感をもって、やれなかった

かなと。観光入域の危機的状態はずっと前か

ら続いているんですよ。今しゃべったことに

対して意見を聞きたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

ただいまの質問の中で物産と観光、リンク

はしていますが、これを担う協会が、観光協

会が物産を担うべきなのかということが、ち

ょっと今…。

商工会と観光協会の、本来でしたら商工会

なんですよ、物産については。これを我々の

キャンペーンで物産の宣伝までということ

は、現実としてはやっておりませんでした。

いろんなキャンペーンで、フェアとかは一

緒になって協力してやっていますが、これに

ついてはどうかなということなんですが、今

後に対しては当然やる必要はありますが、イ

オンとの物産展においては商工会も含めて久

米島の物産公社も一緒に、それは連携してや

っております。

そして先ほどの空港の無人化についてなん

ですが、これも以前は観光協会は空港に入っ

ておりました。ただし、これも高価な家賃が

出ますので、事業費の範囲内では非常に厳し

いということで、情報プラザに移転した経緯

もあります。

今も昨日も申し上げたとおり、月々2万5千

円のフロアーの使用料が出ます。また、新た

に今回１店舗が抜けるものですから、そこに

移り替えを予定しておりますが、５万ぐらい

の家賃でしたら何とか予算の範囲内でやれる

んじゃないかということで打診しております

が、そこの方が観光案内についてはもっと場
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所的にはいいかなという思いであります。

いろんな限られた予算の範囲内で人件費も

勿論かかりますし、家賃ももちろん出ますし、

今の協会の財源の中では、非常に厳しい運営

になっているかと思っています。

今後については今の物産の拡大についても

商工会も含めて、久米島物産公社も連携して

観光協会としても一緒になってピーアール活

動には努めていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

物産に関しては商工会だといいますが、ど

っちにしろ、もっと一本化をして、やらなけ

れば久米島は宣伝できないと思うんですよ。

一つの例を申しましょう。

これは、北海道のニセコ町の例なんですが、

あそこは観光協会が農産物の物産販売までや

っており、それで観光協会も株式会社方式で

やっています。

ニセコの玉手箱ということで農産物なんで

すが、１箱10キロで3千500円で農産物をセッ

トにして発信しているんですよ。久米島でも

いろんな特産物をセットにして販売する方法

とか、やることいっぱいあると思うんですよ。

これからの観光というのはニセコ町でも言っ

ているんですが、一次産業が元気がないとこ

ろは観光産業もだめだということも言われて

います。あそこは年間145万人以上、観光客

が来ております。そういう発信するというそ

れが一番これからは大事じゃないかなと。そ

して今度は久米島に行きたいなという、お客

さんにターゲットした方が観光としては定着

するんではないかという気がするんですが。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

ご指摘のことについても今回の観光低迷と

か、そういう中において、今後の取り組みと

してあげております。大きな物産展とか、そ

ういうときには今度の３月19日から開催され

ますジャスコの南風原店においてもそうです

が、島を売るものについては、久米島物産と

観光フェアということで、二つセットという

ことで久米島全体を紹介していくというよう

なことで、大きく紹介できるようなことだと

思います。

今後についても単独で物産展だけに参加し

ているとかいう部分も物産公社を中心として

ありますので、そういうものも含めて、物産

と観光展ということでのセットで、また物産

も売る観光も売るというかたちでの取組を22

年度においては、それを強化していきたいと

思います。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

ぜひ、観光案内所の常勤と今後の観光協会

の体制について期待して私の質問を終わりた

いと思います。

（上里総功議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで９番の上里総功議員の一般質問を終

わります。

次に６番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ６番 仲村昌慧議員

６番仲村でございます。２点質問をさせて

いただきます。学校統廃合については１月29

日、第３回検討委員会で、中学校の統廃合を
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先にし、２校案で検討することが話し合われ

ました。これまでは統廃合につきましては、

教育長の見解を伺ってきましたが、統廃合に

ついては、町長と教育長の強いリーダーシッ

プがなければ大変厳しいものと思われます。

町長は姿勢方針で学校統廃合を推進し、老

朽危険校舎の改築事業を推進していくと述べ

ていますが、現在の久米島町の財政状況と生

徒数からすると島の幼・小・中・学校の望ま

しい学校数は、それぞれ何校と考えるか。統

廃合の組み合わせ形態はどう考えているの

か。統廃合について町長の見解をお伺いしま

す。

次に農業振興地域見直しについて、平成15

年12月定例会において、当時の同僚議員が「旧

仲里地区の農業振興地域の見直しが相当年数

なされていないが、その理由、経緯とそのス

ケジュールを示してもらいたい」との質問に

対して「総合見直しができなかった理由は、

ゴルフ場建設関係との問題があってできなか

った平成16年10月頃に総合見直しができる予

定である」と答弁しているが、16年度に総合

見直しができたのかお伺いします。

その後、総合見直しができたと思い本人所

有の土地を宅地転用申請したが、書類不備と

いう理由で対応しています。それは適切な対

応であったのか。また今後の総合見直しにつ

いてお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番仲村昌慧議員の質問にお答えいたしま

す。学校統廃合について、幼稚園・小学校・

中学校の望ましい学校数については久米島町

立、幼・小・中学校統廃合検討委員会の答申

を受けて判断したいと思います。中学校は第

３回統廃合委員会の中で２校の案で話し合わ

れております。統廃合の組み合わせ形態につ

いては、基本的には統廃合検討委員会の方針

を尊重したいと考えております。

農業振興地域見直しについて、農業振興地

域整備計画については、平成16年度に総合見

直し作業を進めておりましたが、ゴルフ場等

の開発計画が具体的に進展しなかったため農

振見直し作業は一時中断している状況にあり

ます。

宅地転用申請についてはご質問の方と平成

16年度当時の担当者との意見の食い違いがあ

りますが、申請者に誤解を与えるようなこと

があったことは、不適切な対応であったと思

います。

現在、国土利用計画と農振の総合見直し作

業を同時並行で進めておりますので、平成22

年度においては、地元での調整作業を終わら

せて平成23年度中には県との事務手続きを完

了させたいと考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

学校統廃合について、再質問させていただ

きます。町長は財政状況が依然として厳しい、

行政改革に今後とも取り組んでいきたいとい

っておりますが、この答弁の中で町長の考え

が全く示されていない。全て検討委員会に丸

投げしている状態で、検討委員会でもこの問

題が白紙状態から今取りかかっている状況で

あります。以前に前回の統廃合の問題におい

ては、16年度にこの研究委員会を立ち上げて
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十分に調査し、いろんな計画を綿密に立てて

やっていて、報告書が出されています。その

中で中学校を先にということで進めていきま

したが、仲里、久米島の統廃合が凍結した状

態になっております。今回、幼稚園の方から

先にしようとしたんですが、中学校から先に

すべきだということで、事務局の案も全くな

いままで最初の検討委員会を始めました。事

務局案を出していただきたいということで、

３案が示されましたが、やっぱり３案検討し

ている中で、前回の仲里、久米島の案ですべ

きだという２校の案で、仲里、久米島の案で

進めていこうという検討委員会の方針であり

ます。中学校においてはそういう方針でだい

たい方針は決まりましたが、小学校・幼稚園

において町長の考えというのを私は示してい

ただきたいなと、ちょっと検討委員会の考え

を尊重するといっていますが、逆に僕は町長

の考えリーダーとしての考えを参考にし尊重

すべきところは、尊重していけたらと思って

いますので、そこは、はっきり示していただ

きたいなと思います。特に今年は町長選挙の

年でありますので、町長の思いというものを、

公約として私は久米島の教育環境はどうある

べきかということを、はっきりと示していた

だきたいなと思います。

今、一番、町の財政状況、非常に厳しい状

況は感じております。久米島の中学校は方針

は決まっていますので、幼稚園・小学校はど

うあるべきかということも町長の考え方を示

していただきたいなと、そして生徒数からし

て必要であるということも示していただきた

いなと思っています。町長いかがでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

統廃合については、非常に難しい問題があ

ります。これについては、地域が絡むという

ことで以前に、うるま市が統廃合を執行部案

でやろうとして失敗した例がございます。私

としても個人的な考えはございますが、やは

りその地域の皆さんの話し合いで、それで一

番いい案があれば、これを尊重したいと考え

ております。もちろん個人的な考えですが、

段階をおって統合をしようという考えであり

ます。これについては、小学校仲里側２校、

具志川側２校というような案はもっておりま

す。これはあくまでも個人的な考えですが、

あと統廃合委員会の中で、どういう案がでる

かわかりませんが、そこらへんの中でいろい

ろ意見をお聞きしたいと、それで答申を受け

て決定したいというふうに思います。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

実は、うるま市の問題は、うるま市が12月

に急にこの話が出ていました。伊計島、平安

座島、宮城、浜比嘉の、それぞれの小学校・

中学校一つの島々の学校を一つにまとめよう

と、小学校も中学校も一気にしようとして、

それが地域の反発で、総決起大会を島ごとに

もとうとして、それで町長はそれを見送った

という経緯があります。

今帰仁でしたか、今帰仁が成功した例は中

学校から先にしてやったから、向こうは成功

しました。久米島も中学校から先にというこ

とで、比屋定と具志川中学校の統廃合が非常

に結果として、良かったという評価もありま

すので、その中で今回また久米島と仲里の再

度、凍結していたものを再度また統廃合に向
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けて走らそうとしていますが、聞くところに

よりますと、那覇の郷友会の方で反対的な話

があると伺いましたが、そのような情報はい

かがでしょうか。あったでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

郷友会の皆さんは、それぞれの地域に思い

がありまして、自分たちの学校は、そこに残

したいという話でございます。実際我々久米

島に住んでいる人たちが、それは考えるべき

ことであって郷友会の意見に左右されるとい

うことはあってはならないというふうに考え

ております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

郷友会がそういった反対といった話があっ

たかどうかということですね。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これは先だって、ある地域の郷友会があっ

たということで、私の知り合いの方からあっ

たということなんですが、やはり地域の方に

対して、ぜひ自分たちの思いがあるというこ

とがありまして、学校というのは地域の文化

があるということを踏まえて、郷友会の方で

そういった話があったというのは、私の方に

情報として入ってきております。

また今月の28日に久米島の郷友会の総会が

ありますので私も、ぜひ参加をお願いいたし

まして、その席でまた久米島町の現状また統

廃合のことについても説明をしてまいりたい

と思っております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

学校統廃合については、学校がなくなると

いうことは、やむを得ないことだと思ってい

ます。地域のエゴ、しがらみがあって統廃合

はできないものと思っております。久米島の

財政状況、久米島の生徒数からするとどのよ

うな形態をとり、そしてどのような学校が望

ましいかということを、これから真剣に考え

ていくべきだと思っています。

今、那覇市の方で鏡原小・中学校が、小中

一貫校を目指しております。実は町長にこの

久米島の小学校は何が望ましいかということ

を質問しましたが、明確には統廃合の意見を

尊重したいということでありますので、明確

な答弁はしておりませんが、私個人的にも将

来的には中学校２校、小中一貫校も視野に入

れて、この統廃合を考えるべきではないかと

意見を申し上げました。

久米島にも小中一貫校いわゆる、小学校２

校、中学校２校というかたちでございます。

そういう意見を出すことによって意見をたた

き台として議論できますので、町長の意見と

いうのは本当にこうしたいということを明確

に述べていただきたいなと思いますが、小学

校・幼稚園何校かといいうことを先ほど２校

とおっしゃいましたが。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど段階をおってといいましたが、将来

的に理想的な形というのは中学校が１校、小

学校が２校だというふうに私自身は考えてお

ります。
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○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

教育長お願いします。１月29日の第３回検

討委員会、中学校の２校案で仲里と久米島の

統合について、地域説明会をこれから持つと

いう話がありましたが、この地域説明会をも

ったのかどうか、もっていなければいつ頃も

つ予定なのか、これをお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

地域説明会におきましては、嘉手苅の区長

さん、儀間の区長さん、山城の区長さんとも

ご相談申し上げて、どうしても製糖期の期間

は外してやってくださいというお話もありま

したので、４月以降に各校区ごとに開催して

いきたいと調整しております。。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

学校統廃合につきましては４月以降という

ことで第３回の検討委員会の方でもご説明申

し上げたかと思いますが、そういったかたち

でまずは嘉儀山校区これは小学校校区の方か

ら久米島全小学校校区を回ってこれからの中

学校の統廃合そして将来的には小学校の統廃

合もありうるというお話の説明をぜひさせて

いただきたいと思っております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

前回、実は16年から調査し、17年からこの

検討委員会が立ち上げられましたが、19年を

目標にして非常に時期尚早ではないかという

ことの反対もありました。しかしもう既に５

年が過ぎようとしてます。その中でこれから、

何時この統廃合をやるかという目標をちゃん

と設定してスケジュールをちゃんと設定して

進めなければ、何時頃できるかということも

まだ今の状態では不可能だと思っています。

準備期間が約２カ年間かかっていますので

統廃合ということを決定して、決定を先にし

危険校舎の改築を前もって進めていく方法も

あると思います。この危険校舎の改築は急が

なければいけないと思っています。だから早

めに統廃合を何時何時、来年やりますじゃな

くて、２カ年、３カ年後にやりますという決

定をしておいて、先に進めるという方法もあ

るのではないかと思います。というのも考え

ていただきたいです。

最後に統廃合について、青森県に学校のも

のを紹介します。青森県では18年度19年度に

中学校、小学校が一つに統合して小中一貫校

スタートさせています。当初は統合に不安を

もっていた親、子どもたちがいたようですが

良い意味での競争心が芽生え、生き生きとし

ているということで新聞に書いています。そ

こでは個人に応じた指導を徹底するために25

人の少人数学級を導入し村費で教師、教員、

講師18人を採用し手厚い体制を強いていると

いうことを書かれています。

そして交通事情や経済事情のために塾へ通

えない子供たちのために公営塾を持っている

と、一番大切なところです。村の子供は村が

責任を持って育てますという教育委員の考え

でやってきていると、これが教育あって地域

発展を目指す村の覚悟が伝えているというこ

と。

これを述べて久米島の教育についても本当
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に行政が責任をもってやっていく。そして今

後、検討委員会で話し合ったことを町長、教

育長が責任をもって、地域に説明をし統廃合

に向けて進めていただきたいということで統

廃合についての質問を終わります。

次に、農業振興地域見直しについてでござ

いますが、平成16年に総合見直しができる予

定ですと、15年の12月の定例会でそれを述べ

ているんですが、理由としてゴルフ場計画が

具体的に進展しなかったために一時中断した

ということ、何かおかしいような感じがしま

す。言い訳じゃないかなという感じもします。

できなければできなかったで一時中断してい

ますよということで、ちゃんと説明すべきで

はなかったのか。

町長は役場は住民に対する最高のサービス

産業であると言っています。その中で総合見

直しができたものと思い、宅地転用を担当課

の窓口に行って申請した。しかしそれがちゃ

んとした書類が出されていなかったとか、申

請者は出したとか、口頭でしたとか、口頭で

したからという言い訳してはいけないと思い

ます。口頭でできるできないという問題があ

ると思います。同じような問題で口頭でした

らちゃんとした書類を出してくれということ

は、担当で対応すべきではなかったのか。

その対応の仕方について担当課の方から、

その状況についてご説明をお願いしたいと思

います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

今の件について当時の担当者と申請人との

意見の食い違いがありました。そのやりとり

を一緒になってどういうことで、食い違いが

出たのか、話し合いを30分程やりましたが、

やっぱり内容が最後の最後まで平行線で話し

がずっと食い違いで、その当時の資料も無い

状態では判断ができないということで、その

場はそこで終わりました。そういったことで

誤解を与えたというのは大変不適切な対応で

あったということで、当時の担当者ともいろ

んな状況を聞き取りしているところです。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

話の食い違いというのが、そこが対応の仕

方の問題と思っています。最大のサービス産

業と言うんでしたら、誠意をもって謙虚な気

持ちで対応すべきだと思っております。この

申請ができなかったために、今年になって新

築をしようとしたんだけどできなかった。そ

れが今農地法がまた厳しくなって一時転用、

一時見直しができなくなった。できない状況

になっています。

平成16年、17年、18年、20年ですか、毎年

一時見直しができた時期がありました。国の

食料自給率を高めるために農地の一部見直し

が非常に厳しくなってきて、今それができな

い状態になっています。

今年、宅地転用をしようとしたんだけれど

もできない。農家やその人達にとって非常に

不利益を与えてます。そういうことがあって

はならないと思います。今後そういった面で

もしっかりと対応していただきたいと思って

おります。

今度の見直しについてお伺いしたんです

が、22年度見直しすべきものが作業が遅れて

23年度になると作業が遅れた事態がおかしん

です。16年度にできなかったものをそれから
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進めておけばそれはできたんですよ。５年に

１回なんですよ総合見直しというのは５年に

１回。４、５年前からやればできたんですよ。

それも言い逃れですよ。職員の怠慢と言わざ

るを得ないんです。町長いかがお考えですか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

この見直しについて、平成16年当時の件は

細部までは承知はしておりませんが、実際５

年に１回の計画、農振地域の見直しというの

を的確にやっていなかったというのはおっし

ゃるとおり、これは職員の怠慢だと感じてお

ります。私どもはこの申請が上がった時にフ

ォローしてやっていれば、そういうことには

ならなかったとは思いますが、これについて

も住民の満足度を上げるというのが職員の仕

事であるというふうに思っておりますので、

これからこのようなことがないように気をつ

けて教育をしていきたいというふうに考えて

おります。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

最後に全ての担当課の課長の皆様にお願い

しておきます。住民からのこの要望に答える

ために本当に誠意をもって謙虚な気持ちで住

民サービスに努めていただきたいということ

をお願いして私の一般質問を終わります。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで６番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

次に10番安村達明議員。

（安村達明議員登壇）

○ 10番 安村達明議員

10番安村です。２点ほどお伺いいたします。

１点目は外灯施設について、謝名堂２号線

はイーフ、比嘉、謝名堂を結ぶ住民の生活道

路であり、大変交通量が多く、日頃から夕方

以降は大変危険な状況が見受けられる。町長

は、常に住民の発展と幸せのために、愛と夢

と安心をモットーにされております。この道

路に外灯を設置しスポーツ少年や住民の生命

安全を守ったら如何なものか。町長の見解を

伺いたい。

２点目は謝名堂川の修復について、謝名堂

川の間知ブロックが崩落し、農道まで崩れか

け大変心配との意見が多数あるが、早めの修

復作業が望まれる。崩壊の箇所が小さい時期

ほど負担は少なく済むと思うが、いかがなも

のか。町長の見解を伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

10番安村達明議員の質問にお答えします。

外灯の設置について、外灯設置につきまして

は、数年前から各字の区長から要請等があり、

平成21年度、地域活性化・経済危機対策臨時

交付金事業により、工事実施をしたところで

あります。希望箇所については全て対処した

つもりでありますが、安村議員の質問にあり

ます箇所については、その地域の区長及び住

民の意見及び当該事業の有無等も確認しなが

ら対処いたします。

謝名堂川修復について、同河川につきまし

ては、２級河川に指定されており、現在管理

は沖縄県となっております。後日現場を確認

し対処いたします。
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（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

10番安村達明議員。

○ 10番 安村達明議員

私の提言みたいなものでしてね。これは地

域の危険な回避と、その箇所の除去というこ

とで僕はお話しておこうと思うのですが、こ

の道路は謝名堂の入口のスクールゾーン的な

要素がありまして、地域住民の皆さんが結構

利用されています。特に町のバス等も走るわ

けですよね。特に夕方になると、車の量が多

く、外灯は無いし、少年野球やグランド帰り

の子どもたちもよく通るし、その中で何度も

私たちが見ていて危険だと感じ、事故もあり

ました。何で今まで外灯も無くそのまま放置

されているのかなと、ものすごく僕は疑問を

持っています。そのついでといったら失礼で

すが、運動公園に入る入口の所も、前は外灯

がついていたと思いますが、最近その外灯が

無いんです。子どもたちがここを通る時に、

歩道で結構、人間と自転車との接触事故がよ

く起こっています。それで、自分の会社の後

ろ側も一つの外灯を付けたりとか、ある程度

のことはやっているのですが、グランドの横

から浜に抜ける道は昔からよくハブの通る道

でもありますし、自分の会社の倉庫にも１度

乗っていることがあったんですよ。ハブが。

危険の除去というのは外灯を付けてなんと

か子どもたちの安全を図らないといけないん

じゃないかと思うんです。それを僕は話して

いるんですが、検討して外灯設置をしたいと

いう気持ちが本当にあるのかどうか。

本当に早急にできるのかどうか。そしてガ

ードレールを入れて小学校生や幼稚園生、こ

ういう子どもたちの安全を確保する気持ちが

あるのかどうか、あくまでも僕は提言ですの

で、答えられたらお答えして欲しいんですが。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

地域の件は、地域に住んでいる区長さんと

かその地域の住民がよくご存じだと思いま

す。今、安村議員がおっしゃっている危険性

の問題も含めて、昨年、半年ぐらいで調査を

入れたんですよ。毎月の区長会の中でそうい

う危険性がないのかということで、外灯が必

要な箇所を上げてくれと３、４回ぐらい区長

会の中で言って、最終的に去年末ぐらいに箇

所を決定して、それで外灯の工事発注をした

ところであります。

今月で、ほぼ要望箇所に関しては工事終わ

りますが、たまたま臨時交付金というのが、

国庫補助があったものですから対応をしたん

ですが、そういうことで我々としても始終通

っているわけじゃないし、当然地域からの要

望でしかできなかったということで対処して

います。

今後に関しては、そういうことも議会で出

ておりますし、今後とも地域の意見を聞きな

がら単費になるのか、国庫補助でできるのか

も含めて検討していきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

10番安村達明議員。

○ 10番 安村達明議員

こういう子どもたちは国の宝であります。

子どもたちの安全を与えられるということ

が、大変大事なことだと思います。住民が安

心して安全な生活を送れるということも大変

大事なことだと思いますので、ぜひよろしく

お願いしたいと思います。
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それから二点目ですが、謝名堂川の修復に

ついてですが、これは現場を確認したとある

んですが、確認はされましたか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

先だって現場を確認しております。確かに

間知ブロックが崩落して、道路の決壊にもつ

ながるような状況にはなっております。県の

河川課の方にその旨の報告はしております。

○ 議長 山里昌輝

10番安村達明議員。

○ 10番 安村達明議員

現場を確認し早めに対応ということですの

で、現場をただ見て提言しても、なんにもな

らないと思いまして、自分で車を持ち込んで

そこを通ってみました。小学校の方から入っ

て、そうすると車は左通行ですから安全です。

逆から進入していくと左側は土手側になるわ

けですから、ものすごく危険を感じます。と

いうのは崩落している場所が間知ブロックの

上の方はきちんと残っているんです。草が生

えていてその草が崩落しているところに覆い

被さっているものだからものすごく死角にな

っている。あそこで知らない方が、車をうか

つに運転してしまうと大変生命の危険を感じ

るような形になると思うんです。そういうこ

ともあるわけですから、執行部の方々も一所

懸命やるということでこざいますので、僕の

質問を終わらせていただきたいと思います。

ありがとうございました。終わります。

○ 議長 山里昌輝

これで10番安村達明議員の一般質問を終わ

ります。

（安村達明議員降壇）

暫時休憩します。（午前 10時56分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時08分）

次に４番宇江原総清議員。

（宇江原総清議員登壇）

○ ４番 宇江原総清議員

４番宇江原総清であります。３点質問をい

たします。第１は鳥島射爆撃場の早期返還に

ついてであります。本年２月21日の沖縄タイ

ムスに20日の仲井真県知事との会談で、平野

博文官房長官は普天間飛行場移設問題につい

て、「常にベストを求めていくが、やっぱり

ベターになるかもしれない。これも政治。理

解いただいた上で判断を頂かなければならな

い」と県内移設を示唆したといいます。また

沖縄県以外を視察するのかに対して「ノーコ

メント。私がみんな基地だと思って引っ付い

てくる」こういうこともいわれています。

又、この人、辺野古移設反対を公約した名

護市長誕生の際、「選挙結果を斟酌しなけれ

ばならない理由はない」との放言もあったの

です。 私はこの人は生意気な人だと思う。

深く気を用いない非民主的で独善的な人だと

考えております。策士然として、地ならしの

つもりでいると思います。

米兵によるひき逃げ死亡事件に関わる地位

協定で沖縄県民がいかに人権を蹂躙され隷属

的な扱いをされているか、意に解していない。

民主党もこのような人が増えることによっ

て、戦前の日本に回帰することを危惧してお

ります。

以上の事から、次の事項について町長に伺

います。

一つは、平野発言についてどう思っている

か。
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二つは、鳥島射爆撃場の再契約はないと公

言しておりますが、平野発言にめげずにその

決意を貫徹していくかどうか。

三つ目は、鳥島射爆撃場早期返還町民総決

起大会の開催について具体的な案があれば示

して欲しい。

第２は、コンクリート護岸の撤去とこれに

伴う潮害防備保安林等の植栽についてであり

ます。河川も含みます。

平成22年度の施政方針について、ラムサー

ル条約湿地への登録、日本の里百選への選定

については、農業、漁業及び林業等の一次産

業へと繋がり高く評価しております。

なぜなら一次産業を基盤とするのは自然だ

と観光産業を支えるのは一次産業であると考

えております。

しかし、コンクリート護岸は潮害、塩害を

発生させ、農作物や木々を枯らし、海をも枯

らす。私は真泊の一文字、畳石の階段式護岸

とシンリ浜護岸のいずれか一つを元の自然に

戻したらどうかと提案したい。

河川についても昔の自然に戻したらどうか

と提案したい。河川についても昔の自然の川

に戻すモデルケースを造ったらいかがなもの

か。伺います。

第３は、久米島３中学校の統廃合について

であります。平成22年度の施政方針について

教育環境の充実、人材育成の推進については

大方評価しますが、具体的な事項として、学

校統廃合の推進には反対であります。この件

は１月24日の新聞にも「久米島３中学校統合

３案に絞る。町教育委員会に29日に検討委員

会に提案」との報道がなされております。こ

の件は町民はよくのみ込んでいないと思う。

部落単位、校区単位に十分な説明をすべきと

思っております。

私は、子どもは社会の宝であり、教育は財

産であり、地域を活性化させる薬であると思

っております。

政府は子ども手当の支給、高校の学費無償

化等少子化対策と共に教育の向上を目指して

います。今一度政府の施策を見る必要があり

ます。

また、補助事業等を含めて、十分な事業仕

分けを行い、学校施設等、学校事業に充てる

ことが先決だと考えております。

フィンランドやブータンの教育制度を見習

えば良いと思いますが、どうでしょうか、伺

います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番宇江原総清議員の質問にお答えいたし

ます。鳥島射爆撃場の早期返還について、一

つ目の平野官房長官の発言に対しましては、

マスコミ等でいろいろ報道されてますが、マ

スコミ報道が長官の真意を全て伝えていると

は限りませんのでコメントは、控えさせてい

ただきます。

二つ目の鳥島射爆撃場の新たな予約につい

ては行わない方針であります。

三つ目の町民総決起大会については、関係

者の意見を聞いて、効果的なタイミングで実

施できるように検討いたします。

コンクリート護岸の撤去とこれに伴う潮害

防備保安林等の植栽について、海岸護岸の管

理者は沖縄県であり、管理者と調整を図って

おりますが、護岸の必要性の部分や撤去にお

ける費用対効果の面で厳しいとの判断であり
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ますが、今後とも引き続き調整を図ってまい

ります。また、今後、本町で整備する河川に

ついては近自然的な工法で検討いたします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

統廃合についてお答えいたします。幼稚園

・小学校・中学校の統廃合の町民への説明会

につきましては、平成20年11月に３中学校体

育館で開催、21年１月に各小学校体育館で開

催をいたしました。また、４月以降につきま

して、久米島校区をかわきりに地域説明会を

開催予定しておりますので、多くの地域の方

々の参加をお願いしたいところです。

外国の教育につきましては、一長一短あり、

また国レベルの施策となりますので、コメン

トは控えたいと思います。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

再質問をいたします。まず第一の鳥島射爆

撃場の早期返還についてであります。私が平

野官房長官は「常にベストを求めていくが、

やっぱりベターになるかもしれない」こうい

う日本語としては、後段の言葉がインパクと

が強くなるわけです。そして「理解いただい

た上で、判断をいただかなけれならない」と

いうことは、地方主権をうたう民主党が地方

の長である県知事に対する言葉ですかと、こ

れを苦言を申し上げたい。そして名護市長の

稲嶺氏に対しても「選挙結果を斟酌しなけれ

ばならない理由はない」と民主的手段で勝ち

取った選挙までも否定するような発言をす

る。このことは特に沖縄県民の意思を無視し

た、県民に対する深い気を用いてないという

ことで、これが生意気だということを言いた

いわけです。且つ県民蔑視の発言であるとい

うことを重ねて言いたい。

権力を持つ者は常に権力の怖さを私は念頭

におくべきだと考えております。権力の上で

ふんぞり返ると何時かは転けてしまう。これ

が私の理論であります。

民主党は、今回の衆議院選挙でのいわゆる

普天間基地問題では、鳩山首相は国外、最低

でも県外と公約をしております。それを平野

官房長官、北沢防衛長官、岡田外務大臣は米

国の属国になり下がって、そういった発言を

繰り返しています。彼らには政治的理念もな

ければ主体性もない。

しかし、最後には鳩山首相に期待するしか

ないとこういうふうに思っております。この

公約の実現を首相には期待をしたいと思って

おります。

翻って私たちの島である鳥島射爆撃場の返

還問題、再契約拒否の問題についても担当閣

僚等は平野官房長官のように住民を見下した

高圧的な対応で継続使用を迫る、こういうこ

とを予測しております。

そこで町長に伺いします。鳥島射爆撃場の

早期返還・再契約拒否問題について政府に対

し、毅然とした態度で対応できるか、場合に

よっては喧嘩してでも早期返還、再契約拒否

を求めていくか、答弁を求めます。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

宇江原議員の質問にお答えいたします。私
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はこれまで鳥島射爆撃場については、返還を

求める行動をやってまいったつもりでござい

ます。県知事と一緒に各省庁を回ったことも

そうですし、それから議会の議決も我々現に

ございます。それから何回も答弁していると

おり、返還するという意思には変わりはござ

いません。これについては議員の皆さんにも

万が一のことがあれば、そういった行動も一

緒にやってくださいとお願いしたつもりでご

ざいます。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

そういう意志があれば高く評価します。そ

ういった毅然とした態度への支えとして、次

のことを紹介したいと思います。清永聡とい

う方の著書で「気骨の判決」東条英機と戦っ

た裁判官の中で、太平洋戦争末期に翼賛選挙

の無効を言い渡した裁判長、吉田久という人

がいます。彼は東条英機の圧力やいわゆる特

高警察の暗躍にめげず、無効を言い渡した裁

判官であります。

この吉田という方は戦後この判決を振り返

って、「私は、この判決をするにもいささか

の政治理念に左右はされなかった。もし判決

が時の政治理念を支えてなされたとすれば、

その判決は不純である。死んでいると考える」

とこういうふうに記しております。私は政治

行政にも通ずる話だと思います。

私は再三求めますが、この時期に米軍基地

問題で県民意識がグッと盛り上がっているチ

ャンスを逃さずに、早めに行動をし早期に総

決起大会を開催する。そして国や米国に対し

て強烈な意思表示をする。その攻防が我々が

希望する久米島町民による島の石山の復元、

緑化工事及び損害賠償等の条件闘争ができる

ものではないでしょうか。ということです。

町長の考えがあれば伺いますし、繰り返すと

いうことであれば、それでいいわけです。要

するに「案ずるよりは産むが易し」というこ

とで早めの行動をお願いしたいなとこうふう

に期待をしております。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

町民総決起大会の件ですが、それについて

は町長のご答弁があったとおりです。関係者

の意見を聞いて効果的なタイミングで実施で

きるようにやっていくということでございま

す。

それから新たな契約を結ぶということは、

交渉ごとでございますので、相手方からある

程度の提案が出てきたとき、そのときは議会

の皆さんにそこを相談して、あるいは町民の

意見を聞いて、それぞれ対応をしていきたい

と考えております。今まったくその動きはご

ざいませんので、どういった内容で契約を求

めてくるのかということもわかりませんの

で、そういった動きがあったときは、議会の

皆さまをはじめ町民の意見を聞いて間違いの

ないような対応、町民の利益になるような対

応をしてまいりたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

次に第２のコンクリート護岸の撤去等につ

いて再質問をいたします。私は平成21年９月

の定例会において水中のプロといわれる渋谷

正信氏がアワビの激減した島の海を復活さ

せ、北海道では《増毛町》漁協とタイアップ
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し海を再生させた。これは何かというと鉄分

を含んだミネラルを海にまいた。その結果で

あります。

考えてみますと、この鉄分の海への流出に

ついてはコンクリート護岸で遮断されている

から流れなかったわけです。そしてそれを考

えてみますと、コンクリート護岸を撤去し元

の自然に戻すか。または町長がいわれる近自

然工法で土中の鉄分等が自然に海に流れて行

くのが費用対効果や景観上も経済の活性化に

もつながっていくと私は確信しております。

私たちが少年の時代、イノーの池にはいっ

ぱいのウニがいて毎日三食、母から食べさせ

られてんですよ。そのぐらいウニ、あるいは、

テラジャー、その時代の自然の恵みを現代に

回帰することができれば費用の掛かる工法を

しなくても観光客は、増えていくものと思っ

ております。

河川について町長は、今後、本町で整備す

る河川については、近自然的な工法で検討い

たしますという答弁をしております。一歩も

二歩も前進で、ぜひ実行するようお願いを申

し上げます。

加えて、県所管の河川や海岸も県と渡り合

いながら実現をさせていただきたい。こうい

うふうに思っております。今年の１月６日に

久米島観光を危機突破総決起大会開催されま

した。満席の中で行われておりますが、町民

の危機意識が高い証左だ、こういうふうに思

いました。なぜ久米島観光が横ばい、または、

低迷しているかというと私に言わせると、そ

の自然が壊されてきたと、この一言につきる

と思います。豊かな自然を取り戻すことによ

って一次産業が復古し昔懐かしの久米島特産

を観光客にも提供できるのではないかと考え

ております。

東村の、今回、開催されていますツツジ祭

り、あるいはバラ祭りを始めとして、ヒルギ

等のマングローブの川をカヌーで自然体験ツ

アーということも行われております。これも

参考にしていただきたいなと思っておりま

す。

そこで伺います。担当でも町長でもよろし

いですが、東村の各種イベントを例に、本町

の平成22年度施政方針と連動した構想があれ

ば、これは町長にのべていただきたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

宇江原議員の質問にお答えいたします。現

在は連動したイベントと申しますと、新しく

は、今、環境保全課が今きれいに整備してあ

りますアーラ林道あそこのサクラがものすご

い、これは沖縄でも誇れるサクラじゃないか

なというふうに考えております。そこをなん

とかイベントでサクラ祭りかなんか、できな

いかなというふうに考えております。

それから日本の里百選、あるいはラムサー

ル条約等に登録されましたが、これも将来的

にイベント打つなり。あるいは観光客誘客の

ための施策が必要だろうというふうに考えて

おります。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

今の観光に関係するものとして、今度、自

然とか資源についても資源調査ということ

で、予定をしております。雇用対策事業です

けど、それによって、今ある自然、すばらし
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い自然をこれを見直すというか、そこを調査

して、よりみんなが認識していくと、また観

光においてもそこを活用していくとかです

ね。そういうことをはかっていきたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

次に第３の久米島３中学校の統廃合につい

て、再質問をいたします。今年１月24日の新

聞では本町教育委員会は久米島３中学校の統

廃合を検討委員に提案した理由として、一つ

は庁舎の老朽化が進むなか、財政的に全校舎

の改築が困難なこと。二つは、生徒数の減少

を上げております。

私は冒頭で子どもは社会宝であり、教育は

財産であり、地域を活性化させる薬だと申し

上げました。まずは何よりも児童生徒の教育

を優先にさせるのが先決だと思っておりま

す。優先させるべきだと思っております。財

政困難といいましたが、私は平成18年３月13

日の学校統廃合の経過のまとめという資料を

持っております。この中でいろいろ調べてみ

ると２校案というのがありますね。その２校

案は現在の４校案よりも158万円負担が少な

いとされております。ところが交通通学支援

については、これも記載されておりますが、

町営バスまたはスクールバスを使用するとこ

ういうことをいっておりますが、バスの人件

費等、そしてメンテナンスを考えると多額の

支出が予定されます。

加えて久米島町産業振興基金条例議案の中

に、株式会社オーランドの事業改善措置が明

確にされないまま税金をつぎ込むというずさ

んなこと、それこそ事業仕分けで精査をする。

それを学校教育に充てるべきだと考えており

ます。

また校内暴力、金銭せびり、あるいは児童

虐待、ＤＶ問題はこのほとんどが財政の厳し

い家庭であります。学力低下も貧しい家庭が

多いといわれております。統廃合によってま

すますこういった格差が出てくるのではない

かと心配しており、その対策のために父兄に

は負担が掛からないこと、学力の底辺にある

児童生徒の底上げをしていく。そして生徒全

体の学力向上を図るべきであると考えており

ます。

一方私は、この２つの問題は、国家レベル

で考えると４、５年では目処がつくと判断を

しております。その理由として一つは地方主

権により一括交付金が行われること。２点目

は各政党が本格的に少子化対策に取り組んで

いくこと。３点目は、世界人口６0億人から1

0年後には80億人が予想されていることで食

料不足が予測され、食料不足の解決には地方

にとっては非常に経済活性化が可能である。

現に韓国ではウクライナで食料の買い付け契

約をやっているわけです。

以上の理由から統廃合については反対であ

ります。これについて町長または教育長コメ

ントがあれば伺いたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

宇江原議員の再質問についてお答えいたし

ます。まず最初に先の統廃合の時の生徒のス

クールバス等につきましては、町の町営バス

を利用してもらって、比屋定校区の子どもた

ちからのバス料金はいただいておりません。

５㎞以上の子どもたちに対する遠距離の国か
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らの補助がありますので、それを利用して島

尻や比屋定校区の子どもたちは、バスに対す

る支援は行っておりますので、その辺の保護

者の負担はございません。

そして児童生徒の虐待の問題等もありまし

たが、教育委員会としましては、久米島中学

校におきましては、家庭支援チームを発足さ

せまして、警察や児童民生員や地域の区長さ

ん、私たち教育委員会も含めて西中は、家庭

支援会議で、一緒に年何回か会議をもって支

援しております。

そして学力に対するお話もございましたの

で、小学校の国語検定や中学校の英語検定、

そして中学校の各種大会、文化活動の派遣等

も含めて支援しておりますのでできるだけ保

護者の経済的な支援も視野に入れて予算も計

上しております。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

私は、少年関係を専門的にやってまいりし

た。その児童虐待とそれからＤＶとの繋がり

は非常に深いんです。そういうような問題は

やはり経済的格差というのがある。学校から

自分たちの地域から学校が遠くなればなるほ

ど、その負担は大きいのではないかと、今、

言っているように答弁にありましたようにス

クールバスということでありますが、一つは

そのスクールバスは、どういうような計画で

運用されるのか、二点目は耐震構造の問題に

ついては、確か今国会で二次補正というかた

ちで７兆３千億円の中に耐震構造対策という

のが入っているはずです。それについてお伺

いしたい。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

スクールバスにつきましては、当初先の統

廃合におきまして、お先ほど説明したとおり

スクールバスか町営バスを子どもたちの通学

支援として行いますよということで進めてき

まして、ＰＴＡ作業部会におきまして町のバ

スを利用して子どもたちの通学支援をしまし

ょうということで、比屋定校区の区長さんや

ＰＴＡ会長、学校関係者の方々の理解もへて

現在町バスを利用して支援を行っておりま

す。

耐震化の問題におきましては、うちの担当

にも補助事業があるかどうか、確認しました

ところ、県の補助事業があるということで確

認を受けておりますので、優先的に２つの中

学校が統廃合の今後の対象になるのであれば

そこから優先的にその事業でもって耐震調査

は入れていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

国の方としましては耐震化に向けていろい

ろ施策を設けているわけなのですが、耐震構

造をする場合にしても、例えば久米島町小学

校６校、幼稚園６園、そして中学校が３校あ

りますが、全て耐震構造にするとしても単価

的には、ほぼ２分の１の補助しかございませ

ん。あとは全て町の起債、一般財源という扱

いになりまして小学校・幼稚園・中学校を含

めた場合にはものすごい額の予算が伴うとい

うことで今回あえて統廃合ということでござ

います。

これにつきましては耐震構造につきまして

は、昭和57年以降が耐震化構造になっている
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わけなんですが、その以前の校舎もございま

して、その比率は26パーセント、今年ですと

約30パーセントまだ耐震化できていない校舎

等がございますので、そのへんを解消するた

め、そして子どもたちの安全安心を確保する

ための今回の統廃合が大きな目的でございま

す。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

廃校になった場所の再利用というのはどう

いうことで構想されておりますか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

比屋定中学校におきましては、統廃合にお

きまして学校が久米島西中学校にいきました

が、空き教室につきましては、小学校の方が

そのまま音楽教室、技術教室に使用しており

ますので、職員室のある棟が昭和50年代に造

られた管理棟になりますので、できるだけそ

こを先に撤去して上の中学校があった部分に

職員室や図書館等が移転できればということ

で担当は、県とその辺のやりとりを行ってお

ります。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

廃校になった場所、これについては跡利用

をどうするかということです。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今後ですね。学校の統廃合が決定して実行

段階になった場合、丸々その学校が空いてし

まうということも当然想定されますので、こ

れは町全体の中でどういった跡利用があるか

ということを含めて、それが産業振興なのか、

あるいは同じ公共施設において他の面に転用

するのか、あるいは福祉施設のなのか、そう

いったものもある程度固まった段階で並行し

て検討しまして、それを地域住民に示してや

っていかないと、なかなか地域の理解も得ら

れない部分もあると思いますので、それを並

行して総合的な町全体の観点から考えて、そ

の跡利用も含めて示していきたいと考えてお

ります。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

並行してといいますが、もう既に統廃合の

話は進んでおりますよ。同時に廃校した跡利

用についてどうするのかということも事前に

描いておかないといかんじゃないかというこ

とであります。

時間がございませんので次に進みます。私

は、久米島を豊かにし多くの若者が定住する

ためには、自然を回帰させることだと確信を

しております。

８年前に私はセブ島とかバリ島を視察に行

ってまいりました。自然が本当にすばらしい。

向こうの島の人たちは自然に対する畏敬の念

というのが非常に強く持っています。そうい

うことで見てきましたらやはり中国、オース

トラリアの人たちが２カ月も３カ月も長期滞

在型の方として活用をしておりました。

私は久米島の観光を含む経済活性化を図る

ためには、ます一点目は久米島の自然が現在

どうなっているか、例えば前からいいました

ように、コンクリート護岸とか河川の問題を
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言いましたが、阿嘉から真謝にかけての高架

道路、北側、前三重県知事に言わせたら、見

たら嫌気がさすというぐらいの代物なんです

よ。そういったものをやめて久米島の一周線

を歩道を広く取って、自転車通行可能な道路

を造る。そうしたら自転車利活用が十分にで

きる。そういうことは政府の主張するエコ対

策にもなるわけです。予算も取りやすいと考

えております。そういうようなことをまず再

考していただきたい。

そしてもう一つは中国に目を向けるという

ことで飛行機便も考えた方が良いだろうと。

非常に国の問題とか、県も問題いろいろあり

ますが、なぜそういう事をいうかといいます

かというと、久米島は中国との結びつきが少

なくとも３つある。考えたら。

まず真謝の天后宮、ヒィータテ石、それか

らキクザトサワヘビであります。真謝の天后

宮は数百年前に中国の人たちを200名、遭難

救助しております。ヒィータテ石は、現在、

宇江城と宇根にありますが、こういったもの

は中国との交易に活用をして、そしてキクザ

トサワヘビは、ラムサール条約登録の登録要

因にもなったことでありますが、中国のサワ

ヘビとは兄弟分ということもわかっていま

す。これらをラムサール条約等を結びつける

ことによって中国との交易が活性化され、ひ

いては久米島が中国やアジアの長期滞在型の

保養地と久米島特産物の使者にもなるものだ

ろうというふうに信じております。

とにかく自然を回復させる。これが長期滞

在型の保養地となるということで、ぜひ考え

ていただきたい。こういうふうに思っており

ます。

後は町長が言われた近自然工法というもの

をブログで出させてもらいました。すばらし

いことは書いてありますが、ただそこを施行

するためには、地域の特に年寄りの方々に昔

どうだったかということを説明をいただきな

がら対応すべきだなとこういうふうに考えて

おりますが、最後に町長この件に関して。こ

れは前に言った統括ですよ。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時49分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時50分）

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

政策の中にもありますとおり、自然を守る

ということは、これからもやっていきたいと

思います。また私自身他の離島市町村よりも

我々の久米島というのは自然に恵まれている

と思います。感じております。それをいろい

ろ生かして先ほどいいました観光とかそうい

うものに生かしていきたいと思います。これ

からも勿論ラムサール条約に登録したのも自

然を守るために登録したので、日本の里百選

この佇まいをなんとか将来の子どもや孫たち

に引き継ぐために、そういうのを登録したの

であって、ぜひそういうのをご理解いただき

たいと思います。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで４番宇江原総清議員の一般質問を終

わります。

休憩します。（午前 11時51分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 １時28分）

８番幸地良雄議員。

（幸地良雄議員登壇）
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○ ８番 幸地良雄議員

８番幸地良雄です。私の方から一点ばかり

質問いたします。久米島紬の振興について、

去った２月５日、６日に久米島紬特別企画展

において「久米島紬未来への想い」というタ

イトルで久米島紬の新作絵図並びに新作着物

発表が行われ内容が素晴らしくたいへん感動

いたしました。今まで久米島紬の図柄は幾つ

かの絵図を組み合わせ、それをワンパターン

で織っているものだと思っていましたが、伝

統的染め織物として素晴らしさに理解をして

いるつもりだったが、しかし今回の新作発表、

特に新作紬ファッションショーを見て久米島

紬の素晴らしさを改めて再認識させられた思

いである。

そしてこれを契機に久米島紬を益々振興発

展させるということで、町長は２月６日を「久

米島紬の日」として制定すると宣言した。

以上のことから、次の３点について伺いた

い。

１点、久米島紬の生産拡大及び販売促進は

どう図っていくか。

２点目に２月６日の「久米島紬の日」をど

うに定着させていくか。

３点目、現在実施している織子養成修了者

の定着状況はどうなっているか。お伺いいた

します。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

８番幸地良雄議員の質問にお答えいたしま

す。久米島紬事業共同組合と連携し、次の事

について推進してまいります。

久米島紬の生産拡大及び販路推進について

は、取引先との連携強化と新たな取引先の開

拓、島民や郷友会を含む県内消費者への販売

促進、現在のニーズに応える商品製作等を推

進します。

「久米島紬の日」の定着については愛用運動

の記念日として愛用する事業等を開催し定着

を図ります。

織子養成修了者の定着状況は70パーセント

程度で今後とも織子養成事業を支援してまい

ります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

再質問します。生産拡大及び販売促進につ

いては取引先の連携強化と新たな取引先の開

拓をしていくことであれば、どのようにして

取引先と連携し取引先の開拓をしていくの

か。具体的な計画もしくは構想がありました

らお願いします。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

具体的なものについては、紬組合を中心と

して進めていきますが、現在においてもこれ

までの取引業者の他にも、その紬を販売して

いる問屋とかそこについても取引を始めてい

るところです。それから今回事業で島内でフ

ァッションショーも行いましたが、その事業

23年度も継続ということで、それから帯への

紬生産活用とか、それから計画として東京で

のファッションショーも含めて問屋とも連携

して各問屋も、そこへ招聘をしたりして、そ

の問屋と一緒にして拡大を図っていこうとい

うことで今計画をしているところです。

○ 議長 山里昌輝
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８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

販路拡大、キャンペーン等あたりでやって

いるんですが、やはりこういった事業のある

時は問屋さんも呼んで一緒にした方が良かっ

たんじゃないかなと思います。去った２月５

日、６日の特別展においては、冒頭おっしゃ

るとおり大好評ではあったが、特に新作着物

ファッションショーを見て久米島紬について

いろいろ変わったんじゃにいかと思います。

みんな同じことを言って感激していたところ

でした。

特に久米島の図柄の良さは勿論、着けたフ

ァッションのモデルさんたち、演出、すばら

しくプロ並だととても好評でありました。私

も大変感心しました。ところがですね、肝心

な問屋さんがいるようではなかったんですよ

ね。いたか、私はよくわかりませんが、私は

いるような状況ではなかったわけです。何か

あって招待しなかったのか、わかりませんが、

こういった素晴らしい物については、やはり

品物を売ってくれる人を、商品造ってくれる

人とのふれあい、そして織っている人が自分

の作品を誇りを持ち自信を持って発表してい

る。ああいう姿を肌で感じさせることで織る

人の気持ちになって、もっともっといい値段

で売ってあげようかという心情を誘うのでは

ないでしょうか。

消費地に行って推進キャンペーンもするの

も良いのですが、売ってあげる人に産地に呼

んでこういった行事の場で触れ合いを持たせ

るのも大切だと思います。今後もこれからや

っていくということですが、今回呼ばなかっ

た理由があったのかお聞きします。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

今回の提示、自然文化センターの展示会と

か、それからファッションショーにおいても

問屋の皆さんにも招待はして呼んではおりま

す。そして４、５社ぐらいは見えて、そして

ファッションショーの時にもちゃんとした席

を作って、そこで参加してもらいました。

そしてシンポジウム、フォーラムにも参加

をして、そこでもお話をしてもらってご意見

を伺ったりもしております。そのようにより

そういう機会を問屋も一緒にしての機会がと

ても大事ですので島でもしかり、また島外に

持って行ってもしかり連携を取っていきたい

と思っています。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

私は、交流会は参加しましたが、問屋らし

い方がいなかったものだから、いたと思った

ら行って話をしよったんですが、残念ながら

それをすることができませんでした。

次に島民や郷友会を含む県消費者への賛同

促進ニーズに応える新作柄の推進をしていく

ということも大事ではありますが、やはりそ

こで県内消費はまず島に住んでいる人たち、

お互いから着用してもらい。その良さをピー

アールすることによって外への販路拡大され

ていくのではないでしょうか。県内産愛用と

いうことで沖縄県でも毎年県産品愛用月間と

か、大きく取り上げ利用促進、各市町村回り

してやっているわけです。特に皆さんと関わ

りのある「かりゆしウェア」ですかそれを県

民あげて着用、推進していくため、現在では、

かりゆしウェアを着用していない県民はほと
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んどいないというほどですよね。県知事は夏

冬関係なく、かりゆしウェア着けていますが、

冬はどうかと思いますが、今では全国的に普

及し、国会でも大臣あたりが着けるような状

態になっているわけです。

久米島紬もまず地元から着用するというこ

とが大事だと思います。まずはじめに私たち

自ら着用しなければならないと思います。私

がかつて役場にいたとき商工観光係を担当し

ておりまして、その当時は久米島紬の生産量

は確かな数字はわかりませんが、約３千反ぐ

らいあったと覚えています。そのときも製品

がだいぶだぶついて大変でした。そこで消費

拡大ということで、今述べたような発想で、

販路促進は自ら着用することが大事だという

ことで、経済課内で話し合い、役場職員から

着用し消費拡大は図るべきではないかと当時

の村長に進言しまして役場職員ほとんど作っ

ていました。勿論、議員の方々も、みんなジ

ャケットや着物をほとんど作っておりまし

た。

そして新年、懇親会にはみんな着物持って

いる人は着物着けてジャケット持っている人

はジャケット着けましょうと、ということで

ほとんど実行しておりました。そのなごりが

現在新年会で婦人会や町三役あるいは議員の

何名か着けておりますが、最近では非常に減

ってまいりまして寂しい思いがします。そう

いうことでやはり身近なところから、まず着

けていって、外部に発信していくというのが

大事じゃないかなと思います。その当時の役

場職員で現在の管理職になっている皆さん、

みんな持っていますよね、ジャケットとか、

みなさん持っていますよ。着けないだけのこ

とであって、今は紬のかりゆしウェアも作れ

るし、ジャケットより簡単で、簡単というの

は安く手に入れられるし、誰もができるとい

うことで、ぜひ着物じゃなくても、ジャケッ

トでなくても、かりゆしウェアを着けるよう

に、やればあの当時のブームに戻ると思いま

す。やはり島の人から着けることによって、

ああ上等だな、それを着けて那覇に行く、郷

友会にも繋がっていくと思うんですよね。ぜ

ひそういったかたちでやらないと、いきなり、

はい、上等ですよといったって、売る人が着

けなければ島の人たちが着けなければ、その

良さはわかりません。そういうふうにやるべ

きではないかと思いますが、どう思いますか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

いろんな産業振興もしかり、いろんなもの

を観光もそうなんですが、島の人たちがいく

らそれを認識して好きになって、そしてみん

なに広げていくかということが本当の基本だ

と思います。そういうことも含めて、いきな

り島の人たちに、はい着けなさい、何々しな

さいといっても、それは直ぐにできるような

話ではなく、そういうような啓蒙も含めて好

きになってもらうということも含めて、今回

久米島紬の日というものを制定してイベント

を開催するなり、またあらゆるときにそれを

奨励していくなりの努力をしていこうと雰囲

気づくりをしていうことで、紬の日の制定に

もなっています。そういうことも含めてみん

なが着けると、着けたいと、そして宣伝した

いと、いうような気持ちになるように、紬組

合も含めて関係者も含めて取組をしていきた

いと思います。

○ 議長 山里昌輝
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８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

お互いが役場も含めて前にはできたんです

よね、みんな作ったんです。そういう雰囲気

づくりをしていけば、やってみたいな、とい

うような気持ちになると思うんです。その件

についてですね、紬組合の理事長に話したら、

皆さんがそういう気持ちになれば、我々も答

えてあげますよということで、紬もある程度

安くし縫製するのも安くしてあげますよとい

うこともいっておりましたので、ぜひ、みん

なで話し合いして、強制すると逆に反発きま

すからね。みんな久米島の地域振興のために

活性化のためにやりましょうということで、

ぜひ進めて欲しいと思います。それがお互い

紬の消費拡大、販路促進に繋がると思います

ので、がんばってください。

紬の日の設定、これは行事も含めるという

ことですが、単なる１カ年の２月６日だけに

なるとちょっと忘れた時またやってきたとい

うことになりますが、そうじゃないように、

やはり６日という数字にちなんで１カ月に１

回とかあるいは多くすると６という数字の日

に紬を着ましょう。久米島紬の日は２月６日

に決まっているわけですから、そういった６

にちなんで位置づけていくのも大事じゃない

かなと思います。

かつてハワイのアロハシャツ、私、今から

45年前ハワイの農業研修で６カ月間いまし

た。そのときにはアロハフライデーというこ

とで毎週金曜日は必ずアロハシャツを着けま

す。ということでそうとう定着していたんで

す。女性の方はムームですか、寝間着みたい

な。銀行マンでさえ着けてやっていたんです

が、あれも最初は抵抗があったそうですよ。

私が行った時分からは定着してあたり前の状

況になっているんですが、やっぱりかたちで、

何かの日を、紬の日だけじゃなくして、何か

位置づけてやれば、着けやすく何も抵抗感も

なくなって、あたり前だというふうになって

くると思うんです。

そういうかたちでやれば、紬の日というの

も定着し、またあたり前だとみんなでやるべ

きだと、意識が芽生えてくると思いますが、

その点については、どう思いますか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

何かを一つの手がかりとして、みんながそ

れを考える機会とか、それに取り組む機会と

かというものは、ぜひ必要だと思います。

今、議員からおっしゃったようなこともま

た紬組合にも報告をして、そういう定期的に

取り組む、また年間とうして取り組むという

こともできないかというようなことも、一緒

になって考えていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

考えていくとか、検討しますということじ

ゃなくして、もう即、紬の振興ということで

やってきているわけですから、継続的にやる

ということで早く協議して、どうしましょう

ということを決めて欲しいと思います。

次に織子養成の定着状況は、70パーセント

ということでありますが、定員が10名といっ

ているみたいですが、今は非常に少なくなっ

ているそうですね。３、４名しかいないとい

うところではありますが、募集して強制して

これもできるものでもありませんし、常に考
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えているのは久米島高校が今園芸科が廃止さ

れるんじゃないかと心配される中で今年も40

名の定員のうち19名しか定まっていないと追

加募集を出しているのだが４名しかこないと

いう状況のようです。いずれはこれも大きな

問題となります。前にもお話ししましたが、

園芸科を総合科にして工芸関係の染織科です

か。そういったかたちで組み入れ、学習にお

いては学校で行い、実技においては現在の紬

組合が実施している、織子養成事業と連携さ

せていくかたちでいけば、希望者も増えてい

くのではないか。更に織子養成事業もレベル

アップすると思います。

今首里高校に染織科といいうのがあるんで

すよ。首里高校の染織科というのは、ほとん

ど紅型の物で、染めといっても絵の中に色を

塗っていくようなもので、図画みたいな格好

になるんですが、使う原材料でも化学染料と

か使っています。久米島の草木染めというか

たちでやっている。非常に本島あたりで興味

を持っている人たくさんいるようです。久米

島だけの生徒さんだけを募集するのではなく

て久米島には紬の染織科もありますというこ

とであれば、本島からもそういう趣味のある

子たちが来るんじゃないかと思うんですよ。

そうすることによって高校の園芸科もある

程度増えてくるんじゃないかなと、増えてい

けば自然に人口も増えていきます。久米島紬

の実習課程に入って、生産拡大を図っていく

ことも考えられるんだがそういった話し合い

あるいは検討されたことがあるのかどうかを

お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これまで久米島高校考える会という組織を

久米島高校の方でやりまして、何回か意見交

換会をしております。その中で今議員が指摘

されたようにいろいろ久米島高校の園芸科の

件もありますので、そういったかたちでの紬

関係そして深層水の活用したバイオ関係、諸

々のそういった総合学科もできないかという

話も意見としてございます。これにつきまし

ては、まだ意見交換の中でございますので、

これからどういったかたちで進んでいくの

か、また来週の17日にも久米島高校考える会

がございますので、今の議員のお話も意見と

してその場で提言したいと思います。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

後継者育成事業で人数の件がありました

が、例年６名程の育成事業で行っております。

20年度までは６名以上の10名近い方たちが応

募している。６名という育成事業ですが、21

年度だけが３名という状況でした。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今教育長が答えられた件ですね。ぜひ、こ

れは検討の中に入れて、実現させて欲しいと

思います。ということは、紬学習は学校で課

程させながら染め織りの実習というのはなか

なか学校ではできないと思うんですよ。そう

いった実習については紬組合にはありますか

らそういう方向に向けてやろうと思えば直ぐ

できるわけですよね。即できるものについて

は早く実行すべきだと思います。学校の園芸

部の廃止というのは目に見えている状況で

す。廃止ということではなくて、身近な問題
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となっているわけですから、ぜひ頑張って欲

しいと思います。

それと紬の染料の材料、ティカチは私が役

場担当をしているときに造林をしておりま

す。島尻の方に、ティカチの樹種についても

県の林務課行ったら笑われましてね、ティカ

チが何の林業の材料になるかということを言

われましたが、いや、これは久米島紬の染料

の材料ですからということで、これは林業に

該当しないということにはならないと強く反

発してきましたが、しかし、造林の名目の事

業が経済林造成なんですよ。これは大きな久

米島の経済に関わる問題だから、ぜひ造林樹

種に入れてくれといったらオッケーもらった

んですよ。

だから久米島だけが、沖縄県の林業の中で

造林樹種に入っています。どこの市町村もな

いです。そういうことでお互いが道を示して

いけば県の方でも入れてくるわけです。採用

されるわけです。今度はグール（サルトリイ

バラ）、これについても村からこれはいくら

お願いしても木でもない、山にも植えられる

ものでもないとだめということで、断られま

したが、私は諦めないで今の苗畑に生産者が

染料をとったあとの根だけを集めて植えてあ

りました。うまい具合に生えていましたが、

私が消防行っている間に無くなってしまいま

して、担当が替わればそんなものかなと非常

に悲しい思いをしましたが、やはりこれも実

際栽培も可能なんです。造林はなりませんと

いうことですので、植栽、これはできるはず

ですから、やっておかないとこれから継続し

ていくのか、あるいは原料がなければまた大

変な問題が生じてくるわけです。あるうちに

やっぱり行政は将来に向けて造成しておかな

いといけないと思います。さっき言ったティ

カチの造林についても、ただむちゃくちゃに

取らすのではなくて、区切ってそれは採集し

ていけない地域と区分してやらなくちゃ、ま

た若いうちから取られてもせっかく植えた物

がなくなってしまうということになりますの

で、グール（サルトリイバラ）、ついても早

めに計画してやっておかないと、無くなって

からは遅いです。

これは30年以上たたないと染料になる芋は

ついてこないですから、ぜひそういう、植林、

植栽をやってはどうかと思いますが、どなた

か答弁お願いします。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

今、話のありましたシャリンバイについて

は、毎年苗も購入したり、また今年も種を採

取しまして一応準備はしております。

ただ、おっしゃる、グールですか、それに

ついては、整備計画もされておりませんので

今後の検討課題にして、増やせる方向で進め

ていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

また検討という言葉が出ましたが、即です

ね、計画してやってください。あるうちにや

って、無くなってからは、また紬途絶えます

よ。あるうちに計画されて実行するよう提言

含めて私の質問を終わります。

（幸地良雄議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで８番幸地良雄議員の一般質問を終わ

ります。
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13番平良義徳議員。

（平良義徳議員登壇）

○ 13番 平良義徳議員

13番の平良です。１点だけ質問します。観

光産業の現状について、全国的な不況で本町

でも観光は低迷にあり、他の産業にも大きな

影響が及んでいる。これまでの観光から目的

型観光に変わっているなか、当町ではいろい

ろな観光メニューに取り組んでいるが、それ

ぞれの実績を具体的に示して欲しい。

また、これからの取り組み等について伺い

たい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

13番平良義徳議員の質問にお答えいたしま

す。観光産業の現状について、20年度の実績

での観光入域者数は96,384名で前年度より2，

152名増となっております。その中で目的型

観光で数字に挙げられるものとしては、重複

はありますが、次のとおりです。修学旅行2，

748名、島の学校6,013名、食物アレルギー21

4名、久米島マラソン1,184名、ウォーキング

318名、バーデハウス30,608名、キャンプ場9

30名、紬体験7,994名です。

またスポーツキャンプや少年野球スポーツ

大会等でも数千人の入域があります。今後も

目的型観光に力を入れ、新たな高齢者対応型

観光や島の魅力ある素材や資源を活かしたし

た観光商品づくり、イベント開催を推進して

まいりたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

観光客の来客シーズンは６月頃から７、８、

９頃までの夏に集中しています。それ以外の

月の観光誘致が課題となっているわけです

が、現在観光シーズンさえ世界的不況、それ

から新型インフルエンザ等で低迷しているの

が現状です。

町長に伺います。今年１月６日に久米島観

光危機突破決起大会がありました。町長はそ

の中で次のことを提言しています。１つ島事

態に魅力はあるが、住民は知っていないので

はないか。また受け入れに不備があるのでは

ないか。２つ我々個人ができることがあるは

ずだと、３つエージェント任せになっていな

いか。４つお客を迎える態勢が必要だといっ

ていますが、それがどういうことなのか説明

願います。これからの提言については実際、

地域でやっています。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、久米島は非常に外部から見れば観光

素材がいっぱいあるということを聞いており

ます。その一例が日本の里百選のツアーで観

光となっているのは真謝の路地のフクギ並木

を歩いて機を織っている、機の音を聞いて、

それからラムサール条約の湿地を見て、それ

が観光のコースに入っているということで

す。そういうことから見れば、もしかすると

私たちは島の良さというのは、あまり知らな

いんじゃないかということで提言をしまし

た。それから受け入れについては、実際観光

のニーズで島がどういった受け入れ態勢でい

て欲しいかというのもこれも我々は分析しな

ければいけないんじゃないかということで、
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つまりどういうことかといいますと、島に来

る人たちは島に住んでいる人たちの交流を求

めているということもございます。そういう

意味で、その交流の場がなかなかないという

こと。

もう一つは、以前にも私言ったことがござ

いますが、以前に、別府温泉に行って感動し

たのは、そこで道路工事で交通整理をしてい

る若いお兄さんが、道を聞いても懇切丁寧に

教えて、自分たちの別府の町を宣伝している。

非常に良さをアピールしているということ、

そして売店の年を取ったおばさんでも、物を

売りながらやっぱり、あそこにいた方が良い、

こっちに行った方が良い。そういう部分全体

ひっくるめて、こういう提言になったんです

が、我々島に住んでいる人たち受け入れにつ

いて、もうちょっと考える必要があるのでは

ないかというふうに感じました。ということ

です。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

島の学校の実績を掲げてみます。事務局は

２人ですが、メディア等を活用して今後の方

向性を有しています。平成20年度には延べ6,

013人それから金額にして２千万円の売り上

げがあります。その中の40パーセントが島に

還元されている。それから佐賀県大阪、兵庫、

千葉県各県から目的観光として来ています。

彼らは民宿またはホテルに宿泊して２泊３日

の間で、いろいろな島の体験をします。マリ

ン、歴史散策、貝細工、お菓子作り、ヤチム

ン、浮き球作り、ウッドクラフト、三味線等

々更には彼らを受け入れている家庭ですね。

今約15家庭ぐらいが有償ボランティアといい

ますか、そういうかたちで受け入れておりま

す。家庭に５名から８名ぐらい程度を対応し

てます。普段の生活、農業の手伝いとか、そ

の家庭によっては、異なった体験をさせてい

ると思いますが、私もその一人であります。

家庭での島料理とか作って食べたり交流体

験をして、これはシーズンオフの３月、10月、

11月、12月にしています。ニュアンスは違い

ますが、私が思うには、島の魅力とはこうい

った素材を島にある物を彼らに体験させてや

るという。そして受け入れ態勢というのは、

真心をもって彼らを受け入れて家庭でいろん

な体験をさせて都会にないものを体験させる

とそういうことです。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど久米島の自然環境を例に取って、た

たずまいを例にとって申し上げましたが、目

的型観光で島の学校を中心にした体験滞在と

いうのも、これは私たちは重点をおいて進め

ている部分でございます。

確かに平良議員がおっしゃった各家庭に行

って、その地域の生活を体験するというのも

非常に大事です。勿論その地域に住んでいる

人たちとの交流、物の考え方、そこの食材を

味わうということも、これも観光の一つとし

て体験滞在型の観光に必要なものだろうと思

っております。

今は島の学校の中では非常に面白いものは

ガラス玉、浮き球を編む、それだけが商品に

なっているという部分もあって我々は島の中

にあるあらゆる物が観光の商品として売り出

せる部分がいっぱいあるんじゃないかなとい

うふうに考えております。
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○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

私、前々から思うんですが、島の先輩方で

すね。いろんな工芸品、手が器用で人材発掘

ですか、ぜひこういった事業をやってもらい

たいと思います。今浮き球づくりは、ある人

が教えたり、三味線とか、貝細工もやってい

ますね。こういったものを特技を持っている

人たちをみんな発掘して、こういった事業も

ぜひやってもらいたいと思います。

子どもたちが帰ってから都会に無いものを

体験しましたとか、パパヤー料理おいしかっ

たですとか、また来ますとか、こういった報

告があります。そのへん私は理想的な体験型

旅行だと評価をしています。

次に、アレルギー対応型観光ですね。それ

からケアーサポーターを今養成して実施して

いる高齢者、障害者の対応型観光もスタート

して実績もまだ上がっていないのに観光協会

ではリゾートウエディングの準備に取りかか

っているということですが、他のまねをする

前に、現在実施している、メニューを大事に

地域住民の声を聞きながら、そうすれば良い

知恵も浮かんでくると思います。誠意をもっ

ていただきたいと思います。その辺どういう

ふうに考えていますか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

今、目的型観光、久米島でしかできないと

いうことの取り組みとして代表的なものが、

アレルギー対応のもので商品化もされてい

て、それからエージェントにも、その商品と

して取り上げられるように、徐々に進んでお

ります。実績としても、そんなに急に増える

わけではありませんが、100名余りの皆さん

が訪れております。

それからその後に高齢者対応型ということ

でこれの対応もして観光ケアー、サポーター

の育成とか、それの活用とか、それに取り組

んで、そして次年度においては、その商品化

を目指していこうということで取り組んでお

ります。

これを終えてということではなくて、関連

するものも続けながら、そして沖縄全体でい

ま好評であるような、例えばリゾートウエデ

ィングとか、エコツーリズムとか、そういう

ものとかについても久米島において、そうい

うものが可能なのかということの調査とか、

取り組みができるのかということでの検討を

進めている状況であります。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

以前は、障害者の皆さんも社協を通じて、

こっちの方で対応してやっていたんです。そ

の辺から考えれば必ずしもケアサポーター、

新しいメニューかもしれませんが、社協あた

りも提携して、やってもらいたいと思います。

それから町長は前々から花で活性化、花い

っぱい運動と言っていましたが、そろそろ真

剣に久米島の花のヒット商品を作る観光を目

指してやって整地してもらいたいと思いま

す。前回も同僚議員の方がサクラ並木、アー

ラ林道の一般質問でていましたね。それから

ある県議の方の話も聞きましたが、素晴らし

いサクラ並木だとなんでどんどん活用しない

かと、那覇の旅行社あたりで協力してやって

あげますよという話もありました。それから
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今日の新聞にも載っていますが、久米サクラ

本部町で咲いています。

それから楽天が来る時、ちょうど満開しま

すよね、そのへんとかセットしてツアー旅行

とか組んで、それだけ注目されているアーラ

林道のサクラですので来年度から、ぜひ取り

組んで早くイベントをやってもらいたいと約

束できますか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

高齢者対応のものについては、その協議会

に社協も一緒にスタッフとして入っていろん

な面で一緒に取り組んでいるところです。

それからサクラ並木のサクラ祭りの件です

が、今度花が落ちてからの時期ではありまし

たが、２月20日でしたか、そこで来年の祭り

を想定して、来年に向けてということで今回

実施を２日間ほど、現場の方でサクラ育成と

いう名前を付けて、みんなで育てながらとい

うことも兼ねて祭りをいたしました。

それで並木に提灯も150ｍほど、両サイド

に点灯して非常に良い雰囲気な状況がありま

した。それで実証試験ということで、位置づ

けをして観光協会のスタッフを中心として、

関係者が協力しあってやって、これはすごい

ものができるなということを、みんなで確信

をしたところであります。

次年度については、それを楽天のキャンプ

中にマスコミも沢山みえておりますので、そ

ういう時期に、サクラ祭りというものを実現

して、マスコミとかエージェントとか、その

時期にサクラ祭りに、皆さんが訪れるように

というような仕掛けをしていこうと今計画を

しているところです。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

その話は聞きました。これをサクラが散っ

てからやっても意味がないんですよ。サクラ

が咲いているときにやらないと、その話は前

にある人から聞いたんですが、サクラ散って

からこういうことをやるんだろうと、サクラ

咲いているときキビで忙しい、農家もみんな

忙しいんですが、サクラが咲いているときこ

ういった試験的なイベントやってもらって町

民にピーアールすると、そういうかたち今か

ら作っていただきたいと思います。来年度か

ら本格的に実施するわけですね。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

今回については、来年に備えてということ

もありまして、散っているけど、試験的なも

のもどうしようかなということもありました

が、しかしどのぐらいの準備が必要なのかと

いうことも含めて、試験するために散っては

いましたが試験的なものとしてやりました。

それで来年については、ぜひそれを実施して

いこうということで今計画をしているところ

です。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

そんなに僕は予算はかからないと思うんで

すよ。あえて道を造るとかじゃなくて車を降

りて歩いてサクラを楽しむとか。そういった

ことで予算はそんなにかからないと思いま

す。それは一応終わります。

最後に、新聞にも載っていましたが大東島
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が昔キビ運搬やっている蒸気機関車、シュガ

ーレインですか。これを新しく活用して村お

こしをしようとしています。近隣離島でもこ

ういった島にある素材を活用して観光を誘致

していると、みんな一生懸命頑張っています

ので久米島もやはり、真似をするのではなく、

島にあるものを活用して観光を計画作ってい

くと、そういうのをぜひやってもらいたいと

思います。

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員の一般質問を終わりま

す。

次に１番崎村正明議員。

（崎村正明議員登壇）

○ １番 崎村正明議員

１番崎村正明です。２点ほどご質問いたし

ます。１点目、サトウキビの運搬について今

期の製糖は前半に雨が多く、ほ場にトラクタ

ーが入れないため搬出できなかったり準備は

できているが農道の崩壊とトラックが入らな

いため、運搬ができないのが何件かあったが

生産農家の立場になって行政として何か対策

はできないか。

次の２点について伺いたい。１、前の議会

で同僚議員の一般質問に対しての答弁による

と、クレーン廃止になったが再度導入できな

いか。２、各地域の農道整備を早急にできな

いか。

２点目ですね。ＰＴＡ活動について、最近、

地域、先生、親との情報交換が少なく学校現

場の状況があまり把握できない。各種行事終

了後の反省会等のあり方について伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

一番崎村正明議員の質問にお答えいたしま

す。サトウキビ運搬について、クレーン車の

件については前回答弁したとおり法律的な問

題がありますので、再導入は考えておりませ

ん。

今製糖操業期間は、雨天続きにより農道の

決壊が随所に見られ農家の皆様においてはサ

トウキビ搬出時に大変苦労されていると聞い

ております。行政としては農家及び地域から

対策要求については即時対応はしています

が、簡易的な補修だけであります。本格的な

整備となると町単独予算では厳しいため国及

び県の補助事業に頼るしかありません。今後

現場を十分調査し補助事業導入による整備に

向けて鋭意努力いたします。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

ＰＴＡ活動についてお答え申し上げます。

各学校意見交換会の持ち方は学校長・教頭及

びＰＴＡ役員が中心となり、各保護者や地域

を巻き込んで情報交換会を行って欲しいと考

えます。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

クレーンの件についてなんですが、今まで

のクレーンの件で先輩議員の質問の答弁内容

によりますと、平成20年第８回定例会の12月

議会でですが、町長の答弁、「町としては今
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後とも搬出方法について製糖工場、農協と一

緒になって対応策を検討していきたい」とい

う答弁を行った。平成21年第３回定例会６月

議会で農水課長は「昨年からこの問題につい

ては、ずっと議論した。結果として開発組合

でやった場合でも製糖工場が協力できない。

その後ＪＡでできるか、ということでＪＡ本

部と調整してやる方向で進めていたんです

が、その中でもやはり製糖工場が協力できな

いとＪＡとしても対応できないため、最終的

にはクレーンについては、廃止をしせざるを

得ないという結果まできております。これま

で進めた経緯からやっぱりモデルになる製糖

工場が協力して初めてこれは運営として成り

立つということでありますので、結果として

そういうことになりました」という答弁があ

りました。

平成21年９月の決算において、農水課長は、

「町としては継続したいけど、２月の時点か

ら予算を組んでやろうということでやったん

ですが、組合長の方から、これには協力でき

ない、金を出さないということがあって、な

んとか５月の理事会でも確認し、８月だった

か、どうしても協力は得られないということ

で、廃止ということになった」との答弁があ

りました。同じく農水課長です。「組合から

の中で考え方、改めて協力するのであれば、

もう一度、理事会に上げて検討しますかとい

うことで投げてあったんですが、向こうから

返事次第で廃止になるか、継続検討するかと

いうことで今の状態です」との答弁がありま

した。それで今回の答弁、答弁内容によりま

すと「クレーンの件については前回、同様に

法律的な問題があり再導入はできない」とい

うことで答弁いただきました。いままでの答

弁内容によると製糖工場が協力しないからで

きないということですよね。

実際の真実を知りたいんです。町長。実際

は久米島農業開発の理事会で決定したことで

はないのか。理事長は町長ですか。理事長に

コメントお願いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

クレーン車についてはこれまでに答弁した

とおりですが、協力できない理由については、

製糖工場とＪＡと役場３者で初めて協力して

クレーン車は運用できるということで、開発

組合も理事も関係者が入っております。その

中で製糖工場から言われたのは、法律の問題

があるから協力できないということでした。

ということでご理解いただきたいというふう

に思います。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

町長、私が言いたいことは、そういうこと

ではないです。どこで決めたか。理事会です

よね。議事録もちゃんとここに残っているん

ですよ。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

久米島農業開発組合で決定しました。

○ 議長 山里昌輝

１番崎浜正明議員。

○ １番 崎浜正明議員

最後に農林水産課長、一言コメントお願い

します。

○ 議長 山里昌輝
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平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

経過としては今述べていたとおりでありま

す。理事会で決定されております。その決定

されていろいろと話を進めて行く中でそうい

った意見とかそういったものが議論されてき

ての経過をたどって、議会の中でもそういう

答弁をしたということであります。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

その件については、これで終了させていた

だきます。

続きまして、農道整備について私の一般質

問通告に対して事前に調査したことがあるの

か答弁お願いします。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

調査といいますと道が通れなくなった以前

の調査ということなのか、いずれも道路事情

に関しては我々の方でやっているので当然、

道路の維持管理に対してはいろいろと調査を

やっています。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

課長、一般質問通告を出したらちゃんと調

査すべきじゃないですか。何処がどうなって

いるかということを全く私の質問を安易に考

えている、見下げてものを考えているんです

か。生産農家とトラック運転手の要請につい

て私なりに調査いたしました。運搬はできる

が雨天時の場合スリップ等により、かなり危

険な農道が儀間地区に10カ所以上あります。

嘉手苅地区にも10カ所以上。雨天の場合は運

転できない農道もありました。

上記に関しては、農道から私の横断側溝、

例えばグレーチング側溝が無いために本来な

ら農道から私道に雨水が流れ、浸食されてい

る私道が結構あるんですよ。これを調査する

ときには、どしゃ降りの時にカッパ履いて雨

靴履いてそれぐらい徹底しないとだめです

よ。

軟弱地盤及び雨水の流出により、法面が崩

壊し運搬できなかった農道もあります。アー

ラ浜から行く途中、アーラ林道へ通り抜けす

る農道ご存じですか、課長。再三一般質問出

ておりますが、わかると思います。この農道

の件は平成21年第３回定例会６月議会、先輩

議員の一般質問での答弁内容によりますと、

建設課長は「農道そのものは農地の中に入っ

ている。農道のため農業整備の補助事業をい

ろいろ県、国ともに調査していましたが、農

道整備にしろ、要はそこにいくら農地がある

か。費用対効果を出し、その農道に関して受

益面積がなかなか見いだせないため農業事業

が難しい」との答弁やりましたね。「合併前

に旧仲里時代に何度か県に申請し合併から正

式な申請はしていないが事務的レベルに国の

職員と県職員を現地に案内して、いろいろ調

整したが、その中で出たのが費用対効果とい

うことで難しい」今回、いいですか。よく聞

いてください。「今後は普通の補助事業では

無理があり、最近になって経済対策の交付金

事業があり、それを含めて早急に整備できる

という調整したい」との答弁があります。今

回ですよ。答弁は「本格的な整備となると町

の単独予算では厳しいため国及び県の補助事

業に頼るしかありません。今後、現場を十分
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に調査し補助事業どおりに整備に向けて鋭意

努力いたします」との答弁をいただきました。

では課長。そこにいくらの農地があるか、費

用対効果、経済効果を出すということですが、

調査したのか。答えてください。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

全般的なことなんですが、基本的は補助事

業を導入するためには道路に張り付いている

農地、受益面積が基本となります。今言って

おられる道路もこれは昨日、今日始まったも

のではなくて、合併以前から旧仲里村の方で

要請をしてきて県、国との調整を図ってきた

地区なんですが、農地面積そのものはまだ把

握はしておりませんが、 把握というか現在

資料をもっておりませんが基本的には合併以

後に関しては、国、県含めて調整はした経緯

はあります。その中でも受益が足りないとい

うことで費用対効果が見いだせないという分

で補助事業は難しいということです。

もう一つ一番大きいのはこの道路に張り付

いている個人の土地があります。個人の土地

の所有権の移転がかなり難しい。相続が難し

い。基本的に補助事業を入れるのであれば相

続も含めて検討しないと、ただ単に工事を入

れるのは難しいということも含めて、その道

路の整備に関しては、現状としては難しいと

いうことです。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

資料はあるんですよね。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後 ２時32分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 ２時32分）

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

今、私なりに調査いたしました。あの近辺、

面積2,624アール、予想トン数1,551、圃場件

数138件、農家件数80件、経済波及効果１億

３千万円あります。そういったこと本当に調

査やらないから、そういうことになるんじゃ

ないですか。やる気の問題ですよ、これは。

なぜ合併してから８年になるんですが、正

式な申請をしなかったのか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

どういう計算の仕方、面積把握、そして農

家数の把握したのかわかりませんが、基本は

そこに道路というのは１本道じゃないんです

ね。いろんな所から道路網として張り付いて

いるわけですね。そうすると１本に関する面

積はいくらなのか。受益個数はいくらなのか、

その一帯全てがその道路の受益としての環境

ではないですね。それを含めての考え方の問

題があるわけですから今、議員がおっしゃっ

ているのは、どの程度の範囲で取られている

のか。その中に道路１本なのか。含めてのこ

となのか、その把握の仕方はよくわからない

のですが、農道というのはいくつかあって、

それを分配していかないと１本の道路に対し

ての受益というのが計算は出てこない、それ

を含めての受益と投資効果の計算になるわけ

です。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員
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課長これは言い訳にしか過ぎないんです

よ、だからやるかやらないかです。調査をや

るかやらないかお願いします。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

これは、以前から調査というのはやってお

られると思います。そういう話も聞いていま

す。調査を含めてはやるつもりではあります。

我々も現場行って現状を見てみるとかなり厳

しい道路ではありますので、どうしても必要

な道路であるという感じはしておりますが、

先ほども言ったように、相続関係の問題もそ

こに含まれていますので、今後調査をしなが

ら進めていきたいというふうに思います。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

なぜ、合併して８年になるのに、正式な申

請はしていないんですか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

正式な申請はしていないんですが、その時

々において、県の職員を現場まで案内して、

ということはしております。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

これは県の何処の管轄ですか。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後 ２時36分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 ２時36分）

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

現在、町道でも農道でもない。道路認定さ

れていない。基本的には農道としての取扱い

になるだろうということなので農林関係にな

ります。これまで要請しなかったというのは、

いろんなところで優先順位とか、そういうも

のも勘案してのことで、それに該当する事業

そのものが有るか、無いかの調査も必要だっ

たのでそれでやってませんでした。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

この事業では無理、経済対策の交付金があ

り整備するように、一生懸命努力するとした

り、二転三転していますが、何ですか、これ

は。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

ですから先ほど申し上げましたように、現

場としては厳しい面があるので、その利用者

にかんしては相当迷惑だろうと、もっと整備

をして欲しいと気持ちがあるのであろうとい

うことから考えると、その道路というのは、

整備をしなくちゃいけないという道路にはな

るとは思うんですが、ただ補助事業という部

分がかなり厳しい、単費ではちょっと難しい

面もあるということで、そのままの状況にな

っています。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

この農道に関して本当に事前調査、縦断、

測量をやったことがあるのか。法面が決壊し

たところわかりますね、その決壊した理由は
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何ですか。もう一つそこの幅員、法幅、雨水

はどうなっているか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

調査といっても目視の調査だけであって、

測量をちゃんと入れた経緯はありません。

現場一帯そうなんですが、道路そのものが

決壊した理由というのは、今回の雨で決壊し

たわけですが、現状を見てみますと周囲の農

地が道路ぎりぎりまで直切りしているという

部分が見受けられるわけです。本来であれば

ある程度法面勾配を持っていれば周囲の土地

をやっていけばそういう意味では決壊はなか

っただろうと、思われますが、その両サイド

に関しては道路直切りをして地滑りが起こっ

たんじゃないかというふうに考えられます。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

本当に目視で確認したんですか。どういう

状態ですか。下は間知が積まれているんです

よ。なんで畑の主がやるんですか。考えても

のを言わないと大変ですよ。幅員は２m80㎝、

ＳＬで５ｍ以上、Ｈで４ｍ、大型トラックの

幅はいくらですか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

大型トラックは2.5mぐらいかと思います。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

両サイド側から20㎝しかないんですよ。そ

してダンプの重量というのはご存じですか。

空で10トン、荷を積んだらいくらになります。

かなり危険な箇所ですよ。軟弱地盤や支持力

低下により大型トラックの横転及び転落事故

があった場合に誰が責任を取るんですか。町

長、答弁願います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

こういう道路が有った場合には、危険箇所

として要求すべきだと、これは当然町の落ち

度だというふうに思っています。

これについては、例えは行って通りながら

地盤が崩れたりとか、あるいは崩れた物が有

りながら通るとか、そういうものによって違

うと思いますが、道路の管理が悪かったとい

うことで町の責任だとは思います。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

町長は、その農道を視察したことがありま

すか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

この件につきましては正直な話、今、聞い

てわかっております。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

最後に、久米島全体の県道、町道、農道、

非常に過剰積算の数量、例えば車道が歩道よ

り大きかったり、幅員が大きかったり歩行者

がいないところにインターロッキングブロッ

クを敷設したり維持管理もできないのに植樹

帯を造ったり無駄が多すぎるんですよ。これ
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は課長及び担当者のはっきり言ってコンサル

任せだと私は思いますが。どう思いますか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

国、県の制度でその時期は時期なりの幅員

構成という指導があったんで、コンサル任せ

とか、その時代には時代のやり方というのが

あってそうなっているのであって、全てコン

サル任せの道路設計にはなっていない。ただ

現代に関しては国、県も歩道も植栽帯もいら

ないだろうという方向性はきているんです

が、あの時点の整備の中では、それが妥当で

あったのかなというふうに思っています。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

次に移らさせていただきます。次はＰＴＡ

活動について、今久米島教育委員会、町内は

小・中学校に対しては校内飲酒の禁止を出し

てから学校行事後の懇親会は構内で実施でき

ないために校外へ移すようになったが場所を

移動することによって参加者が少なく、コミ

ュニケーションがとれなくなったということ

をよく先生方や保護者から聞きます。

もっと学校現場や保護者の意見を聞き、再

度見直しはできないか。

この校内飲酒の禁止は何時、何処で誰がど

んな命令でしたか。そして施設管理者の校長

の判断でやることはできなかったのか。

落成式や地域を巻き込んだ、創立記念とか、

地域で執り行う行事等のときはどうするの

か。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

確かにコミュニケーションが少ないという

こともございます。これは議員のご指摘のと

おりなんですが、これにつきましはいろんな

各学校の行事関係、例えば学校の草刈り作業

そして運動会等の後に、これまでは学校内で

そういったかたちでのコミュニケーションが

あったということも聞いておりますが、その

時までは学校内でビール、酒を一緒に交わし

ながらコミュニケーションをした経緯がござ

います。ただこれにつきましては、いろいろ

沖縄県内の子どもたちの飲酒問題、そして久

米島町の飲酒運転等もありまして19年に各学

校の方に学校敷地内での飲酒は止めるように

ということを校長の方にも伝えております。

ただこれは学校の校長サイドにできないかと

いうご指摘もあるわけなんですが、これは学

校の校長会の方でもいろいろ話した結果、こ

れはぜひ教育委員会の方でまとめて、そうい

ったことを統一してくれという要望がござい

ました。

これは確かに学校の方に、学校の校長が現

責任者、管理者となっておりますので、それ

は変えていいと思うんですが、それが万が一

学校敷地内で飲酒をして事故があった場合

に、どなたが責任を取るのか、ＰＴＡ会長な

のか、校長なのかその責任所在が問われます。

あと一つは久米島町、これまでずっと飲酒撲

滅について、それを町長始め各機関が、それ

をやってきたわけですが、まだ検挙されてい

る事例もあります。

今、議員のご指摘のとおりコミュニケーシ

ョンも大事なのですが、また、それを親が見

本を見せて、子どもたちが飲酒問題について

もいろんな学習をすると思います。
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現に沖縄本島においてもそういった子ども

たちの夜間での飲酒多々みられます。これは

沖縄全体の飲酒天国そういったこともあって

今の子どもたちもあるわけなんですが、久米

島町においては、今後とも学校敷地内におい

ての飲酒というのは、教育委員会は考えてお

りません。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

落成式とか、地域を挙げた学校祝いの時に

はどうされますか。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

これもケースバイケースということも一応

ご理解お願いしたんですが、いろんな記念事

業等もございます。これにつきましては、や

はり沖縄本島以外からの来賓客も、たくさん

見えますので、一つはそういった場所を移し

ての交流というのはなかなか厳しいと思いま

すので、これは校長会の中においてはそうい

った記念事業、式典においては、これは飲酒

は良いんじゃないんですかということはお話

は申し上げております。

ただ通常の学校の草刈り作業、運動会、そ

してＰＴＡの会合の後についての飲酒はぜひ

控えてくださいということを校長会としての

統一見解を申し述べております。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

管理者というのは校長になっているんです

よね。管理者が責任を持つというのであれば、

校内での飲酒というのはできるんですか、で

きないんですか。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

先ほど申し上げましたとおり、管理者は校

長なんですが、この校長会の意思確認としま

して教育委員会の方でそれをぜひ線引きをし

てくれという要望がございました。これは沖

縄県各市町村ともそうでありますし、沖縄県

全体もそういったかたちで学校内においての

飲酒はやめましょうということでの、教育申

し事項があって、久米島町でもそれを実施し

ております。

確かに校長が学校の管理者ではあるのです

が、それを指導する私たちが教育委員会、そ

して県ということもございますので、そのへ

んはご理解をお願いしたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

こういった問題とかは教育委員会に掛けて

直ぐ即決するのでなくもっともっと保護者、

現場目線で極力話を聞いてやるのであれば、

納得はいくと思うんですよ。ただ直ぐパット

してパット誰でもそれには怒りますよ。

最後に、我々も保護者としても先生と親の

コミュニケーションの組織なんですよ、先生

と親が互いに信頼関係を結ばれなければ、反

目しあっては良い結果は出せないと思うんで

すよ、教育長、ぜひ学校内でノミニケーショ

ンを図れるようにということで、これで私の

質問を終わります。

（崎村正明議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。



- 117 -

○ 教育長 比嘉隆

本当にコミュニケーションも大事です。こ

れは私たちずっと子どもたちが学校にお世話

になっていて、その都度、私はお酒はだめな

んですが、いろいろ当時としては、お酒を酌

み交わしながら、そういったかたちでコミュ

ニケーションを取っておりました。

ただ今時代が時代です。久米島町もこれは

ずっと飲酒天国ということがありまして、ず

っとそれを指摘されていたわけなんですが、

やはり親の意識がないと変わりようがないわ

けですね。

ですから、まずは学校現場にいらっしゃる

先生方そして子どもたちを学校に通わせてい

る保護者の皆さんが、そういった学校での飲

酒問題は、もう止めようということがあれば

子どもたちも、そういったかたちでの親の背

中、先生たちのこともよく理解をして飲酒も

減るんではないかということがございます

が、まだ久米島町においては、学校で飲酒を

して果たして、それが100％安心なのかとい

うことはまだ私たち見極めることができませ

ん。これが例えば仮に学校の校長が判断し、

そしてＰＴＡ会長の意思確認でもって私たち

は絶対に学校内で飲酒をしませんということ

であれば、それはそれでいいと思いますが、

ただ現状をみますと、例えば草刈りですと、

遠くの方々が草刈り機を車に乗せて持ってき

ます。そのときに果たして、そこでお酒を出

した場合にそれを飲まれて、また草刈り機、

車ごと一緒に帰られないか、これもまた大変

心配なわけです。

まずは一つひとつからクリアしていかない

と、今の久米島町の飲酒問題というのも無く

ならない状況もございますので、崎村議員が

おっしゃるコミュニケーション、それは私た

ち大きな願いであります。

まずは保護者と学校の先生方が一緒になっ

て子どもたちを支援していくというのが、ま

ずは理想ですので、その辺を考える場合はコ

ミュニケーションが大事なんですが、また側

面としてはこういった飲酒の運転、飲酒事故

が久米島町には起きる可能性もありますの

で、その辺も、ぜひこれからいろんなかたち

で学校現場の方にコミュニケーションを取る

ように指導いたしますので、ご理解の方をお

願いいたします。

○ 議長 山里昌輝

以上で一般質問は終了しました。

本日の日程は全て終了しました。

これで散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後 ２時54分）
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（午前９時57分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番上里総功議員、10番

安村達明議員を指名します。

日程第２ 海洋深層水温浴施設の指定管理

者の指定について

○ 議長 山里昌輝

日程第２、議案第23号、海洋深層水温浴施

設の指定管理者の指定についてを議題としま

す。本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは追加議案と

して提出しています議案第23号についてご説

明申し上げます。

議案第23号、海洋深層水温浴施設の指定管

理者の指定について、久米島町海洋深層水温

浴施設の指定管理者を次の団体に指定したい

ので、地方自治法第244条の２第６項の規定

により議会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

バーデハウス久米島浦島館

住所 久米島町字奥武170番地の１

久米島町字奥武170番地の２

２．団体の名称 株式会社オーランド。

住所 久米島町字奥武170の1

代表者 代表取締役社長平良朝幸

３．指定の期間 平成22年４月１日から平成

25年３月31日まで。

平成22年３月12日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

現行の指定管理者の指定の期間が平成22年

３月31日で終了するため、指定管理者を再指

定する必要がある。

なお、付属資料を添付しております。ご審

議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

この再指定するということなんですが、こ

のバーデハウス久米島は、今まで指定管理さ

れてきて累積で2億5千万円の赤字を出してい

るわけなんですよね。それでまた３年間指定

管理させるわけなんですが、その間にまだま

だ累積の赤字が増える可能性があるわけなん

ですね。それで、最終的には仮定の話になる

かと思うんですが、破綻した場合には、誰が

責任をとるのかと。それを聞きたいんですが。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

最終的にオーランドは株式会社になってお
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りますので、株式会社法やあるいは民法の規

定に則って、それぞれの清算をする場合は責

任を負うということになります。

具体的には当然、株主については株主の責

任があるということがございます。

それからあと、町についても株主として出

資している範囲内での当然責任もございま

す。

あと、経営者は経営者としての道義的責任

も含めてあると思います。

それから、法的責任以外についても町とし

て、やはり会社を立ち上げてここまでやって

きたわけですから、それなりの法的責任以外

の道義的な責任もあるものと考えています。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

この件に関しては、株式会社だから、代表

者が責任をとるということを言っているんで

すが、前町長も赤字を出したら責任を取りま

すということを答弁しているんですよ、議会

の場で。そういうのも精査されてない、今回

は責任あるということで、本当に、責任とれ

るんですか。

それと、あとあと、議会の責任というのも

多分、道義的責任で問われると思うんですよ

ね、そこはどうなるのか聞きたい。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

議会の道義的責任については、町民から当

然そういう声が上がってくるだろうというこ

とは予想されますが、私の方から、執行部の

方から議会の責任どうのこうのということは

申し上げる立場にはございませんので、当然、

町民からは、そういう声が上がるだろうとい

うことは予想されることだと思います。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

そこのところはっきりしておかないと困る

んですよね。私たち議会も。どんどん議会が

承認してもらって、予算をつくって、そうな

った場合に、町民はどうしても責任来るんで

すよ、そこをうやむやにすると大変なことに

なると。全国的に問題なのはそこなんですよ

ね。最終的には、負担は町民にかかっている

んです。

だからそこのところをもっとはっきりして

もらわないと、議会の責任というのも、ほん

とに重要だと思うんですよ。そこのところも

う１回お願いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

この事業を立ち上げるとき、会社を立ち上

げるときも含めて、これは当然、執行部が提

案して、いろいろと議会のご承認をいただい

て来たわけですから、それぞれの立場におい

てそれぞれの責任は当然あるものと考えてい

ます。しかし、今後の再建に、この事業を立

ち上げたその目的というのがあるわけです

よ。問題はその目的が今、達成されているの

かどうなのかということが一番重要じゃない

かと考えています。

今後においては、今、上里議員がおっしゃ

るとおり、確かに今、経営は危機的状況にあ

るということでありますが、その問題は、こ

の目的、事業の目的が今、達成されているの

かどうかということが一番重要じゃないかと
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考えているわけです。

その目的は、当然、町民の健康増進であり、

あと観光産業の振興であり、その目的は100

％とはいえませんが、相当な率で達成してい

ると考えておりますので、今後、執行部とし

てもこれ以上の債務を増やさないようなかた

ちで再生を図っていこうということで取り組

んでいるところでございますので、その再生

計画の具体的に固まった段階で、議員の皆さ

んにもご説明申し上げて、ご理解をいただき

たいと考えています。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

バーデハウスの件につきましては、いろい

ろご迷惑をおかけしている分がありますが、

我々は事業等を導入して、公共施設として建

設してきた以上、運営するという義務もあり

ます。それで私自身、島にお客さんが来て、

交流がなければ島の活性化はあり得ないと、

ずっと前から言っておりますが、その中で癒

しと健康、それからスポーツアイランドとい

うことを推し進めて活性化図ろうと、今やっ

ているやさきでございます。

その中で、スポーツ交流、あるいは、今、

アレルギーの対応の商品、シニア対応の商品、

いろいろ出ていまして、それは核となるバー

デハウスがあってはじめて出来上がる商品で

す。そして将来的にゴルフ場もできる、ある

いは福祉施設等も将来的にできるかもしれま

せん。それも核となる施設があってはじめて、

将来的な観光商品と売り出せるということも

ございます。

また、我々久米島町民が相当数利用してい

るということも踏まえて、私は将来的にも存

続させる必要があるというふうに考えており

ます。それはそこに雇用されている30名近く

の方々、ホテル、あるいはサービス産業運輸、

いろいろな産業に波及している効果を考えれ

ば、もちろんそれは健全な運営になるように

努力はしていきますけれども、必要な施設だ

ということを、ぜひとも皆さんにご理解いた

だきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

上里議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりました。会議規則第55条但し書きの規定

によって質疑を許します。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

先ほど、総務課長が健康増進と観光目的は

達成されたということを言っているんです

が、果たして、金額から見て、その累積赤字

から見た場合には、そういうのは達成されて

ないんですよね、15万人でしたよ。

ようするに医療費の軽減になっているな

ら、その数字を出せと言ったんだけど、今ま

で一度も出したことはない。

苦し紛れに今回の定例会には、２、３名の

良くなった事例をやっているんですが、この

皆さん方も果たして2億5千万円の赤字を抱え

ているということを知らないはずなんです

よ。500円で利用できるんですが、やっぱり

そういう健全なものにもっていきたいんだっ

たら、もう少し町民にも負担させるような方

法に持っていかないと、いつまでたっても町

の補助だけで果たしてできるかと。

これ皆さん方できると言っているんだけ

ど、観光というのは水物なんですよ。

そういう恐ろしさがあるんですよ。そうい

うのを踏まえて判断しているのか、口酸っぱ
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くいつも言っているんですが、金額から判断

した方がいい、赤字の、おいしい話はいいん

ですよ。うまくいってないんだもん、どっち

みちおいしい話しても、結果ですよ、結果、

赤字2億5千万円というのは大変な金額です

よ。それを維持していかないといけないとい

うことになっているんですが、その間の内部

的な努力、やられているかといったら、皆さ

ん方はやったと言っているんだけど、全然そ

ういうのが目に見えて来ない。あんな赤字出

しながら支配人の給与が42万円とは、これは

とんでもない話だと思うんですよ。そういう

のも踏まえて、果たしてオーランドに、それ

以上指定管理させていいのかと非常に疑問を

持っています。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

議員から現在の支配人の給料の件ですが、

現在は33万円です。そして19年時点にいまし

た副支配人とか、チーフ、その部門が今なく

なって、33万円で他については22万円とか、

それぐらいからの金額となっています。副支

配人も営業課長も今はいません。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

本件に関して、バーデハウス関連事業とい

うことで、これは国の地域活性化対策交付金

等で、海洋深層水管の敷設整備事業で1千648

万5千円、それからバーデハウス久米島トリ

ートメント棟の増築事業で4千600万円余り、

計で２つ合わせると6千200万円余り、予算を

支出しております。

特に海洋深層水配管の敷設整備事業では、

大まかですけれども、約7千200万円ぐらい、

支出をしておるわけですけれども、工事費と

なっていますけれども、その中で起債もある

し、他の参加企業からの支出もあるし、いろ

んなものがやられているんだけれども、その

実態というのが、我々に知らされていないと

いうこと。こういうような事業で、多く、バ

ーデハウスに導入されているということです

が、この支出の実態というのを明らかにして

ほしいということなんです。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

事業導入にあたって、予算の説明のときに

は内容等についても説明をしていますが、深

層水の送水管につきましては、深層水の研究

所の近くまで、その送水管が出ておりますの

で、そこから漁協とか、モズク選別場とか、

海邦企画とか、養殖場とか、バーデーまでの

ということで、そういう事業所が産業の振興

のためにということの目的で事業を導入して

やっているところです。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

バーデハウスの増築事業についても皆さん

方は減価償却ということも考えてやっている

かと、あれは海水も含めて、使用されている

ために腐食が早いわけです。つまり減価償却

というのが厳しくなっていく、そういったマ

イナス面も計算されて説明されてないわけで

す。一方には、例えば指定管理、６団体の方

を並べて、その中でバーデハウスというのは、

非常に費用対効果が高いよという説明をして
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いますけれども、例えば、ホタル館、あるい

は自然文化センターについては、その条例に

基づいて位置づけされているわけです。

観光施設じゃないわけです。それに料金に

ついても、これはホタル館は大人100円と子

供50円、自然文化センターは一般200円、そ

れから小中学生が100円となっているわけで

す。そういうようなもので定められているも

のと、観光施設である、しかも株式となって

いるバーデハウスと、これ訳が違う。

こういうようなものを比較対象として費用

対効果が高いと言われても、元々疑問のある

資料を持ち出して対象とすることはおかし

い。これについて説明がほしい。

結論として言いたいのは、その株式会社と

あるからには皆さん方、先ほど言ったような

マイナス面もプラス面も全部俎上に上げて検

討させる、これが企業努力ということと、か

んなタラソ沖縄、これはビジターで、大人で

2千500円なんです。それからバーデハウスは

2千円です。しかも海洋深層水を使っている

からビジターはもっと上げてもいいんじゃな

いか2千500円、あるいは3千円と。ただし町

民については身分証明書がはっきりしておれ

ば現行の入館料をとればいいわけです。そう

いったところをどう考えているのかというこ

とを答弁をお願いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

料金の方については商工観光課長の方から

答弁していただきます。

まず、減価償却の考え方なんですが、施設

そのものは町の施設でございますので、株式

会社オーランドの経営の中では、その施設そ

のものに対する減価償却というものは適用さ

れません。やはり、町の施設、全体的、他の

施設とも同じような考え方でいけば、今後、

行政の会計そのものも複式簿記に移行してい

きますので、公会計にね、移行していきます

ので、そのときは減価償却という考え方も、

行政の予算、決算の中でも入ってくるものと

考えております。

それからいろんな公の施設のあり方から考

えて、全てを施設ごとに性格が違いますので、

全て同じ見方をすることはできませんが、や

はり公の施設というのは、民間だけでつくっ

て引き合わないのを、公共的目的、町民の福

祉の向上、あるいは産業の活性化のために必

要だということで公的な関与の下で、その施

設をつくっていくわけでありますから、一概

な比較はできませんが、やはり一定の税金の

投入というのは必要だと考えております。

同じ産業振興施設でも、それぞれの形態が

違いますので、同じ比較はできませんが、そ

れぞれの特性を見て、運営に対する費用のか

け方については考えていく必要があると考え

ています。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

料金の件ですが、かんなタラソとの施設の

規模とか、それからプログラムとか、そうい

うのも違っていて、例えばかんなタラソだっ

たらスケールとしてはバーデハウスの３倍ぐ

らいですか、そしてプールも25ｍもあって、

そこの全利用で2千500円と、バーデハウスの

場合はプール棟のそばにトリートメント棟が

あって、そこにもサウナとかあるんですけど、

そこの利用については別料金で一般の方でし
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たら1千円ということの利用形態になってい

ます。

その利用料金については、かんなタラソと

もそんなに変わりはないんじゃないかなと思

っています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

減価償却の問題について、これは町の施設

であるから、こういったものも明らかにまだ

してないというようなことで理解しています

けれども、じゃあ、なぜ、6千200万円余りの

いろいろ整備事業、あるいは増築事業等に費

用を、税金を打ち込むのか、こういうことで

す。ですから、町の施設であろうが、町もそ

こに株式会社として、参入しているわけです

ね、ですからそういうものも明らかにしない

と、将来どうなっていくのかということが見

えてこないわけです。

ぜひ、そこのところも減価償却、これも計

算させて対応をしていただきたいと。それか

ら料金については、これは海洋深層水をつか

っているわけです。かんなタラソ沖縄につい

ては、一般の海水なんです。だから付加価値

をつけて、高くすべきじゃないかということ

を聞いているわけです。

これで質問は終わりますけど、総括で答弁

をお願いしたいと思っています。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

先ほどもかんなタラソの形態という話をし

ましたが、あちらのスケールとか、あらゆる

メニューとか、そういうものと、そしてバー

デの海洋深層水という特徴ですね、そういう

ものも加味して、料金については、当初は3

千円とかということの設定もありましたが、

やっぱしその売り出し、経過において、その

3千円では高いというようなこともあって、

それで今、2千円に落ち着いているところで

す。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

料金の問題につきましては、いろいろ議論

がありましたけれども、バーデハウスは開店

してから終わるまで何名入ろうと同じコスト

がかかるということもありまして、より多く

の町民に利用させたいということで、町民1

千円、時期になると500円という値段に設定

しております。料金につきましては、先ほど

も上里議員から料金を上げた方がいいんじゃ

ないかということがありました。この部分に

ついては利用する人数、あるいは料金の金額

というのが、どこで設定するのかというのが、

非常に難しい部分があったということです。

ただ、バーデハウスは性格上、開店して終わ

るまで人が入ろうが少なかろうが同じコスト

がかかるということをご理解いただきたいと

思います。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

付属資料の４ページをお願いしたいと思い

ます。収入の方で経営再建対策費の1千万円

が、22年度から24年度まで、それぞれ1千万

円ずつ、それから健康づくり推進費が500万

円の計、1千500万円が、この3カ年間、助成

されるわけですが、この計画どおり進めてい

くのか、これに増額する可能性があるのかど
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うかについてお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

現在、経営再建計画を細かく練っていると

ころでございまして、増額をお願いすること

があるかもしれません。これは専門家のご支

援もお願いいたしまして、今、ほんとに確実

な再生を図っていくことができるかどうかを

今、検討しております。

具体的には産業活力再生特別措置法という

法律がございまして、その法律に基づいて、

沖縄県にも中小企業再生支援協議会というの

が設置されて、これは国庫補助でもって中小

企業の再生を図っていくという組織なんです

が、そこには中小企業診断士や、あるいは公

認会計士、税理士、弁護士等が一つのチーム

をつくって中小企業の再生を図っていくとい

う仕組みがございます。

今、その支援協議会の方にも、ご協力をお

願いしてバーデハウスをほんとに中立の立場

で診断していただくということをお願いした

次第です。その診断の結果、町として再生に

どういった協力が必要なのかということも当

然出てくると思いますので、短期的には増額

をお願いするということがあるかもしれませ

ん。これは現在のところはっきりしたことは

申し上げられませんが、ただ、お願いしても

皆さんのご理解をいただかなければできない

ことでもございますので、そこは細かい数値

や専門家の助言等の結果等も、ちゃんとお知

らせして、それがご理解いただけるような方

向で、できれば再生を図っていきたいと考え

ています。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

計画を提示して、これを提案するわけであ

りますから、曖昧な計画のやり方は、僕はま

ずいと思っています。支援計画、オーランド

経営再建計画の２月11日にもらった資料にお

いては、今までの1千万円と健康推進費の500

万円にあと、500万円を増額して、これを指

定管理費として、要望するというふうにこれ

に書いてあるんですよ。そのように計画にす

ればいいんですけれども、まず、今回の案に

対して、この案でやるんだったら、この案で

３カ年は進めるべきだと思っています。

曖昧な手法でやるから議会からも不信感を

抱くわけであります。その点についていかが

お考えでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

現在、金融機関とも債務調整を行っている

ところです。ですからそういったものが固ま

らないとはっきりした数字が出せないという

ようなことでございますので、考えているの

は、時間的な問題もありますので、当初予算

ではそれを裏付けするような確定的な数値と

いうのは今のところ出せないということで、

当初予算は従来どおり額で計上しているとこ

ろです。

そういったもの、再生計画が固まった段階

で、これは必要ということになれば、その時

点で細かい説明を申し上げて補正予算で対応

するというような方向で考えております。

お配りした計画については会社として、こ

ういうような支援を行政に対してやりたいと

いうことでございますので、それが、はいす
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ぐそのとおり、当初予算に要求ということに

は、根拠となる細かい数字の確定の部分で、

金融機関との債務の調整やあるいは専門家の

指導等を受けた上で確定させて必要な部分に

ついてはお願いしたいと考えています。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

この３年間はこの計画どおり進めていただ

きたいということを述べておきます。

22年度は単年度で黒字見込みということで

ありますが、経営は予測できないことがあり、

平成22年度の上半期経営状況を見た上で、経

営利益を出す見込みがない場合は、法的整理

を検討すると。法的整理は事業の継続が廃止

かを含めて行うものとする。

継続する場合でも採算部門の抜本的見直し

が必要であると、これは下半期の結果を見て、

この法的整理の検討をされるわけですか。

先ほど議会の責任も問われました。これも

当然、この時期をそろそろ議会としても、ず

っと今までの公的資金を出すのに対して、こ

れまでいろんなことが言われてきました。

どこまでこれを支援していくのか、議会と

してもそろそろ考えるべきだと思っていま

す。

その上半期の状況を見て、いつごろ検討す

るのか、これをはっきりと検討してほしいと

思っています。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

上半期の状況を見てということですから、

９月までの上半期の決算が出た頃ということ

になりますので、10月の下旬から11月の頭に

かけて上半期の決算が出ますので、その状況

を見て、それまでは私的再生ということにな

ります。これは関係機関の同意を得て、債権

者も含めて、同意を得て私的に再生を進めて

いくということになりますが、法的整理とい

うことになりますと、法的整理にも２つのパ

ターンがあります。事業を止めるのか、事業

を継続する方向でやるのかということで、と

いうことで民事再生を適用してやっていくか

ということになりますが、この民事再生を適

用した場合には、当然債務の切り捨て、債務

カットとか、そういったことも、これは裁判

所の判断で行うということになりますので、

そういった手順に入っていくということにな

りますので、概ね、11月の頭ぐらいというこ

とになるかと思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

１点だけ。４ページの収入の方は仲村議員

からあったんですが、支出の方でその他の経

費ということで4千170万5千円、22年度です。

普通、その他の経費というのは、他の項目よ

りは少なめなのが普通なんですよ。このバー

デに関しては支出がずばぬけて、その他の経

費の方がずば抜けて多いんですね、今、再建

計画を一度読み直してあちこち見てみたんで

すが、その他の経費の内訳ですね、その中に

株主からの短期借入の返済を含んでいるの

か、含んでないのか。そのへんだけを回答く

ださい。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 10時36分）

○ 議長 山里昌輝
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再開します。（午前 10時36分）

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

その他の経費については、売上原価が主で

す。原材料費とか、そういうものが主になっ

ています。借入金については入っておりませ

ん。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

普通、収入支出のバランスをとるときには

そういう払うべきものも計上するんじゃない

のかな。借入金の返済が入ってないというこ

とはちょっと納得できないんだけど。長期借

入は入っているけれども、株主からやるのは

短期借入になると思うんですよ。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

これにつきましては、当初22年からの償還

を計画していましたが、その資金の調整等も

あって、それをちょっと伸ばしてもらおうか

と、銀行借入も含めてですけど、そういうも

のを調整をしているところです。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第23号、海洋深層水温浴施設

の指定管理の指定についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願いします。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案23号、海洋深

層水温浴施設の指定管理については原案のと

おり可決されました。

日程第３ 奥武島キャンプ施設の指定管理

者の指定について

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議案第24号、奥武島キャンプ施

設の指定管理者の指定についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第24号、奥武島キャンプ施設の指定管

理者の指定について、奥武島キャンプ施設の

指定管理者を次の団体に指定したいので、地

方自治法第244条の２第６項規定により、議

会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

キャンプ場 久米島町字奥武170番地の１。

センターハウス 久米島町字奥武170番地

の１。

多目的広場 久米島町字奥武170番地の２。

２．団体の名称 株式会社オーランド。

住所 久米島町字奥武170の１。

代表者 代表取締役社長平良朝幸。

３．指定の期間 平成22年４月１日から平成

25年３月31日まで

平成22年３月12日提出

久米島町長 平良朝幸
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提案理由

現行の指定管理者の指定の期間が、平成22

年３月31日で終了するため、指定管理者を再

指定する必要がある。

なお、付属資料を添付しております。ご審

議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第24号、奥武島キャンプ施設

の指定管理者の指定についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（多数挙手）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第24号、奥武

島キャンプ施設の指定管理者の指定について

は原案のとおり可決されました。

日程第４ 島の学校体験交流施設の指定管

理者の指定について

○ 議長 山里昌輝

日程第４、議案第25号、島の学校体験交流

施設の指定管理者の指定についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第25号、島の学校体験交流施設の指定

管理者の指定について、島の学校体験交流施

設の指定管理者を次の団体に指定したいの

で、地方自治法第244条の２第６項の規定に

より、議会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

あじま－館 久米島町字仲泊962番地の２

２．団体の名称 ＮＰＯ法人島の学校久米島

住所 久米島町字仲泊962番地の２

代表者 祖根恒夫

３．指定の期間 平成22年４月１日から平成

27年３月31日まで。

平成22年３月12日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

現行の指定管理者の指定の期間が平成22年

３月31日で終了するため、指定管理者を再指

定する必要がある。

なお、付属資料を添付しております。ご審

議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第25号、島の学校体験交流施
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設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（多数挙手）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第25号、島の

学校体験交流施設の指定管理者の指定につい

ては原案のとおり可決されました。

日程第５ 平成22年度久米島町一般会計予

算。平成22年度久米島町老人保

健特別会計予算。平成22年度久

米島町後期高齢者医療特別会計

予算。平成22年度久米島町水道

事業会計予算。平成22年度久米

島町下水道事業特別会計予算。

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第11号、平成22年度久米島

町一般会計予算。議案第13号、平成22年度久

米島町老人保健特別会計予算。議案第14号、

平成22年度久米島町後期高齢者医療特別会計

予算。議案第15号、平成22年度久米島町水道

事業会計予算。議案第16号、平成22年度久米

島町下水道事業特別会計予算についてを一括

議題とします。

以上の６件については、予算審査特別委員

会に付託してありましたので、予算審査特別

委員長の報告を行います。

宮田勇予算審査特別委員長。

（宮田勇予算審査特別委員長登壇）

○ 予算審査特別委員長 宮田勇

平成22年度予算審査特別委員会委員長報告

予算審査特別委員会委員長の宮田勇でござ

います。３月10日の本会議において、予算審

査特別委員会に付託されました議案は、議案

第11号、平成22年度久米島町一般会計予算。

議案第12号、平成22年度久米島町国民健康保

険特別会計予算。議案第13号、平成22年度久

米島町老人保健特別会計予算。議案第14号、

平成22年度久米島町後期高齢者医療特別会計

予算。議案第15号、平成22年度久米島町水道

事業会計予算。議案第16号、平成22年度久米

島町下水道事業特別会計予算の６会計予算で

あります。

３月12日、15日、16日の３日間にわたり、

各款毎に予算科目を分割して行いました。

執行部から関係職員の出席のもと慎重に審

査を行いました。

予算審査特別委員会で多くの質疑がありま

したが、その中から要点を抜粋して報告しま

す。

まずはじめに、平成22年度久米島町一般会

計予算の審査状況の概要について報告しま

す。

鳥島射爆場の予約がまだまだと聞いている

が契約期間はいつまでかとの質問に対し、現

在の予約期間が20年の期限で、平成24年５月

14日までが契約期間となりますという答弁で

ありました。

特別職の県外旅費が100万円余り計上され

ているが、外国とか行く予定があるか、その

内訳はとの質疑に対し、主に東京への旅費で

あります。また、楽天関係や国の各省庁への

要請行動も含まれておりますという答弁でし

た。

新たに入ってきた地域人材育成事業と重点

分野雇用創出事業の内容とはという質疑に対

し、地域人材育成事業は島の学校に委託し、

久米島町の観光を総合的に案内する人材を育
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成する事業で、３名の雇用を予定しています。

また、重点分野雇用創出事業は、観光協会に

委託し、観光入域客の動態調査や観光資源調

査、案内板等の設置を予定し、４名の雇用を

予定していますという答弁でした。

地域、人材育成事業で１年間福祉関係の仕

事をやりながらヘルパーの資格がとれるとい

うことで時給810円で募集されているが、現

在、２級のヘルパーの資格を持っている人が、

時給800円で働いているが、矛盾が出てこな

いかという質疑に対し、時給の810円の設定

については補助金申請等に各地域の時給を調

査しての設定であり、実際矛盾するかは今の

ところ把握しておりませんという答弁でし

た。

町民税、たばこ税が前年度当初予算よりマ

イナスになっているが、その要因はという質

疑に対し、町民税の減については、去年のイ

ンフルエンザやリーマンショック等の影響で

給与所得が少なくなる見込みで、たばこ税の

減に関しましては、人口割りでの配分であり、

人口減により、減額での計上をしてあります

という答弁でした。

不動産の鑑定があることでの固定資産評価

委託料を計上していると思うが、件数と場所

は、また、評価の方法は前と変わらないか、

耐用年数に近づけば評価額が少なくなるのか

という質疑に対し、土地の調査地点について

は、全体で66地点、大きい集落は５地点、最

低１地点で工業地域や商業地域とかに分けて

割り振りしています。また、家屋については

年数に応じ減額されますが、基本的には20％

まで、減額されますという答弁でした。

結婚披露宴助成金については、対象となる

若い人たちにあまり浸透されてないのではな

いか、これらの周知方法はという質疑に対し、

助成金のお知らせということで年度はじめに

チラシや広報等での周知を予定しています。

また、次年度の成人式等でもパンフレットを

配布したいと思いますという答弁でした。

イーフの民宿村が貸地料が安いと思うが、

買って税金を払うより貸地料を払う方がずっ

と安いと聞いているが本当か、去年から何件

売れたか、また単価は改定したかとの質疑に

対し、現在の単価では貸地料を払うのが確か

に安くなります。その後、売れた区画はあり

ません。また、単価については確定ではあり

ませんが、約２倍ぐらいは上がる予定ですと

いう答弁でした。

地域振興基金が10億40万円計上されている

が、財政上余裕があっての積立なのかという

質疑に対し、合併に伴って、10億円基金を積

立ることができることになっており、原資は

起債を当て、積立することになります。その

借りた金の元利償還の70％については交付税

の基準財政需用額に参入されるようになっ

て、約10年間で10億円を積み立てて、その果

実をいろんな地域振興に当てていくことにな

りますという答弁でした。

離島における化石燃料の輸送費が、全額補

助されているのに、沖縄本島と比べると離島

が高い理由はという質疑に対し、久米島の場

合コンビナート、保管用のタンク等にかなり

の維持にコストがかかるため、その分高く推

移しているとの県の説明がありましたという

答弁でした。

また、燃料の価格については、県の離島振

興課は特別措置により、燃料は全県同額とし

ていることから地域によって差があるかもし

れないので、再度、離島振興課と調整する必
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要があるのではないかという意見もありまし

た。

子供手当が予算計上されておるが対象者は

何名で支給、何月からという質疑に対し、公

務員以外の子供の対象者は1,271名で、対象

月は４月からで、支給は６月からになります

という答弁でした。

保育所運営費が前年度より減となっている

がその理由は。また待機児童がいると聞いて

いるがとの質疑に対し、園児の数が少なくな

っている分の減であります。また、現在、待

機児童はいませんという答弁でした。

保育士の超勤手当が予算計上されている

が、保育士に関して、超勤をさせない方法で

振替休を与えていると説明を受けたがとの質

疑に対し、保育士の時間外勤務手当について

は、満額支給ではなく、１人当たり約30時間

までは認め、それ以上になった場合は代休処

理だと思います。という答弁でした。

公営住宅使用料の滞納繰越分の額の内容は

という質疑に対し、滞納額全体では575万円

となっていますが、今年度の滞納額徴収状況

を勘案して、予算計上してありますという答

弁でした。公営住宅の滞納については家賃の

請求書を配布していないために滞納額が貯ま

ってきたということですが、納入者に対して、

ちゃんと説明をして理解が得られているかと

いう質疑に対し、現在のものは徴収しながら、

過去のものについては相談しながら入居者が

払えるような方法で相談をし、お願いと理解

を得ているところですという答弁でした。

新年度も臨時の保育士に住居手当は適用す

るか、また、他の臨時職員は支給されるかと

いう質疑に対し、久米島町福祉専門嘱託職員

の報酬及び旅費に関する規則中の住居手当の

特例を適用して支給します。

他の臨時職員には該当しませんという答弁

でした。特定健診の単年度目標率は達成され

ているか、平成24年度の最終目標の65％は達

成可能かという質疑に対し、去年、今年は目

標率に近づいていますが、24年度の目標率を

達成するには、厳しいところがありますが、

町民の理解と、これからの取り組みが必要に

なりますという答弁でした。

堆肥センターの販売事業で、袋詰めはいつ

から販売可能か、また、一般の農家が買えな

い状況だということだがという質疑に対し、

袋詰め販売は電気設備工事が完了する４月頃

から販売可能だと思います。また、購入に関

しましては、予約注文であり、予約を受けて

から製造が間に合わない時期があり、一般の

農家がなかなか、購入できない時期もありま

したという答弁でした。

畜産農家からの牛糞等の材料の確保の見通

しは、また価格についてはという質疑に対し、

現時点当初予定を十分達していることから、

３年ぐらいは何とかクリアできると思いま

す。価格については21年度実績を見据えて、

検討していかなければならないと思います。

という答弁でした。

パヤオ敷設作業船を利用し、ハテノ浜の仮

設トイレにも利用できないかという質疑に対

し、漁民のパヤオ部会の管理になりますので、

別の目的に利用できるかパヤオ部会と相談に

なると思いますという答弁でした。

バーデハウス久米島再建対策補助金の1千

万円は、平成21年度までと聞いているが、22

年度も予算計上されているのはなぜかという

質疑に対し、バーデハウス経営改善に向けて

ということで、去年の全体会議や決算等で経
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営状況等を示して、今後も継続してお願いす

るということで説明してありますという答弁

でした。

楽天応援の際の旅費については、自己負担

はあるかという質疑に対し、担当が行くとき

はキャンプの調整や各関係機関への挨拶等、

業務としていっていますので自己負担はあり

ませんという答弁でした。

リゾートウェディングについて、報告書が

出来上がったと聞いているが、22年度はどの

ような取り組みをしていくのかという質疑に

対し、報告を受けて役場内において、協議議

論を重ねた上でリゾートウェディングの推進

をしていくかということはいろいろ協議して

いきたいという答弁でした。

22年度観光事業には、相当の予算を計上し

ているが、観光入域数はぜんぜん伸びない。

観光協会の事務局態勢、職員態勢に問題があ

ると思うが、専門的な人材を配置したらどう

か、今のままで観光は伸びると思いますかと

いう質疑に対し、専門的な人材や人数等も含

めて、もっと充実させればその対策は図れる

と思いますので、観光協会も含めて、話し合

いをしていきたいと思いますという答弁でし

た。

消防費に国有地、借地料が計上されている

が、払い下げ申請はしなかったのか、また、

この水路、元々の所有者は調査したのかとい

う質疑に対し、購入価格と借地料を比較した

場合に借地していた方がいいということで継

続しています。また、元々の所有者について

はまだ調べてはいませんという答弁でした。

保育園の保育料の滞納繰越分の徴収につい

てどのような対策をとっているかという質疑

に対し、滞納者の徴収については、夜間に電

話でお願いをしたり、戸別訪問等で徴収を行

っていますという答弁でした。

給食センターの滞納繰越額が1千万円近く

あったと思うが、予算には1千円しか、計上

されていないというのはどういうことか、ま

た、徴収方法はという質疑に対し、当初予算

に計上すべきであるが、計上ミスによるもの

であり、また、２カ月以上の滞納者について

は、電話での催促や年３回の夜間徴収も実施

しておりますという答弁でした。

22年度の海外ホームステイの研修の人数

と、ホームステイ場所、その時期はという質

疑に対し、３名を予定しており、派遣先はア

メリカのシアトルか、カナダのバンクーバー

を予定しています。実施については夏休み期

間を予定していますという答弁でした。

なかさと友好の翼交流事業は次年度以降も

継続していくのかという質疑に対し、十日町

の市長との意見交換の中で、今後とも継続し

ていきたいという意向でありましたという答

弁でした。

各種団体に負担金補助金を出しているが、

決算報告もきちんとされているのかという質

疑に対し、各種団体の補助金申請の際には決

算資料も添付するよう指示していますという

答弁でした。

次に、平成22年度久米島町水道事業会計予

算について、資金計画の中で前年度営業収入

が1千600万円減になっているが、その原因は

という質疑に対し、今年度の事業収益を前年

度実績の収益率87％分計上したことでの減と

なっていますという答弁でした。

22年度から徴収員の廃止になることについ

て、経緯と今後の徴収業務の対策はという質

疑に対し、公共料金の集金途中に襲われると
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いうことが多々あるということで、事務研究

会、いろいろ論議され廃止ということになっ

ています。今後、未収金が多くなるのは危惧

されますが、徴収方法も、これから検討して

いきますという答弁でした。

次に、平成22年度久米島町下水道事業特別

会計予算について、平成22年度下水道工事の

場所はという質疑に対し、工事場所について

は、美崎地区の真謝地内で距離にして約660

ｍを予定していますという答弁でした。

下水道工事が終わって何年か後に道路が沈

下しているところが多々あるが、ちゃんと指

導しているかという質疑に対し、工事期間中

は担当職員が現場に出向いて、ちゃんと指導

しておりますが、水位や軟弱地盤の箇所が数

年後には沈下している状態にあります。また、

今後沈下した部分を調査し、補修をしていき

たいと思いますという答弁でした。

平成22年度、久米島町国民健康保険特別会

計予算について、沖縄県は保険料が高いとか、

財源が不足している市町村が多いと思うが、

久米島町はどうかという質疑に対し、一般会

計からの繰入金や法定外の補填がなければ、

厳しい状況にありますという答弁でした。

保険料が払えなくて、保険証がなく、病院

に行けない子供たちもいますかという質疑に

対し、現在、保険料の納付契約をして短期証

を発行しているので、保険証がなくて、病院

に行けないということはないと思いますとい

う答弁でした。

予備費は毎年2千万円計上しているが、国

の予算が確定するまでということかという質

疑に対し、医療費一番多い時期と少ない時期

で約2千万円の差があることから、医療費が

急増した場合に臨機応変に対応できるように

との予算計上ですという答弁でした。

次に平成22年度、久米島町老人保健特別会

計予算について、去年に比べると次第に予算

が減っているが、その経緯はという質疑に対

し、平成20年４月から老人保健が後期高齢者

医療保険に移ったことにより、20年度以降の

診療費の支払いについては後期高齢者医療か

ら支出になるため、その分、減となりますと

いう答弁でした。

次に平成22年度、久米島町後期高齢者医療

特別会計予算について、保険料の滞納があっ

た場合、短期証を発行されているかという質

疑に対し、後期高齢者医療制度は平成20年度

から発足していますので、今期までは短期保

証は発行されていませんという答弁でした。

その他、町税、給食費、公営住宅使用料、

保育料、水道料、下水道使用料等の滞納繰越

分については徴収率向上を図り、町の収入財

源の確保に向けて最大限の努力をするように

と、各委員から強い要望と指摘がありました。

以上が予算審査特別委員会に付託されまし

た一般会計、水道事業会計、特別会計につい

て質疑の概要を述べました。

予算審査特別委員会でたくさんの質疑が出

ましたが、多くの面で割愛させていただきま

したことを、ご容赦ください。

質疑を終了し、討論に入りましたが、一般

会計予算に関しましては反対討論がありまし

た。続いて採決に入り、議案第11号に関して

は賛成多数で議案第12号、議案第13号、議案

第14号、議案第15号、議案第16号は全員をも

って原案のとおり可決すべきものと決定され

ました。

以上で委員長報告を終わります。ご清聴あ

りがとうございました。
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（宮田勇予算審査特別委員長降壇）

○ 議長 山里昌輝

以上で委員長の報告を終わります。

委員長報告に対する質疑を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、議長報告に

対する質疑は省略することに決定しました。

休憩します。（午前 11時11分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時29分）

ただいま、議案第11号、平成22年度久米島

町一般会計予算について、 上里総功議員他

１名の議員から修正の動議が提出されまし

た。提出者の説明を求めます。９番上里総功

議員。

○ ９番 上里総功議員

修正案を提出した理由について述べたいと

思います。平成22年度一般会計予算の観光費

の中でバーデハウス久米島経営再建対策補助

金1千万円が計上されている。経営再建対策

費補助金は平成21年度までということで言っ

ていた。また、３年以内には単年度黒字に持

っていきたいと言いながらまだ達成されてい

ない。累積赤字も2億5千万円に膨れあがり、

これ以上再建対策費補助金を投入しても町民

の理解を得られないということで、修正案を

提出します。

○ 議長 山里昌輝

これから修正案に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

この修正案につきましては、バーデハウス

の再建計画補助金ということで1千万円組ん

であるんですが、これをなくして予備費に回

しているということでございますが、バーデ

ハウス必要だから1千万円の助成金を組んで

いるわけです。しからばバーデハウス今の状

況をそれをしなければなお厳しくなるんだ

が、その対策としてどう考えているのか。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今、対策ということでどう考えているかと

いうことでありますが、これは今、累積赤字

の2億5千万円、これがあるにも関わらず何で

続けていかないといけないかということも言

えると思うんですね。それを僕ら議会も責任

あると、そうなった場合に、経営を破棄する

か民間に委託するしか方法はないと思うんで

すよ。行くも地獄、引くも地獄という状態に

なっているんですよね。そうなった場合にず

っとそのまま続けていいかということを疑問

感じているんですが。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

どこか民間に委託するかどうかということ

になるんだけど、そういった案も準備しない

で、そのままなくした場合に路頭に迷ってい

くんじゃないかと思うんですよ。

バーデハウスというのは先ほどから議論さ

れているとおり観光産業に大きく貢献してき

ているわけです。当初の目的は十分達成はさ

れていないと思うんだけど、達成されつつあ

るわけですよね。今、15万という観光客は入

ってはいないけれども、しからばなかったら

どうなったかということも考えたことがある
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のかどうか。

観光産業というのは、単なる観光では、ホ

テルとか交通とか、そういうことで、総合産

業といわれている中で、大きく貢献されてい

ると思うんですよ。さらには、健康増進につ

いてもやはり、私はよく行くんだけど、生の

声聞くんですよ。やっぱりバーデハウスは大

事だということで、なぜ、町民が少ないのか

な、早く町は利用者を多く宣伝して募ってほ

しいなという声があるんですよ。

だけどそう言っているんだけど、なかなか

来ないという実態がある。

それだけ、健康増進に繋がっていることだ

けれど、これは単に数字出せと言っても数字

的に簡単に出せるもんじゃないと思うんです

よ。そういうことでほんとに再建しようとい

う考えがあるのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

私の方に経営まで何とかということを言っ

ているんですが、私は経営者ではありません。

経営しているのは行政の方です。だけど今ま

での累積をどうするかと、これは最終的に町

民に来るということを認識して、幸地委員は

発言しているのかね。これは必ず町民に負担

が来ると思いますよ。今までずっと他の市町

村でもそうい事例がいっぱいあるじゃないで

すか。久米島もそうなるんじゃないかという

ことで、そういう危機感でもって修正案を出

しています。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

累積赤字大きいというのは、確かに厳しい

状況ではありますけど、やはり当初の資金計

画で、借入された金額の償還が来て非常に厳

しくなっている状況で、単年度収支からする

とそんなに悪くないですよ、黒字になりつつ

あるわけですよ。良くなりつつある中で今の

状況で助成を切った場合に、ますます困難な

っていくんじゃないかと思うんですよ。確か

に累積赤字が２億余りということは厳しいん

ですけどね、これは今まで借入したものが償

還に入ったから厳しくなっているんであっ

て、払えば次第に経営はよくなっていく、払

っていけば減っていくというかたちになるの

で、これは提案者がいうような説明は通らな

いと思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

休憩します。（午前 11時37分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時37分）

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

まず原案に賛成者の発言を許します。

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

平成22年度の予算について賛成の立場で討

論します。

全体、部分的には、この予算審議の中で非

常に疑問点はありますが、予算全体としては

賛成すべきものと思います。しかしながら、

この予算計上の仕方について指摘させていた

だきたいと思いますが、まず、観光危機突破

関連の予算でありますが、その予算について

資料を求めたところ事業項目についてのそれ

ぞれの予算が配分されてなかったということ

が予算計上の仕方にとって、これが正当な予
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算の請求の仕方なのかどうかということが疑

われます。

その後、会合をもって、その金額を決めて

いくということで、今日朝、その資料をいた

だきましたが、それにおいても細部にわたっ

ての配分がまだされていない。今後の事業展

開において、年間の事業の中でもまた曖昧な

仕方で補正で上げれば何とかできるというよ

うな要素が含まれているような感じがしてな

りません。ちゃんとした計画性をもっての予

算要求をしていただきたいということを指摘

しておきます。

それから、楽天関係について、旅費の問題

についても年４回、22年度は年４回というこ

とでありましたが、毎年、21年度もそうでし

たが、相当の楽天関連で旅費を執行しており

ます。それが町民の目線からして、それでい

いのかどうか、そういった予算執行も配慮し

ていただきたい。まず、応援ツアーとしても

町民に応援ツアーを求めていくのであれば、

当然執行部としても自費で行ってもらいた

い。それが町民からの目線だと思っています。

それからバーデハウス再建については、22

年度黒字を見通しされていますが、先ほども

申し上げましたが、22年度の上半期の状況を

見て、今度法的整理をするか検討をするとい

うことでありますので、22年度ぜひ黒字でい

けるように頑張っていただきたいと思ってい

ます。部分的には非常に疑問がありますが、

予算全体としては賛成します。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時42分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時42分）

次に原案及び修正案に反対者の発言を許し

ます。

○ 議長 山里昌輝

次に、原案に賛成者の発言を許します。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

本案につきましては特別委員会、慎重に審

査、かつ十分審議されまして、可決されたわ

けであります。非常に厳しい指摘もございま

した。そこについては、執行部も真摯に受け

とめて執行すべきだと思います。

バーデハウスの経営再建対策助成金につい

ては、やむを得ない措置だというふうに考え

ています。バーデハウスの事業運営は久米島

観光産業、そして健康増進に大きく貢献して

いると思います。

これは以前からずっと議論しているとおり

でありますが、観光に貢献というのは金額に

表れるようなものではございません。しかし、

執行に当たっては、経営の十分なるチェック

をして執行に当たってほしいと思います。

それから予算全体についてなんですけど、

計画された事業そのものについて、年度内執

行するように、これは年度内執行というのは

当たり前のことですけど、よく繰越されて、

これが恒常化しているような傾向がありま

す。やはり執行は、繰越されるということは、

それだけ予算の執行が遅れるということは地

域経済において影響するわけですから、これ

は強く要望してこの本案に賛成します。

○ 議長 山里昌輝

次に、修正案に賛成者の発言を許します。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

私は次の理由から商工費のバーデハウス久
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米島経営再建対策費補助金1千万円の支出す

る件の修正案については賛成であります。理

由の一つとしては、株式会社オーランドが累

積赤字2億5千万円となっていること、執行機

関は将来黒字見込みとしていますけれども、

その黒字部分でも累積赤字を埋めるには、焼

け石に水だと思っています。

また、減価償却を考えればその累積赤字は

ますます厳しいものになってくるだろうとい

うように推測をしています。このバーデハウ

ス自体が塩害等を受けて、中の方も、だいぶ

老朽化していると私は見ています。そういう

ような観点から、累積赤字というのはますま

す厳しいものになっていくと、こういうこと

で考えています。

２つ目は今年度も既にバーデハウス関連事

業ですね、これは国の地域活性化交付金等で

海洋深層水管の敷設整備事業に1千648万5千

円、それからバーデハウス久米島トリートメ

ント棟増設事業に4千616万1千円、計、6千26

4万6千円を支出しております。その他にも深

層水の送水管敷設整備事業として、これだけ

で先ほどの国の交付金と併せて7千200万円の

工事費用が出ております。そういうように非

常に我々が気付かない間に、その間に相当な

投資をしているわけです。町民の税金でもっ

て３つ目は、株式会社オーランドとしての企

業努力が見られない。町民の使用料金は現行

でもいいとしても、その他の利用者について

は海洋深層水という付加価値をつけて、値上

げしたらどうかということなんです。かんな

タラソ沖縄についてはビジターで大人2千500

円であるが、バーデハウスは2千円でありま

す。そういった面での企業努力はしたか、そ

の他にも多々あります。

４つ目は企業目的評価の資料の費用対効果

についてでありますけれども、指定管理施設、

６施設を対象として、ずば抜けてバーデハウ

スはいいということになっていますけど、そ

の対象になっている施設が、観光目的の施設

はないんですよ。例えばホタル館、ホタル館

は条例で生物の保護と研究施設が目的という

ことで、条例でもって位置づけられているわ

けです。入館料についても大人100円、小学

校生以下が50円となっています。

自然文化センターでも条例で位置づけられ

て一般料金が200円、小中学生で100円となっ

ているわけです。ですから、観光施設、目的

のものと比較対象にはなりませんよというの

に、敢えてそれを資料として提出をしている。

それからオーランドは株式会社ですよ。黒

字経営しなければならないのに町民の税金が

大分流入されている。

そういうようなことからすれば、早くオフ

ァーを探して、完全民営化した方がいいんじ

ゃないかということ。

５つ目は、これから現政権の地方自治体に

対する一括交付金が来ると思います。それに

受け皿となっている態勢を組まないといか

ん。だけれども、我々の知恵と努力がこうい

うオーランドに対してだいぶ食われていって

いる。そういうようなことで、行政機関の本

分たる、サービス機関たるものは何だと、こ

ういうことで疑問に思っています。

従って私は、修正案については賛成であり

ます。

○ 議長 山里昌輝

他に討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

原案に賛成者の発言を許します。
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２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

原案に賛成する立場で討論を行います。

この海洋深層水バーデハウスというのは、

まず、原点から戻れば海洋深層水研究所、沖

縄文部科学省が沖縄県に誘致すると、それを

久米島が受けれるために、我々仲里村議会は

ハワイまで行き、海洋深層水研究所とはいか

なるものかと研修を深めてきました。そうし

た中でちょうどその時期、久米島出身の大田

県知事の下で久米島へ誘致されましたと。そ

したら海洋深層水をどのような利活用をやる

べきかということで、喧々諤々、議会でもい

ろいろありましたなかで、たまたま特別交付

税、米軍基地所在活性化事業という特別交付

税がありました。別の名前で島懇事業といい

ますね、それが約７億円の交付税がありまし

て、じゃあ、久米島は米軍基地所在活性化交

付税をどのように生かして使おうかというこ

とで、議会でもいろいろ侃々諤々とやって、

そういった中で宜野座のタラソの話が出まし

た。

先ほど別の議員からタラソの話もありまし

たが、あれは海洋深層水ではなくて表層水を

利用したものだと、そして久米島においては

海洋深層水、海面から200ｍは表層水といい

ますね、200ｍ以下を深層水と言われて、深

海600ｍから汲み上げられる素晴らしい海洋

深層水をつかった温浴プールができるんだと

いう案が出てきて、その頃仲里村でこれを取

り入れました。

その頃素晴らしいなと、目新しい事業だな

と、こうして町民揃って議会もみんな揃って

全会一致でそれに賛成してきました。その運

営をしていく中で、やっぱり管理コスト、い

ろいろな面でこうして運営してきた中で先ほ

ど来から話があるように、2億5千万円の累積

赤字というのもあるわけでございますが、せ

っかく立ち上げたものをなくするのも大変な

ことだと思います。

そしてこのように計画を立てて再建をしよ

うという執行部のやり方も大きな町民サービ

スの一つだと思ってですね、それに努力をし

てもらいながらしばらく見守っていきたいな

と、こういう意味合いから本案に賛成します。

○ 議長 山里昌輝

他に討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで討論を終わります。

○ 議長 山里昌輝

これから、議案第11号、平成22年度久米島

町一般会計予算についてを採決します。

本案に対する上里総功議員他１名の議員か

ら提出された修正案について採決します。

本修正案に賛成の方は挙手願います。

（挙手少数）

○ 議長 山里昌輝

挙手少数です。

従って修正案は否決されました。

次に原案について採決します。

原案に賛成の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。

従って、議案第11号、平成22年度久米島町

一般会計予算については、原案のとおり可決

されました。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第12号、平成22年度久米島町国

民健康保険特別会計予算について、これから
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討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第12号、平成22年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを採決

します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第12号、平成

22年度久米島町国民健康保険特別会計予算に

ついては、委員長の報告のとおり可決されま

した。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第13号、平成22年度久米島町老

人保健特別会計予算について、これから討論

を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第13号、平成22年度久米島

町老人保健特別会計予算についてを採決しま

す。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第13号、平成

22年度久米島町老人保健特別会計予算につい

ては委員長の報告のとおり可決されました。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第14号、平成22年度久米島町後

期高齢者医療特別会計予算について、これか

ら討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第14号、平成22年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを採

決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第14号、平成

22年度久米島町後期高齢者医療特別会計予算

については委員長報告のとおり可決されまし

た。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第15号、平成22年度久米島町水

道事業会計予算について、これから討論を行

います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第15号、平成22年度久米島

町水道事業会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第15号、平成

22年度久米島町水道事業会計については、委

員長報告のとおり可決されました。
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○ 議長 山里昌輝

次に、議案第16号、平成22年度久米島町下

水道事業特別会計予算について、これから討

論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第16号、平成22年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを採決し

ます。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第16号、平成

22年度久米島町下水道事業特別会計予算につ

いては、委員長報告のとおり可決されました。

日程第６ 保育所・児童入所施設の環境改

善を求める意見書について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、発議第１号、保育所・児童入所

施設の環境改善を求める意見書についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

発議第１号

平成22年３月26日

久米島町議会議長 山里昌輝 殿

提出者 久米島町議会議員 仲村昌慧

賛成者 久米島町議会議員 宮里洋一

保育所・児童入所施設の環境改善を求める

意見書

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14

条の規定により提出します。

提案理由

保育所・児童入所施設の設及び運営に対

し、必要な財源を確保することと、入所する

個々の児童の発達や生活健康安全を最低限保

証する最低基準の改善を求めるため、本案を

提出する。

保育所・児童入所施設の環境改善を求める意

見書

少子高齢化社会を迎える中において、次

世代育成支援は、国の喫緊の課題となってい

ます。また、保育の実務義務がある地方自治

体にとっても、最優先課題のひとつとなって

いるところです。

このようなことから、子どもの福祉の向上

に必要な保育所・児童入所施設の在り方につ

いては、少子化が進行し財政状況が厳しい地

方自治体へ配慮するとともに、地域の保育機

能の崩壊を招くことのないよう検討されなけ

ればなりません。

保育は、子どもに良好な育成環境を保障し

次世代の担い手を育成する公的性格も有する

ものです。

よって、国においては、保育制度の議論に

当たっては、子どもの立場に立ち、下記の事

項に配慮するよう強く要望いたします。

記

１ 保育所・児童入所施設の設置及び運営に

対し、必要な財源を確保すること。

２ 保育所・児童入所施設の最低基準につい

ては、改善に向けて十分に配慮すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。
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平成22年３月26日

沖縄県島尻郡久米島町議会

【提出先】

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

厚生労働大臣、少子化対策担当大臣

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから発議第１号、保育所・児童入所施

設の環境改善を求める意見書についてを採決

します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。

発議第１号、保育所・児童入所施設の環境

改善を求める意見書については原案のとおり

可決されました。

日程第７ 子宮頸がん予防ワクチン接種の

公費助成を求める意見書につい

て

○ 議長 山里昌輝

日程第７、発議第２号、子宮頸がん予防ワ

クチン接種の公費助成を求める意見書につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

11番宮里洋一議員。

○ 11番 宮里洋一議員

発議第２号

平成22年３月26日

久米島町議会議長 山里昌輝 殿

提出者 久米島町議会議員 宮里洋一

賛成者 久米島町議会議員 翁長 学

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を

求める意見書

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14

条の規定により提出します。

提案理由

子宮頸がん予防ワクチンを無料で接種でき

るよう、公費助成制度を求めるため、本案を

提出する。

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を

求める意見書

子宮頸がんを予防するワクチンが日本でも

認可され、接種が始まりました。

子宮頸がんは、日本の20歳代の女性では乳

がんを抜いて、発症率が一番高いがんで、年

間15,000人以上が発症し、約3,500人が命を

落としています。その原因は、ＨＰＶ（ﾋﾄﾊﾟ

ﾋﾞﾛｰﾏｳｲﾙｽ）の感染によるもので、ワクチン

で予防できる唯一のがんです。

ＨＰＶは性交渉で感染するため、性行動を

始める前の10歳代の女性がワクチンの対象と

なります。注射による３回の接種で４万円～

６万円の全額が自己負担となり、公的援助が

不可欠です。あわせて、自分の体と性につい

て正しい知識を得る機会とするためこの間、

後退させられた学校での性教育を強めること

が必要です。

このことが女性の生涯にわたる「性と生殖
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に関する健康・権利」(ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞ･ﾍﾙｽ／ﾗｲ

ﾂ）を保障することに繋がります。

すでに世界では。100カ国以上でこのワク

チンが使われ、先進国約30カ国で公費助成が

行われています。日本でも自治体が独自の助

成をし、日本産婦人科学会や日本小児学会も、

11～14歳の女子に公費負担で接種するよう求

めています。

新政権におかれましても「子宮頸がんワク

チンの・・・任意接種に対する助成制度を創

設します」(民主党09年総選挙マニフェスト）

との公約にもありますとおり、下記の事項が

一日も早く実行されることを強く要望いたし

ます。

記

一、国は、子宮頸がん予防ワクチンを無料で

接種できるよう公費助成をおこなうこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成22年３月26日

沖縄県島尻郡久米島町議会

【提出先】

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

厚生労働大臣

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、発議第２号、子宮頸がん予防ワ

クチン接種の公費助成を求める意見書につい

てを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、発議第２号、子宮

頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める

意見書については原案のとおり可決されまし

た。

日程第８ 「国立沖縄青少年交流の家」存

続を求める要請決議

○ 議長 山里昌輝

日程第８、決議第１号、「国立沖縄青少年

交流の家」存続を求める要請決議についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

決議第１号

平成22年３月26日

久米島町議会議長 山里昌輝 殿

提出者 久米島町議会議員 饒平名智弘

賛成者 久米島町議会議員 平良義徳

「国立沖縄青少年交流の家」存続を求める

決議

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14

条の規定により提出します。

提案理由

次代を担う青少年の健全育成の場として、

国立沖縄青少年の交流の家が今後も国の施策

の中で継続的に運営されることを求めるため

本案を提出する。
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「国立沖縄青少年交流の家」存続を求める要請

決議

国立沖縄青少年交流の家は、その前身であ

る国立沖縄青少年の家として、米軍ホークミ

サイル基地跡に、沖縄の祖国復帰を記念して

昭和47年5月15日に設立された。

太平洋戦争で悲劇となった住民の集団自決

の場所に設立された国立沖縄青少年交流の家

は、平和を求める沖縄県民にとって極めて重

要な施設である。

当該施設は、開所以来、離島に立地するハ

ンディを抱えながら自然環境の豊かさを利用

した海洋研修や戦争体験をもとにした平和教

育など、その立地を活かした青少年の研修の

場として地域と密接に関わり、年間延べ7万

人余りの研修生を受け入れ、県内はもとより

全国の方々からも親しまれ、また、沖縄県の

教育文化の向上と、地域の経済発展にも大き

く貢献している。

このような中、今般の行政刷新会議の「事

業仕分け」において、国立国立青少年振興機

構等についての自治体・民間への移管や、特

に青少年交流の家及び自然の家については、

国の事業としては廃止すべきとワーキングー

グループの評価が示されています。

現在、学校現場や青少年を取り巻く環境は

「いじめ」や「集団での暴行」など凶悪な事

件が多発し、人間関係の希薄化や社会的自立

の立ち遅れが指摘されており、青少年の健全

育成には豊かな自然の中で団体宿泊訓練を通

じて、多様な生活体験など必要不可欠であり、

国の施策として先導的・モデル的なプログラ

ム開発や公立施設等の指導者養成などを継続

する必要がある。

国立沖縄青少年交流の家が経済的な合理性

などの画一的な見地から廃止や自治体・民間

移管等の考えは、沖縄の離島という地理的条

件から維持及び継続することは大変厳しいと

推察されます。次代を担う青少年の健全育成

の場として、当該施設が今後も国の施策の中

で継続的に運営されることを強く要請する。

以上、決議する。

平成22年３月26日

沖縄県島尻郡久米島町議会

【提出先】

内閣総理大臣、文部科学大臣、沖縄及び北方

対策担当大臣

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、決議第１号、「国立沖縄青少年

交流の家」存続を求める要請決議についてを

採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、決議第１号、「国

立沖縄青少年交流の家」存続を求める要請決

議についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。
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（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、決議第１号、「国

立沖縄青少年交流の家」存続を求める要請決

議については原案のとおり可決されました。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

３月10日から長期にわたりました本定例会

は、予定されておりました全議案が議員各位

並びに執行部のご協力により無事終了するこ

とができました。ここに感謝を申し上げます。

これにて平成22年第２回久米島町議会定例

会を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午後０時08分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 山 里 昌 輝

署名議員（議席番号９番） 上 里 総 功

署名議員（議席番号10番） 安 村 達 明


